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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　《序章》







　大国ヴィクトルが誇ほこる心空管特区ガジエツトシテイ・アルハンガムは、激しく煙けむりを上げていた。

　日が沈しずむ時刻にもかかわらず、燃え盛さかる炎ほのおは舗ほ道どうを徘はい徊かいする化物達を煌こう々こうと照らす。

　闇やみに逃にげ込むことも許さない、人間達へそう告げるかのように。

　悪夢が現実と化した街なかを、金きん髪ぱつの心しん空くう機き士し、ギルグリン・ミッドフォードは進む。目指すは巨きよ大だいな邪じや禍かに寄りかかられ、きしきしと悲鳴をあげる真しん鍮ちゆうの塔とう。

　進行方向では、歪ゆがんだ人型に象かたどられた複数の邪禍が待ち構える。ギルを刺さし貫つらぬかんと大きな剣けんへ変容する腕うで。が、金髪の青年は意に介かいさない。

　涼すずやかな顔で大おお鎌がまのビートガジェットを持ち上げ、すれ違ちがいざまに敵を切り刻む。崩くずれる邪禍の残ざん骸がいには目もくれない。

「さすが次の十三キゾクだナ」

　後方でそう茶ちや化かすのは、後こう輩はいの真ま鹿が野のトウジだ。年ねん齢れいは十六と若い。背は日本人の少年としてもかなり低めで、ギルとは二十センチ以上の開きがあった。

「十三貴族、私は継つぎませんよ」

「ん、そうナノか？」

　日本刀のビートガジェットで敵を屠ほふりながら、まだまだ完かん璧ぺきとは言えないヴィクトル語で訊たずねてくる。

「弟の誰だれかに継いでもらいますよ。私には《死神》の異名が合っていますからね。身分的にも貴族よりも神、そう思いませんか？」

　不ふ謹きん慎しんとは思いつつ、冗じよう談だんを口にせずにはいられない。絶望的な景色ばかりが広がっていて、無理にでも明るく振ふる舞まわないと身体からだよりも心が先にダメになりそうだ。

「あまりアリガタくない神だナ」

　ギルの気持ちをくみ取ってか、後輩も軽口を咎とがめはしない。

「そうですか？　味方にすればこれほど頼たよりになる神はいないと思いますが」

「ああ、まさにこういうトキにはナ。本当に神様がいるナラ祈いのりたくなってくる」

　二人は立ち止まる。行く手を阻はばむは大型邪禍の群れ。毛むくじゃらで四足歩行、動きは鈍どん重じゆうそうだが、体長は五メートル近くある。踏ふみ潰つぶされでもすれば、まず致ち命めい傷しよう。

　そんな相手が五体、大通りを下ってくる。

　迂う回かいすれば戦せん闘とうは避さけられる──だが、出来るならば倒たおして進むべきだ。

　ギル、そしてトウジもまた、アルハンガム支部にいる六人の特級機士──

　ヴィクトル最強の《心聖機士ビートパラデイン》なのだから。

　自分達以上に、邪禍を相手取れる者はいない。その想おもいだけを支えに、三時間ずっと戦い続けている。もう何体、何十体倒したのかも分からないほどだ。

　疲ひ弊へいした身体と心。大型邪禍を前にして、ギルは大鎌を固く握にぎり締しめた。

　──さすがにこの大きさ、この数は苦戦を強しいられるか。

　そう思った瞬しゆん間かん、一筋の閃せん光こうが邪禍の群れに突つき刺さった。

　歯車の累乗剣ギア・フアクトリア。

　何度も心しん空くう機き士し団だんを窮きゆう地ちから救ってきた大おお技わざ。その一いち撃げきは、相変わらず人の苦労を馬ば鹿かにした破は壊かい力で、大型邪禍五体をあっさり分断する。

「レノン！」

　普ふ段だんは冷静なトウジが、この時は少年らしい嬉き々きとした声をあげた。

　彼につられるように振り返ると、そこには見慣れた憎にくたらしい顔。

　レノン・シダルハート。《心聖機士ビートパラデイン》のエースと言われている男。

　そのジャケットは黒く汚よごれ、ところどころに破れと出血痕こんが見られた。

　どうやら彼も、別の場所で激戦を繰くり広げてきたらしい。

「随ずい分ぶん遅おそかったですね」

　とはいえ、本来ならば三人で一チーム。警報が鳴なり響ひびいたらすぐにレノンはギル、トウジと合流するのが常だ。そのルールを破ったからには、嫌いやみも言いたくなる。

「悪いな、どうしても外せない用があって」

「この非常時に？　貴方あなたには優先順位という言葉から教えないといけないようですね」

「お前、助けてもらっといてそれはないだろ」

「は？　助ける？　私は危険など露つゆほども感じていませんでしたが？」

　一いつ触しよく即そく発はつになったレノンとの間に、困り顔のトウジが割って入る。

「おい、ソコで言い争うなよ。レノンもギルも大人げナイな」

「いや、だってこいつが！」

　同時に指差し合い、お互たがいに舌打ちする。レノンとの関係はいつもこうだ。

　もう一年以上チームを組んでいるが、どうにも上手うまくいかない。

　ギルは再び走り出しながら、少しだけ反省する。

　相手に非がないことは分かっている。それでもいらいらしてしまう。

　きっとそれはこの男──レノンが一人で何でも出来ると思っているからだ。

　そして、そう思っても仕方がないほどに、この男は強い。戦闘面でも、精神的にも。

　だが、脇わきを支える者としては物足りないと感じてしまう。一いつ緒しよに戦う価値を見いだせない。トウジのようにレノンの強さを崇すう拝はいできるほど、自分の性格は素す直なおではないのだ。

　──しかし、今これほど心強い味方はいないですね。

　真鍮の塔の真下までやってきた。金属の骨組みを複雑に組み合わせた塔、その周囲は円形の広場となっており、戦うスペースは充じゆう分ぶんにある。

　目標の邪禍は、己おのれの十分の一に満たない身長の自分達に、どうやら危険を感じ取ったらしい。その身を塔からひきはがし、機士達に向かい合おうとする。ずしりと動くたび、黒い細さい胞ぼうで構成された肌はだはぶくぶくと水風船みたいにたわむ。

「さて、あのデカブツをどうする？」

　重さと大きさは脅きよう威いだが、動き自体は緩かん慢まんだ。

　この三人が揃そろった時点で、ギルは負ける気がしないと思っていた。

「オレにまかセロ」

　そう言うとトウジは日本刀を抜ぬき、真鍮の塔に鉄の刀身をあてがう。

「おい、張り切りすぎて倒すなよ」

　レノンは言う。これは『邪禍を倒すな』ではなく『塔を倒すな』という意味だ。

「分かってる。まあ、多少は骨こつ粗そ鬆しよう症しようにナルかもしれナイが、な」

　塔を構成する真鍮の骨組みが、どろりと溶とけて日本刀に纏まとわり付いていく。

　やがて溶け出した金属は刀と完全に一体化し、柄つかの上で巨大な刃やいばへと変へん貌ぼうした。

「はああ！」

　駆かけながら必殺の太刀たち《繫つなぎ刃やいば》を真横に振り抜く。ゼリーにスプーンを入れたときもここまで滑なめらかにはいかないと思えるほど、巨きよ大だい邪禍の片足がすっぱり切断された。

　バランスを崩した邪禍が膝ひざをつき、広場に敷しき詰つめられたブロックが粉こな微み塵じんとなる。

　こちらへ倒れこんでくる超ちよう重量の塊かたまり。このままでは下した敷じきにされてしまう。

「クロック・ロッカー！」

　ギルの大鎌から飛び出した一本の鎖くさりが、その巨きよ体たいを空中で支えた。いや、支えているというよりは、縛しばり付けているといった方が正しいだろう。先せん端たんに懐かい中ちゆう時計をつけたその鎖は、微び動どうすら許さず完全に邪禍の動きを封ふうじていた。

　そしてそこへ追い打ちをかけるのは──

「歯車の累乗剣ギア・フアクトリア！」

　歯車の剣《ブレイドグラフィー》をただ両手で握り、上から下へと振り下ろす。

　何の工夫もない単純な剣筋から放たれた一いつ閃せん。それは鎖ごと邪禍の肉体を切きり裂さき、天を翔かけ上がっていく。

　三人のぴったりと息の合った連れん携けいで、敵の肉体はバラバラに四散した。

　レノンは満足げに剣を鞘さやへと収める。

「よし。ギル、トウジ、このままどんどん行こうぜ」

「慌あわてないでください。調子に乗ると、足元をすくわれますよ」

　浮うき足あし立だつ彼を諫いさめつつも、疲ひ労ろうで固まっていた顔が綻ほころんでいく。

　──やはりこの三人が集まれば、何も怖こわくない。

　だが、そんな心に冷や水を浴びせたのは、トウジの声だった。

「どうしてコンナところに──」

　トウジは四散し、形を失いつつある邪禍の残骸を凝ぎよう視ししていた。

　ギルもまた気づく。黒いゼリー状の塊の中に、人の姿があることに。

「おい、しっかりしろ！」

　駆け寄ったトウジは、邪禍の残骸を人から引きはがす。現れたのはうつぶせの少女だ。

　──あの邪禍、人間を丸まる吞のみにしていたのか。

　もしやと周囲に目線を配ると、吞まれていたのはその少女だけではなかった。

　邪禍の黒い残骸が空気に溶けていくに従って、広場は倒れた人間達で溢あふれかえった。

　何人どころの話ではない、何十人といる。

「トウジ、離はなれろ！」

「あああああ！」

　絶ぜつ叫きように慌ててギルが振り返ると、トウジが顔の右側をおさえ蹲うずくまっていた。指の隙すき間まからは真っ赤な血が流れ出している。

　その前に立っているのは、先ほどまで倒れていた少女。

「な……」

　うつぶせの時に見えた服、頭とう髪はつは紛まぎれもなくヴィクトル人のそれだった。

　なのに、正面から見た顔は黒く変色し、右手の先は刃の形状に変化している。

　うー、うー。

　低く絞しぼり出だされる声は、苦しんでいるようにも、恨うらんでいるようにも聞こえた。

　レノンとギルは、トウジを庇かばい前に立つ。

「こいつらは人間……なんですか？」

　だとしたら、あまりの変わりようだ。大鎌を持つ手が震ふるえる。

　歯は茎ぐきまでむき出しにして、少女はこの世のものとは思えぬ甲かん高だかい声で叫さけんだ。

　周りに倒れていた人々もまた、ゆっくりと起き上がる。

　彼らは半分人間の形をして、半分は別の生物へと歪いびつに変形していた。

「……ためらうなよ、ギル、トウジ。こうなってしまったらもう元には戻もどらない」

　動どう揺ようしたギルと違ちがい、レノンはとても冷静だった。

　どう考えても冷静すぎた。

「……レノン、あなたは何か知っているんですか？」

　向けた疑いの眼まな差ざしに、仲間はただ沈ちん黙もくを返すだけだった。

　黒こく曜よう暦れき三一二年、六月。

　この未み曾ぞ有うの災さい禍かは、のちに黒死の悪夢と名付けられ、人々の心に傷きず跡あととして残る。

　しかし──その裏で起こっていた真の悪夢は、痕こん跡せきさえも闇やみに消された。







　《第一章　心しん空くう子し文明の要かなめ》







　放課後となった教室で、クウゴは大きく伸のびをした。

　穏おだやかな一日の終わり。帰ろうと廊ろう下かに出ると、窓の遠く先に巨きよ大だいな心しん空くう管かんが見える。

　街の中心にそびえ立つ二ふた棟むねのビル、ツインランス。

　最上階に備え付けられた心空管メガアンプは、心空管特区ガジエツトシテイ・大ダイ輪リンの動力源だ。人々が無意識に放出している心空子を分解し、ガジェットを動かすエネルギーを作り出す。

　ただ二本あるメガアンプの片方に、今は半はん透とう明めいのビニールシートが被かぶせられていた。

　五日前の飛ひ空くう艇てい衝しよう突とつによってガラスが破損してしまったからだ。

　作動を続けているのは片方、西側ウエストランスのメガアンプのみ。東側イーストランスのメガアンプは急ピッチで修理が進められていると聞く。

　ガジェット好きのクウゴは開いた窓まど枠わくに寄りかかり、ため息をつく。

「はあ、俺も修理に参加してえー……ぐへぁっ！」

　願望を口にした瞬間、後頭部にガツンと衝しよう撃げきが襲おそってきて、窓から落ちそうになった。急いで体勢を立て直すと、生命を危機に陥おとしいれた原因を睨にらみつける。

「お前。毎度のことながら訊きいておくけど……、なぜ撃うった？」

　拳けん銃じゆうを手にした銀ぎん髪ぱつの少女が、不ふ機き嫌げんそうに片方だけ口角を上げていた。

「ふん、たるんでるみたいだったから、引き締しめてあげようかと思ってね」

「……お前の理り屈くつだと、たるんでる人間は撃つと引き締まるのかよ？」

「あたしの理屈っていうより、日本ではそうなんでしょ？　ほら、鉄は熱いうちに撃てって言葉があるじゃない？」

「うつの漢字が違うわっ！」

　メリナ・クロムウェル。

　クウゴのクラスメイトであり、この街を守る心しん空くう機き士しの一人。細く引き締まった身体からだに纏まとうは、白地に歯車模様が施ほどこされた機士の制服、ソリッドジャケットだ。

　凜り々りしく上へ伸びた眉まゆ尻じり。ぱっちり開いたブラウンの瞳ひとみのあいだを鼻が真っ直すぐ通り、突つき当あたりで薄うすいピンクの唇くちびるが左右正対照に整う。ヴィクトル人と日本人のハーフである彼女の容姿を見れば、高価な西洋人形もたちまち逃にげ出してしまうだろう。

「それに言っておくが、俺はたるんでたわけじゃないぞ。自分の望みを現実にするため、これから具体的な行動に出ようとしてたんだからな」

「具体的な行動って？　要するに何を考えてたの？」

「メガアンプの修理に参加してー。こうなったら修理場に忍しのび込んで、雑用でも良いから使ってくれって頼たのんでみるかな。いや、むしろ管かん律りつ技ぎ師しの親方に『弟で子しにしてください』って土ど下げ座ざしてみたらどうだろう。『俺は弟子をとらない主義だ』とか言われたら『教えてくれなくて構いません。技わざは盗ぬすみます』だな。多分それでも断られるだろうけど、そうしたら周りで勝手に手伝う。何も言わない親方。そのうち歳月は過ぎ、いつのまにか弟子として認められ……うん、これはいけるな。間ま違ちがいない」

　口にしているうち、やはり完かん璧ぺきな作戦だと思えてくる。

「よっしゃ、さっそくツインランスへ──ぶへらっ！」

　今度は頰ほおに弾だん丸がんが直ちよく撃げきした。

「あなたね……、弟子入りなんかしたら心空機士はどうするつもりなのよ！」

　彼女との出会いは三週間前。クウゴの住む御お樹き根ね島じまに人を襲う怪かい物ぶつ──邪じや禍かが発生し、それを討とう伐ばつしに来たのがメリナ達、心空機士団だった。

　クウゴはその際に邪禍の再生を阻そ害がいできる武器、ビートガジェットを起動させ、才能を買われるかたちで心空機士団に入ることとなったのだ。

　この大輪学院は心空機士団が運営する学校。ゆえに心空機士やその予備生のための特別なクラスが設けられ、建っている場所も心空機士団の敷しき地ち内にある。
















「心空機士って言ってもなあ……、今週に入ってからはまだ邪禍も出てないじゃん」

　この五日間、街に新たな邪禍は出現しておらず、平和な日々が続いていた。

　先日の戦いが命がけだった分、落差でだらけてしまうのは致いたし方かたない部分がある。

　だが、メリナは隣となりにやってくると、耳元で釘くぎをさすように囁ささやく。

「忘れてないでしょうね。機士団に裏切り者がいるかもしれないってこと」

「……むう」

　メガアンプ故障の原因ともなった、先日の飛空艇ストリボーグ墜つい落らく事件。

　ストリボーグにとりついた大型邪禍イグゼラドを討伐した後、メリナは飛空艇の装そう甲こうを調査し、発見したのだ。

　飛空艇に取り付けられた、邪禍発生装置とでも呼ぶべきガジェットを。

「忘れてなんかないさ。御樹根島に邪禍が出たのも、そいつのせいなんだからな」

　邪禍発生装置は、機士団専用機フォーマルハウトにも仕し掛かけられた痕跡があった。

　フォーマルハウトに細工ができるとしたら、心空機士団の関係者をおいて他ほかにない。

　つまり御樹根島に邪禍を発生させた人間が、機士団の中に潜ひそんでいるということ。

「でもさ、メリナ。そうは言っても相手が尻尾しつぽを出してくれないと探さぐりようもないだろ？　大輪支部の機士団関係者は百人以上。片かたっ端ぱしから調べていくわけにもいかないし」

　そんなクウゴの考えに、メリナは不機嫌そうに眉まゆをひそめる。

「尻尾を出すってクウゴ、あなたまさかまた事件が起こるのを待っているんじゃないでしょうね。……不ふ謹きん慎しんきわまりない！　あなたみたいな人がいるから、警察は事件が起こらないと動かないなんて言われるのよ！　西せい暦れきの時代から何一つ進歩がないわね！」

「うーん、西暦時代からの問題を俺のせいにされても……」

「あなたを含ふくめた、人間全体の責任よ！」

　容よう姿し端たん麗れい、機士としても最上級。一見完璧とも思えるメリナであるが、欠点を挙げるとすればこの極度に悲観的な性格だろう。

　ネガティブな想像が自分の中だけで完結するなら可愛いものなのだが、そのマイナス思考に基もとづいて、周りの人を責め立てるものだからたちが悪い。

　そしてその被ひ害がい者しやとなるのは主にクウゴの役割。標的にされる理由も明確。自分の楽観的な性格は、メリナの思考パターンと正反対だからだ。

　クウゴは思っていた。大型邪禍との戦いを通してお互たがいの理解は深まり、少しはメリナに前向きな考え方を植え付けられたのでは──と。だが、彼女のネガティブシンキングはもはや骨にまで染しみ付いてしまっており、そう簡単には治らないようだ。

「それに、クウゴだってまた危ない目に遭あうかもしれないんだし……」

「ん、何か言った？」

　よく聞き取れなかったので訊たずねると、メリナの顔がぶわっと赤くなった。

「な、なんでもないっ！」

　どうやら無意識の発言だったらしい。

「ったく、慌あわてなくても悪口の一つや二つ聞き流してやるよ」

「なんで悪口だって決めつけるのよっ！　あたしを卑ひ怯きよう者ものみたいに言わないで！」

　寛かん容ような態度を見せたつもりだったのだが、逆効果だったようだ。悪口じゃなければなんだったんだと想像しようとしたとき、

「お前ら、ちょっとうるさいぞ」

　ヒステリックな叫び声を聞きつけて教室から現れたのは、すらりとした白衣の女性だ。

「カナエ先生」

　メリナを鎮しずめてくれそうな人物の登場に、クウゴはほっと胸をなで下ろす。

　灰はい草ぐさカナエ。ウルカヌスの研究員であり、心空機士やその予備生が在ざい籍せきするクラスＳの担任。モデルのように背が高くほっそりとした体型で、髪かみはアシンメトリーに伸びて右顔を隠かくしている。

　ややぶっきらぼうな雰ふん囲い気きもあるのだが、クウゴにとっては悩なやみを相談できる、頼たよれる大人の女性だ。

「ちょっと聞いてくださいよ。メリナが機士団に裏──ぐっ」

　会話の内容を説明しようとした瞬しゆん間かん、超ちよう至し近きん距きよ離りから背中を撃たれた。脊せき椎ついに衝撃が走り、息が止まりそうになる。

「うらぐ？」

　カナエが首をかしげる。銃じゆう弾だんをくらったのが見えなかったらしい。いや、わざとメリナが見えないように撃ったのだろう。

「なんでもないわよ、カナエ。あ、そうそう、機士団基地にも裏口があったらいいなって話をしてたの。ほら、入り口が一いつ箇か所しよだけだと不便だし！」

　早口で言い訳したあと、メリナは痛みに苦しむクウゴの脚あしを蹴けりながら小声で責める。

「言ったでしょ。裏切り者の件は誰だれにも内ない緒しよだって」

　そうだった。裏切り者は心空機士団の内部にいる。しかし、それ以外にヒントはなく、誰が裏切り者なのか全く目星が付いていない。可能性は薄いものの、容疑者から外れていない以上はカナエにも打ち明けるわけにはいかないのだ。

　だからといって──クウゴは思う。

　今、撃つ必要は本当にあっただろうか。肩かたを摑つかんで止めるとか、大声を出してかき消すとか、暴力的でない方法は色々と考えられたはずだ。

　──メリナ、あとでぶっとばす。

「まあ、内ない緒しよ話ばなしなら詮せん索さくしないが。秘密とニキビは青春につきものだからな。おっと、ニキビはつきものというよりふきでものか」

　カナエは生物教師らしく、よく生き物や人体にちなんだギャグをドヤ顔で放ほうってくるのだが、あまり面おも白しろかったためしがない。

「お前ら……、ちょっとは愉ゆ快かいそうにしろ」

　聴ちよう衆しゆうの反応にやや不満そうな表情を見せたあと、カナエは思い出したように言う。

「そうだ、銅どう宮みや。前に頼まれてた件で、研究室に寄ってもらいたいんだが」

「なによ、頼まれてた件って」

　濁にごされた言葉に、過か敏びんに反応するメリナ。除のけ者にされるのが嫌きらいなのだ。

「ほら、レトロアクタの……」

　クウゴが耳元で説明すると、メリナは「ああ」と納なつ得とくした表情になった。

　カナエに頼んだ件とは、黒死の悪夢が起きた際にクウゴの体内に取り込まれた微び細さいな心空管の残ざん骸がい《永劫回帰管レトロアクタ》の構造を調べてもらうことだった。

「くーご、あたしも行っていいかなー？」

　長身のカナエの背後からひょっこり顔を出したのは、眼鏡めがねをかけた少女だ。

「なんだ、ツグミもいたのか」

「なんだ、じゃないでしょー。くーごはわたしをもっと敬うべきだと思うよ」

　クウゴの従妹いとこ、粟あわ橋はしツグミはぷんぷんと頰を膨ふくらませる。どうやら彼女なりに怒おこっているらしいのだが、外見も口調もほんわかしているせいで、全くそういう風には見えない。

「なんで？　今だって充じゆう分ぶん敬ってるだろ？」

「ええー、ぜんぜんそんな雰囲気感じないよー？」

「じゃあ、具体的にはどういう待たい遇ぐうをお望みなんだよ」

「それ！　わたしが不満なのはそういう態度だよー。まるで年上が年下のわがままを聞いてあげるかのような物言い。わたしはくーごの保護者なのにー」

　地じ団だん駄だを踏ふむツグミに、クウゴはため息をつく。

　彼女はバイザー型の情報探たん索さくガジェット《ハンプティ・ダンプティ》を装着すれば右に出る者のいない、凄すご腕うでのハッカーだ。

　普ふ通つう科かのブレザーを着て、ハンプティ・ダンプティの代わりに何の変へん哲てつもない眼鏡をかけた今は、とてもそうは見えないが。

「分かったよ。じゃあ俺の保護者として、一いつ緒しよについてきてくれ」

「うん！」

　そばで見ていたメリナは、素す直なおに嬉うれしさを表すツグミに呆あきれと、どことなく羨うらやましさが混じった視線を送る。

「じゃあ、あたしも──」

「お、メリナも来るか？」

　レトロアクタの構造について気になっているだろうと思ったのだが、彼女は急に肩をしぼませたかと思うと、背を向ける。

「いえ……、今日は検査だけでしょ？　あたしは遠えん慮りよしとくわ」

　ぞろぞろとついていくのが嫌いやだったのだろうか。

　態度に違い和わ感かんを覚えたクウゴは引き留めようかと悩んだが、結局はツグミと二人でカナエの研究室へ向かうことにした。




　心空機士団内部の組織であるウルカヌスは、邪禍対策を主な研究テーマとする機関だ。具体的には、ビートガジェットの開発、邪禍の分類とその弱点の発見、邪禍出現時に素早く住民を避ひ難なんさせるメカニズムの構築など。

　七階建ての機士団基地の二、三階がウルカヌスの研究施し設せつであり、研究者として認められているカナエは、個人で自由に使える部屋を持っていた。

「うっわ……」

　初めてカナエの研究室に入ったクウゴは感かん嘆たんの声をあげてしまう。

　研究室の壁へき面めんが、たくさんの水すい槽そうで隙すき間まなく埋うまっていたからだ。中には灰色と緑を混ぜたような色の水草がゆらゆらと生おい茂しげり、大小様々な魚が間接照明に鱗うろこを照らされ悠ゆう々ゆうと泳いでいる。

　部屋にはコンピューターの置かれた大きめの机と、来客にも対応できるよう三さん脚きやくの椅い子すが備えられているだけ。研究室と呼ぶにはあまりに物が少なかった。ここは水槽を眺ながめるためだけの部屋だと説明された方が納得できるほどだ。

「いいだろ、オレの部屋。ミニ水族館みたいで」

　カナエは煙草たばこの形をした昆こん布ぶを口に嚙かむと、ニヤリと笑う。彼女は食べ物だけでなく、鑑かん賞しよう物も海のものが好きらしい。

「水族館というより異空間ですよー。基地の中にこんな部屋を作るなんて」

　ツグミは四方八方にきらきらした目を動かす。

「この魚達は研究に使うんですかー？」

「ただの趣しゆ味みさ。オレの研究は、脳みそさえあれば事足りるからな。まあ、そこに座れ」

　勧すすめられたキャスター付の椅子に腰こし掛かける。カナエもまた対面に座ると、そばにあった机の引き出しから指輪ケースほどの大きさの木箱を取り出した。開かれた木箱の中に入っていたのは米こめ粒つぶ大だいの金属だ。

「これは？」

　注視しながら訊ねると、カナエは指でそれを無造作につまんで説明する。

「医い療りよう用ガジェット《ライブラ─》。口で説明するより、体験してもらった方が早いな。銅宮、とりあえずこれ、飲み込んでみてくれるか？」

「うえ……危ないものじゃないんですよね？」

　差し出されたそれを手の平で慎しん重ちように受け取る。まじまじと見つめると、その金属の粒つぶには、一ミリにも満たない極ごく小しようの心空管が搭とう載さいされていた。

　舌に載のせ、思い切って飲み込む。

　一いつ瞬しゆん、鉄のざらりとした味がしたが、小さいだけに唾つばと一緒にするりと喉のどを通った。

　カナエは満足げに頷うなずき、研究室に設置されたコンピューターを起動。するとモニターに複数のグラフが表示される。

「これはなんですかー？」

　絶え間なく動き続ける曲線と棒線を指差し、ツグミが問う。

「銅宮の状態を表すグラフだ。先ほどのライブラ─は飲み込むと体内に留とどまり、血圧や心しん拍ぱく数すうなど身体からだの状じよう況きようを逐ちく一いちこのコンピューターへ送る」

「……レトロアクタ起動時に、オレの身体の中でなにが起こっているか、モニターできるというわけですか」

「せっ、先生、このデータへのアクセス権、わたしにもくれませんか!?」

　身体状態を示すと聞いたツグミが、いつもより勢いのある声で言う。

「カナエ先生、気持ち悪いし嫌な予感しかしないので絶対に渡わたさないでください」

「ど、どうしてそういうこと言うのー？　くーごの状態を確かく認にんするのは保護者として当然だと思うけど……。まあ、いいよ。くーごがそういうなら見ないことにするー」

　今度はやけに諦あきらめが良いのが怪あやしすぎる。

「カナエ先生、セキュリティを何重にもかけておいてください。コイツ、絶対にハッキングかけるつもりなんで」

「し、しないよー。信用ないなあ。あはは……」

　笑っているが、彼女の額からは汗あせが噴ふき出していた。全く、油断ならない。

「ま、個人情報だしな。他ほかの人には見られないようにしておくよ。……あとはこれだな」

　カナエは、自分のつけていた腕うで時計を外し、クウゴに渡す。

「なんですか、これ。ただの腕時計だったら持ってますけど？」

　丸い文字盤ばんには長さの異なる針が二本ついており、外観だけを捉とらえれば時計だ。ただ、よく見ると針は前後にゆらゆらと揺ゆれており、正確に時を刻めるとは思えない。

　どうやら別の何かを測定する装置のようだ。

「以前オレが開発し、心しん素そ計と名付けたものだ。周囲の心素濃のう度どをいつも計測しておけば《永劫回帰管レトロアクタ》を何秒、何分連続起動させられるかが分かる。これから五連ペンタシステムを使って邪禍と戦うのなら、そういう確認も大事になってくるだろう？」

　クウゴの身体と一体化した《永劫回帰管レトロアクタ》には、心空子の分解で生み出された心素を、心空子へと再変へん換かんする働きがある。クウゴはこの力を利用することで、膨ぼう大だいな心空子量を必要とする五連ペンタシステムのガジェットを起動できるのだ。

　先日の戦いで大型邪禍イグゼラドを倒たおせたのも、レトロアクタのおかげだった。

　ただ、レトロアクタにも弱点はある。エネルギー源である周囲の心素を使い切ると、停止してしまうのだ。今後もレトロアクタに頼たよるのであれば、確かに制限時間は事前に知っておきたい。

　心素計の見方を教えてもらう。例えばこの研究室であれば、レトロアクタを動かしていられる時間は、たったの五秒。邪禍と戦うには心こころ許もとない数字だ。

「それにしても、うーん」

　自分の服装を改めて見た。腕には心素計、靴くつは脚きやく力りよくを強化するブーストブーツ。体内にはレトロアクタ、そしてその動きをモニタリングするライブラー。

「身体の中も外も、ガジェットまみれになっていってる気が……」

「嫌か？」

　その問いに、クウゴはぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「最高です！」

「くーご……。心空管好きガジエツトフリークもここまで来ると病気だよ……」

　カナエは最後に注射器を取りだし、クウゴの腕から血液を採取した。

「うん、とりあえず今日はこれで終しゆう了りようだ。お疲つかれ様さま」

「ライブラーで調べたデータや血液をウルカヌスで分ぶん析せきすれば、レトロアクタの仕組みが分かるんですね」

　しみじみしてしまう。長いあいだ暗くら闇やみに包まれていた両親の研究に、こんなにも早く近づけるとは思っていなかった。

「そのことなんだが……」

　喜ぶクウゴを見て、カナエは言葉を濁した。

「このサンプルは、ウルカヌスには回さない方がいいとオレは思っている」

「ど、どうしてですか？」

　予想だにしていなかった発言に、クウゴはうろたえた。

　血液の入ったガラス管を指先で揺らし、カナエは続ける。

「黒死の悪夢が起きた直後に、心空機士団はレトロアクタの残ざん骸がいや資料を回収している。心素を心空子に再変換する、なんていうトンデモ装置がほぼ完成していたというのに、その研究を引ひき継つがなかったのはどう考えてもおかしい。そう思わないか」

　ツグミが眼鏡めがねを触さわりながら反応する。

「確かにおかしいですけど……、どんな研究だったか、残骸や資料からじゃ分からなかったんじゃないですかー？」

「それだ！　日本語で書かれていたら読むのは難しかっただろうし」

　手を打って納なつ得とくするも、カナエは否定的に首をかしげる。

「どうかな？　銅宮イツキ博士、クイナ教授といえば、心空力学では知らない者のいない権けん威いだぜ。研究物の詳しよう細さいが機士団で分からなければ、必ずウルカヌスの方へ回してくるはずだ。なのに、まるで隠いん蔽ぺいするかのように情報は心空機士団で差し止められている。オレは、心空機士団が何かを隠かくしているように思えてならないんだ」

「……だから、ウルカヌスでは研究できないと？」

　ウルカヌスは機士団内部の研究機関だ。組織として研究を始めれば、心空機士団に隠しておくのは難しい。もしレトロアクタの存在を快く思わない勢力が機士団内部にあるのだとしたら、どんな妨ぼう害がいが待っているか分かったものではない。

　しかし、クウゴは腑ふに落ちない。

　レトロアクタの開発を邪じや魔まして、一体誰だれが得をするというのだろう？

　電磁波をエネルギーとする微び生せい物ぶつＶＯＲＭヴオルム、そして人間の脅きよう威いとなる邪禍が発生したことで、電子機器が一いつ切さい使えなくなったのが三百年前のこと。

　そして心空管が発明され、心空子文明が始まったのが約百五十年前。心空管、および心空管のエネルギーを使用するガジェットは、ＶＯＲＭを活性化させない。

　心のエネルギーである心空子は、邪禍を生み出さず、環かん境きようも汚お染せんしないことから、人類史上最も優すぐれたエネルギーだと信じられている。

　現に、クウゴも五日前まではそう信じていた。

　──メリナから『心素が邪禍を生み出している』と聞かされるまでは。

　なぜそれほど重大な事実が公おおやけにならないのか。それは心空管を生み出した者達の末まつ裔えい、十三貴族達によって事実がひた隠しにされてきたからだ。

　心素を心空子に再変換することは、ただエネルギー効率を高めるだけに留とどまらない。人類の脅威である邪禍を生み出さないことにも繫つながるのだ。

　心空機士団を管理する十三貴族達にとっても、レトロアクタがあれば厄やつ介かいな秘密を隠いん滅めつできる。むしろ開発を率そつ先せんしそうなものなのに。

「そう落ち込むなよ。あくまで公には研究しないというだけだ。信しん頼らいできる一部の人間には事情を話して、協力を仰あおぐさ」

「いえ……」

　ふと疑問に思う。彼女はどこまで知っているのだろう、と。

　訊たずねかけて、すんでのところで踏ふみとどまる。カナエを信用していないわけではなく、管律技師に対して迂う闊かつに訊きくべきことではないと考えたからだ。

　メリナがクウゴに配はい慮りよしたように、自分もまた配慮すべきだ。

　心素が邪禍を生み出している──この事実は、管律技師にとっては残ざん酷こくすぎる。

　知れば、それだけで職を辞してしまいかねないほどに。

「レトロアクタを使うことで、くーごの身体に悪あく影えい響きようが出たりはしないんですかー？」

　ツグミはクウゴの健康の方が気になるようだった。寝ねたきりだったころを知っている、彼女らしい心配。

「その辺、銅宮はどうなんだ？　レトロアクタが作動している最さ中なかやその後に、何か負荷を感じたか？」

　少し考えたあと、首を横に振ふる。

「必死だったのもありますけど、特にそういうのは感じなかったような……。作動しているあいだなんてむしろ調子が良かったくらいですし」

　ふむ、とカナエは顎あごに手を当てる。

「しかしまあ、副作用くらいは出るかもしれないし、多用するのは検査結果が出てからにした方がいいかもしれないな」

　ライブラーでのデータ収集にも時間がかかるため、今日できることはもうない。

　カナエに別れを告げ、魚達のたゆたう部屋を出る。

「くーご、あんまり焦あせらない方がいいと思うよ」

　ツグミがそう言ったのは、七階の寮りようへあがるエレベーターを待っているときだ。

「分かってるけどさ。……なんかやりきれないよな。自分の中に限りなく答えに近いものがあるのに、それを秘密にしなきゃならないなんて」

「仕方ないよ。先生の言うことはもっともだもん。レトロアクタが凄すごいものだってことは分かったんだし、じっくり時間をかけていこうよ」

「そうだなー」

　到とう着ちやくしたエレベーターに入りながら、生返事をする。

　ツグミは理解できないのだ。クウゴが急ぎたくなる理由を。

　なぜなら彼女もまた、心素が邪禍を生み出していることを知らない。ストリボーグ救出作戦の際にメリナが打ち明けた秘密は、クウゴの耳にしか届いていなかった。

「まあでも、結局最後は俺が自分でやらなきゃいけないってことなのかな。時間はかかったとしてもさ」

　自分自身を鼓こ舞ぶするように言うと、ツグミはいつものように優やさしく微笑ほほえんだ。

「うん、その前向きさこそがくーごだよね」

「ん、なんか馬ば鹿かにされたような気がするんだけど」

「全然そんなことないよー」

　話しているあいだに、エレベーターが七階で停止する。

「アンタ達って、ホント命知らずよねぇー」

　扉とびらが開くと、嫌いやみをたっぷりと含ふくんだ、聞き慣れない声が耳に入った。

「濃度Ａの邪禍にたった四人で勝負を挑いどむなんて、自殺願望でもあるんじゃないのぉ？　おとなしくアタシの到着を待っときゃあよかったのに」

「あなたを？　冗じよう談だんきわまりないわね」

　こちらはメリナ。いつにも増してとげとげしい口調である。

「坂さか巻まきさんやハルカならともかく、あなたはいてもいなくても関係ないでしょ。いえ、いない方がましね。どうせ和を乱すことしかしないんだから」

「へぇー。久々に会ったと思ったら舌だけはよくまわるじゃないの、根暗ちゃん？」

「なによ、性しよう悪わる女おんな」

　エレベーターのそば、憩いこいのラウンジでメリナと言い合っているのは、ソリッドジャケットを着た機士らしき少女だった。

「うん？」

　気配に気づいたのか、見慣れぬ少女は背負ったギターケースから顔を出すように、こちらを振り返る。

　クウゴの彼女に対する第一印象は、特とく徴ちよう的の一言に尽つきる。

　サイドで編み込まれた髪かみに長いまつげ。右みぎ頰ほおにはきらきら光る星が描えがかれ、顔の造作はその派手な化け粧しようも相まって妙みように艶つやっぽい。

　細い首にかかっているのは、ごつっとした大きめのヘッドフォン。ソリッドジャケットの裾すそは短く、中に着るのは首元が開き、谷間の見えるカットソー。下にはチェックのひらひらした短いティアードスカートを合わせている。

「もしかしてアンタ？　イグゼラドを倒した、新人のブレイドグラフィー使いってのは」

　ギターを背負った少女は愛くるしくも挑ちよう発はつ的な笑えみをぶつけてきた。

「高等部一年の、銅宮クウゴですけど……、あなたは？」

　少女はハスキーな声で答える。

「アタシは瀬せ里り沢ざわシェリー。高等部二年、一級心空機士なのよぉ」

「ああ、もしかして特級機士昇しよう格かく試験に行っていた？」

　大輪支部には四人の一級心空機士がいるらしい。だが、うち三人は最近入団したクウゴと入いれ違ちがいで試験会場である香ホン港コンへ旅立ったため、まだ一度も会えていなかった。

　高等部二年ということは、クウゴやメリナ、ツグミよりも一つ年上だ。

「名前からして、先せん輩ぱいもメリナと同じようにハーフ？」

　化粧のせいで、外見では判断がつきにくい。

「はっ、この女のどこが？」

　鼻で笑ったのはメリナだ。

「あたしと一いつ緒しよにしないでよ。シェリーは生きつ粋すいの日本人。バンドでカッコつけてそう名乗ってるだけ。本当の名前はねえ」
















　続けて言いかけた彼女の顔面を、シェリーの裏うら拳けんが襲おそう。

「言ったら殴なぐるわよ？」

　にこにことしたままで告げるシェリー。

　もろに拳を浴びてしまったメリナは、鼻をおさえながら睨にらみつける。

「……あんたねえ、もう殴ってるでしょうが」

「ええ？　今のは殴ったうちに入らないわよぉ。アタシが本気で殴ったら、その可愛い鼻は更さら地ちになってるでしょお？」

「……面おも白しろいじゃない。あたしの早はや撃うちと勝負してみる？　その頰の星マーク、標的にするには丁度いいわ」

　背中のトリガロードに手をかけるメリナ。対するシェリーは背中のギターケースを下ろし、床ゆかにたたきつける。

　メリナと見つめ合っている表情は平へい穏おんを装よそおっているが、目は全然笑っていない。

「アンタ、ホントに先輩への口のきき方がなってないわよねぇ。ヴィクトルの血が混じると、敬語もろくにできなくなるのかしらぁ？」

「そっちこそ上司には敬語を使ったら？　万年一級のシェリーせ・ん・ぱ・い？」

「はいはい、分かりましたぁー。年功序列よりも実力主義ってわけねー。じゃあ、実力でもアタシの方が勝ってるってことを見せつけてあげましょうかぁ？」

「実力で？　特級昇格試験の出来が悪くてあたしに八つ当たりしてる人がよく言うわ」

　試験の話題は逆げき鱗りんだったらしく、シェリーの顔が引きつる。

「……テメェいっぺん死んどけ」

　にらみ合った二人の額が、ぶつかりそうなほど近づいていく。

「うわあ……」

　女同士の争いがあまりに恐おそろしく、クウゴはがたがた震ふるえるしかない。

「ちょっと待ってー！　二人ともおさえて、おさえてー」

　代わりに二人の間に割って入ったのは、後ろに控ひかえていたツグミだ。

「どきなさい、ツグミ！　この女には一回痛い目見せなきゃいけないんだから！」

「まあまあー。メリナちゃんはもう少し、怒おこりっぽいところを直さなきゃだよー。上司なんでしょー？　部下には優しく、ね？」

「むう……」

　あくまで落ち着いたツグミの対応に毒気を抜ぬかれたのか、メリナはため息をついてトリガロードから手を放す。

　こういう時のツグミの度胸には感心させられるが──

「ちょっとアンタ」

　今度は逆の方にいたシェリーが、振り返ったツグミの顎をぐいっと摑つかむ。

　暴力を振るうつもりかと思ったクウゴは、とっさにシェリーの肩かたをおさえた。

「やめてください！　彼女は機士でも、戦せん闘とう要員じゃないんですよ！」

「やぁねぇ、暴力は振るわないわよ」

　そう言いながらも、まじまじとツグミの顔をのぞき込むシェリー。

「……アンタ、癒いやし系けいの顔してるわねぇー。名前は？」

「あ、粟橋ツグミです。高等部一年の」

　しっかりと顔をおさえられて、さすがに向かい合ったツグミも固まっている。

　シェリーは首をかしげながら、真顔で言う。

「ツグミちゃん、アタシのペットになるぅ？」

「は、ペット？」

　意味を摑みきれなかったツグミに、メリナが冷ややかに忠告する。

「冗談だと思わない方がいいわよ。この女、本気で人間を飼いたいと思っている真性の変態だから」

「人聞きの悪いこと言わないでよぉ。アタシはただいろんな人を圧あつ倒とう的てきに屈くつ服ぷくさせて、絶対的に服従させたいだけなんだから。アタシには、ダンチョーみたいに元から権力があるわけじゃないしねぇ」

　シェリーはそこまで言うと、何かを思い出したようにポンと手を叩たたいた。

「ああ、そうそう。アンタ達にダンチョーからの伝言があるんだったぁ」

「伝言？」

「そ。五階のミーティングルームに来いって。なんでも特別な仕事があるらしいよぉ」

「特別な仕事って……もう嫌な予感しかしないんだけど」

　メリナはなにかを察したようにげんなりするが、経験の浅いクウゴにはピンとこない。

「シェリー先輩、心空機士団の仕事って、邪禍を討とう伐ばつする以外にも何かあるんですか？」

「色々あるのよぉ？　ガジェットを悪用する連中の取とり締しまりに協力したり、瓦が礫れきをどかすのを手伝ったりぃ。心空機士の使うビートガジェットは高出力だから、別方面にも応用できたりするワケ」

「ふっ。アナタがやってた仕事でも笑えるのがあったわね。猫ねこの搜索だっけ？」

「あら。それがえらぁーいひとの奥さんが可愛がってる猫だったから、寮のカフェテリアが無料になったのよ？　恩おん恵けいを受けておきながら、もうお忘れ？　あっ、アンタの場合は恩恵になってなかったかしら？　食べ過ぎで体重増えちゃったのよねぇ？」

「……」

　猫の搜索にどうビートガジェットを応用したんだろう、という疑問はとりあえずおいておいて、今は早くミーティングルームに向かった方が良さそうだ。

　メリナの堪かん忍にん袋ぶくろが完かん膚ぷなきまでにぶち切れないうちに。




「先輩がた、お疲つかれ様さまっス！」

　ミーティングルームへ行くと、中ではすでに先客が待っていた。

　小こ日向ひなたニト。大輪学院中等部二年。大輪支部にいる戦闘要員では最年少であるが、類たぐい希まれなる運動神経により、幼くして一級心空機士の称しよう号ごうを持つ。

　機士団でもひときわ小こ柄がらな彼女だが、今日は頭がいつもよりもっと下の方にあった。

「ニトちゃん、なんでさかさなのー？」

　ツグミが膝ひざを曲げて訊たずねる。そう、彼女はなぜか部屋の中で逆立ちになっていたのだ。

「暇ひまだったんで筋トレしてたっス。逆立ちで腕うで立たてすると、道具がなくても筋肉にしっかり負荷をかけられるんスよ！　重りがなければ、自分を重りに変えればいいじゃない、という逆転の発想！　この筋トレ方を最初に考え出した人は天才っス！」

　逆立ちで喋しやべっているのに、彼女の軸じくは全くぶれない。体勢と思考、両方の意味で。

「相変わらず自由ねえ、ニトちゃんは」

「お、シェリー先輩じゃないっスか。お久しぶりっスー！」

　ニトは床ゆかについた手を勢いよく押して二本足に戻もどる。シェリーに頭を撫なでられ、猫のように気持ちよさそうに目を細めた。

「ニトちゃんは誰だれかと違って可愛いわねぇー。今日こそアタシのペットになるぅ？」

「んー、ペットになってもシェリー先輩の筋肉さわり放題にならないんスよね？」

「もちろん許可制だけど？」

「じゃあ遠えん慮りよするっス。ニトにメリット全然ないんで」

　ニトは他人の筋肉を愛めでるという特とく殊しゆな性せい癖へきがある。冗じよう談だんに聞こえる拒きよ否ひ理由も、彼女の中では明確な判断基準に基もとづいたものなのだ。

「ニト、この女と話してるとバカが移るわよ」

　変人同士の会話に呆あきれながらも、メリナはどうやらニトの方がまだましと考えているようだ。

「あら、なんだか湿しめっぽいと思ったらメリナついてきてたんだぁ。どうりでカビ臭くさいわけだわ。まだここにいるなら、ギター用の乾かん燥そう剤ざいを貸してあげるから咥くわえてなさいよ」

「あ・な・た・ね・え……！」

　メリナの口から抑おさえきれない怒いかりが吐はき出される。

「あー、また始まっちまったか……」

　再度ヒートアップしていく二人。

「あの二人の口ゲンカは日常の一部っスから、放ほうっておくのが一番良いいっスよ」

「いや、いつもメリナに撃うたれている俺からすると、ああやってメリナとやりあってくれる人がいるのは貴重だよ。むしろ、いいぞ、やっといてくれって感じだな」

　トリガロードの銃じゆう口こうがこちらを向かなくなった。それだけで大助かりである。

「クウゴ先輩もなかなかしたたかっスねえ」

「わ、わたしもう一回止めた方がいいかな？」

　のんびり会話している二人を見て、いつも一番のんびりしているはずのツグミは逆に落ち着かなくなったのかおろおろする。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶっスよ。そろそろ事態を収束できる人が来るっスから」

　ニトが言い終わると同タイミングで、ミーティングルームの扉とびらが開く。

「何をしているんですかね、貴方あなたがたは」

　苦く笑しよう混じりで入ってきたのは、片かた眼鏡めがねをした長身の青年だ。

「ダンチョー！」

　その声に、一いつ瞬しゆんでシェリーがかしこまる。

　ギルグリン・ミッドフォード。心空機士団大輪支部の団長。

　ジャケットにぶら下がった勲くん章しようが示すように、彼を表す地位、称号は数多い。

　心空管を発明した者達の末まつ裔えいである十三貴族の一人、ミッドフォード伯はく爵しやくとしての顔。

　かつて世界最大の心空管特区ガジエツトシテイであったアルハンガムの心空機士団──その中でも最強と名高い六人の特級機士に冠かんされていた《心聖機士ビートパラデイン》としての顔。

　クウゴの恩人であるレノンもまた、心聖機士ビートパラデインの一人だった。

「一級心空機士、瀬里沢シェリー、ただいま戻りました」

　これまで以上に作られた笑え顔がおで、きびきびと敬礼するシェリー。

「ケンカするのは構いませんが、任務ではちゃんと力を合わせてくださいね」

「ケンカ？」

　シェリーは見事なまでに自然な表情ですっとぼける。

「やですねぇダンチョー。ケンカなんてするわけないでしょお？　この大輪支部・邪禍討とう伐ばつ数ナンバーワンの瀬里沢シェリー、後こう輩はいからの人望は厚いんですからぁ」

「ふん、どの口が言うのよ。取り繕つくろうのもここまで来ると不格好きわまりないわ」

「と、メリナ君は言っていますが」

「ケンカするほど仲が良いって言うじゃないですかぁ。アレですよ、アレ」

「それならいいんですがね」

　我の強さを隠かくさない彼女も、どうやら団長には忠実らしい。

　ギルは緑色の頭を動かして部屋を見み渡わたすと、

「これで全員揃そろってますね。さっそくミーティングを始めますか」

　扉から見て奥の席に座り、持っていた書類の束をテーブルの上に置く。

「あれ、帰ってきてるのシェリー先せん輩ぱいだけ？　他ほかの先輩達はどうしたんスか？」

　各おの々おの着席するなか、ニトが疑問の声をあげる。

　そういえば、とクウゴも思う。確か試験に参加していた一級機士は三人いたはずだ。

　一人はシェリーだとして、残りの二人はどうしたのだろう。

「それはね、ほら……。ストリボーグ救出のために香港支部を呼んで、結果無む駄だ足あしに終わらせちゃったじゃないですか……。あれでね、香港に借りを作ってしまったわけですよ」

「もしかして、俺達が突つっ走ぱしっちゃったせいで」

　クウゴに苦々しく頷うなずきを返すギル。

「そうなんです。しばらく二人の機士をあっちにレンタルすることになったんですよね」

「なるほど。それで一番使えない性しよう悪わる女おんなだけ帰ってきたわけ。納なつ得とく納得」

「根暗は分かってないわねぇ。一番使えるからダンチョーがレンタルを拒否したのよぉ」

「本当ですか、ギル団長？」

「もちろんそうに決まってるじゃないですかー」

　わざとらしく棒読み口調で答えるギル。

　シェリーは「ほら聞いたでしょ？」という顔をするが、メリナはメリナで「社交辞令も分からないのかしら」という蔑さげすんだ目でやり返す。

　どちらにでもとれるよう返すあたり、部下の扱あつかい方が上手うまい。

「では、本題の任務内容に入る前に……皆みなさんはフラームという会社をご存知ですか？」

　ギルの質問に、顔を見合わせる機士達。誰も知らないようなので、クウゴが答える。

「メガアンプを作った会社ですよね？　レイヴァーン帝てい国こくが母体の」

　レイヴァーン帝国は海を渡わたったユーラシア大陸の北部を支配する大国家だ。

　それを聞いて何人かは「ああ……」と思い出したようだった。

「メガアンプ構造を発明したのはヴィクトルのジョージ・トラストですけど、初めて実用化したのはレイヴァーン帝国のフラーム社だったかと」

「さすがクウゴ君。相変わらずの心空管好きガジエツトフリークっぷりですね」

「いやあ、常識ですよ常識」

　照れて頭を搔かくと、フラームという社名自体初耳だったらしいシェリーから睨にらまれた。

　ギルは窓から見えるツインランスをちらりと振ふり返かえりながら言う。

「先日、ストリボーグの衝しよう突とつによってメガアンプが破損したのはご存知の通りです。その修理のために、レイヴァーン帝国から大輪へ、優ゆう秀しゆうな管律技師達が来てくれているんですよ。フラーム社の心空管工場は大輪にもあって、現在はそこに滞たい在ざいされてるんですがね」

「それはワクワクする話ですね！」

　管律技師を目指すクウゴからすれば、是ぜ非ひとも修理作業を見学したいところだ。

「これはもう管律技師の皆さんに会って弟で子しにしてもらうしか……」

　思わず前のめりになると、メリナから白い目で見られた。

「まだ諦あきらめてなかったの……？　で、団長。フラーム社と警護任務にどんな関係が？」

「これを見てください」

　ギルは手に持っていた書類から一枚の紙を取り出す。テーブルに置かれたそれを、全員が群がってのぞき込む。

『フラーム社の管律技師はすぐに大輪から撤てつ退たいせよ』

　紙の中央には簡潔に、機械的な文字でそう記されていた。日本語の上には、ヴィクトル語とレイヴァーン語も一行ずつ。おそらく同様の内容を三カ国語で記しているのだろう。

「これはもしかして……、警告文、ですかー？」

　指で眼鏡めがねをあげて問うツグミ。

「ええ、その通りです。警告というよりは、脅きよう迫はくといった方がいいでしょうね。フラーム社にはこれと同様のものが何百通と送られてきているので」

「でも脅迫状が届いたからって、なんで機士団が動くことになるんです？」

　メリナはどうにも腑ふに落おちない表情だ。

「脅迫犯を調べるのは警察の仕事だし、人間から警護するならフラーム社が私兵を雇やとえばいいでしょ？」

「それがそうも言っていられないんです」

「どういうこと？」

「フラーム社の施し設せつ内に出たんですよ。……邪禍がね」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、その場にいた全員が絶句した。

「現れた邪禍は濃のう度どＤ。脅きよう威い度は低いものでしたし、どうにかフラーム社内にいた人間と設備だけで対処できたようです。が、これは牽けん制せいと見るべきでしょうね。これからもその程度で済むとは思えませんから」

「脅迫者はフラーム社の管律技師達を大輪から追おい払はらいたい。それが叶かなわなければいっそ邪禍を使って殺しちゃえ、というコトっスか？」

「そのようです。邪禍を悪事に利用するのは存外たやすい。電磁波を発する機器を用意、見えない場所に仕し掛かけておけば、いずれ近くで邪禍が生まれる。犯人は見つかりにくく、場合によっては事故で片付けられてしまうこともある。電子機器を手に入れられる立場であったり、自分で作る技術を持った人間なら、利用しない手はありませんよ」

　ギルはそう言うが、だからといって前例が多いかといえば、ノーだ。

　まず、邪禍は人間の天敵だという認にん識しきの問題。犯罪者でも大きな心のハードルをこえなければ邪禍を利用しようとは考えられない。

　また邪禍を使った犯罪は、悪用した本人さえ予測できない方向へ向かう恐おそれがある。

　例えば電子機器を使ったテロだったと言われている、黒死の悪夢。

　引き起こした張本人やその目的は未いまだに特定されていないが、さすがに都市ひとつを滅ほろぼそうとしていたとは考えにくく、本来の狙ねらいより被ひ害がいが大おお幅はばに拡大してしまった結果だという見方が多い。

「管律技師達を守るのは当然として、邪禍の悪用も見過ごせませんからね。フラーム社の警護に協力し、あわよくば脅迫者を捕つかまえてしまえたらと思いまして」

「それは同感です。……でも脅迫者の狙いはよく分からないですね」

　クウゴは顎あごに手を当てて考える。

　フラーム社の管律技師達を大輪から排はい除じよすることで、得をするのは一体誰だ？

　管律技師達がフラーム社にやってきた目的はメガアンプの修理──それを邪じや魔ますることにどんな意味がある？

「で、ダンチョー。警護ってのは、要するにどうすりゃいいんですかぁ？」

　答えが出る間もなく思考を断たち切ったのは、そんなシェリーの質問だった。

「管律技師一人ひとりに張り付いているわけにもいかないでしょ？」

「管律技師の方々には、不便ですが工場内部で寝ね泊とまりしていただくことになりました。幸い、深夜稼か働どう時に使用する宿しゆく泊はく設備がありましたからね。ですから我々の仕事は、工場に待機し、邪禍が出た際には討とう伐ばつすることです」

「あれ、もしかしてメガアンプの修理って、工場内でやっているんですか？」

　てっきりツインランスの上で行われているのかと思っていたのだが。

「修理というより、ほとんど総入いれ替かえになるそうですよ。いくつかのパーツに切り分けて組み立て、最後にツインランス最上階に持ち上げる形をとるそうです」

「メガアンプの復旧にはどのくらいかかるのかしら。さすがに何ヶ月も特とく殊しゆ任務に当てられるのは嫌いやなんだけど」

「あと一週間程度を予定しているそうですよ」

　特殊任務は想像より短期間で終わるようだ。メリナはそれなら、というように不満そうだった顔を緩ゆるませる。

「皆さんは学生ですから、授業後に交代で任務にあたってください。夕方までは下級機士を工場に待機させます。まあ、手に負えない邪禍が出たときには、授業中だろうがヘルプに行ってもらいますけどね」

　ギルはそう言うと、シフト表の印刷された紙を各おの々おのに配る。

「無理な日があれば変へん更こうしますので教えてくださいね」

　シフトを確認すると、クウゴはさっそく今日からになっていた。

　そして同時に目についたのは、隣となりに記されたツグミの名前だ。

「団長、ツグミも警護に参加するんですか？」

　情報収集にかけては右に出るものがいないツグミだが、戦せん闘とう要員ではない。

　警護任務に加わっても役には立たないし、何より危険すぎる。

「ああ、ツグミ君は戦闘ではなく、バックアップに加わってほしいと思いましてね」

「バックアップ……。んと、つまりはなにをすればいいんですかー？」

　クウゴの心配などお構いなしに、のんきに首をかしげるツグミ。

「ハンプティ・ダンプティを使用すれば、他の人が気づかないことにも気づけるかもしれませんからね。もし脅迫者や邪禍のことで発見があれば、私に教えてほしいんですよ」

「いや、でも団長。バックアップって言っても、危ないことにかわりはないでしょう？」

　ギルはツグミの才能を相当買っているらしい。従兄いとことしては誇ほこらしい反面、複雑な思いも去来する。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、くーご」

　そんなクウゴの不安を察知して、ツグミは言った。

「くーごが守ってくれるから、わたしはなにも心配してないよ」

「ニトもツグミ先輩のこと、守るっスよ！」

「ありがとねー、ニトちゃん」

　手を上げたニトの頭を、のほほんとした笑え顔がおで撫なでるツグミ。

（本人がやる気なら仕方ないけど……）

　そう思いながらも、クウゴはやはり嫌な予感を打ち消せずにいた。




　フラーム社は機士団基地の南西、海沿いの工場区域に一ひと際きわ広い敷しき地ちを有する。

　大輪南部には港や大規模な飛空艇ポートが集まっており、ガジェット製造に使用する原材料や設備の搬はん入にゆうが容易だ。また、それらの工場で作られた心空管、およびガジェットは逆のルートを辿たどって日本各地へ搬はん送そう、海外へも輸出される。

　メガアンプが心空管特区ガジエツトシテイの心臓だとするならば、南部工場区域は心空管特区ガジエツトシテイの手足だ。

　ただ、今はメガアンプの片方が失われており、全すべての工場が通常稼働すると心空エネルギーの供給が追いつかない。そのため各工場は交代でラインを動かしているとのことだ。

「工場の関係者からすれば、メガアンプの故障はいい迷めい惑わくだよな」

　機士団の車から外を眺ながめる。普ふ段だんの様子は知らないが、各施設に設置された心素排はい出しゆつ用の煙えん突とつからは煙けむりは出ておらず、通りに走るトラックの姿も少ない。停てい滞たいは明らかだ。

「復旧まではろくに仕事にならないだろうねー」

「そろそろ着くわよ。外ばかり見てないで、二人とも準備して」

　メリナ、ツグミの二人と一いつ緒しよに門の前で車を降りる。

「うん、やっぱりでかいな。想像していたよりも」

　建物はまだ百メートル近く先にあるというのに、全容がうかがい知れない。

　クウゴは工場の図面を取り出し、頭の中で建物とその役割を一いつ致ちさせる。

　フラーム社大輪工場を構成しているのは三つの施設だ。

　トレーラーが整然と並ぶ敷地入り口から見て左側に、Ｌ字形をした心空管製造棟とう。

　右側には逆Ｌ字のガジェット製造棟。

　左右のＬ、逆Ｌに挟はさまれる格好で建っているのが中央作業棟だ。

「フラームって、確かレイヴァーン語で『神しん殿でん』を意味するのよね」

　メリナがぼそりと言った。フラーム社の工場はその名にふさわしく荘そう厳ごんな建物だった。

「わたしには、神殿というより要よう塞さいっぽく見えるよー」

　ツグミがそう評するのも共感できる。

　真しん鍮ちゆう鉄てつの外がい壁へきは太陽をぎらぎらと反射し、こちらを威い圧あつするかのようだ。避ひ難なん用に張はり巡めぐらされた張り出し通路キヤツトウオークもまた、要塞という心証を抱いだかせるのに一役かっている。

　三人はトレーラーが行き交かう積み込み場を抜ぬけ、来客受付のある中央作業棟を訪おとずれた。

「しばらくお待ちください。代表者が参りますので」

　受付の女性に促うながされ、天てん井じようの高い一階ロビーに備え付けられたソファに座り、待つ。

「おおー、アナタがたが大輪支部の皆さん？」

　しばらくして、白を基調としたスペースへと現れたのは、グレーのスーツを着た四十過ぎの男だった。大きい鼻、眉まゆと眼がん窩かは接するほど近い。レイヴァーン人の特とく徴ちようがくっきりと現れた顔立ちに、がっしりとした体つきだ。

「初めまして、ウラジミル・ナザロフといいます。ワタクシ、アナタがたにはぜひお会いして、お礼を言いたいと思っていたんですよ！」

　人の良さそうな笑みを浮うかべてナザロフは握あく手しゆを求めてくるが、クウゴには何のことだか心当たりがない。

「お礼？　といっても、初対面ですよね？」

「ええ、でもアナタがたのことはよく知ってますよ。ギルグリン氏から聞きましたから」

　きつくクウゴの手を握にぎると、ナザロフはさらに満面の笑みとなる。

「実はワタクシ、ストリボーグに乗っていたんですよ」

「えっ、もしかして墜つい落らくしたあの機体に!?」

　ナザロフは「ええ」と頷うなずく。そういえばストリボーグは、レイヴァーン帝てい国こくの心空管特区ガジエツトシテイ・エカテリンと大輪とを往復する飛空艇だった。

　──ということは。

「……ナザロフさんって、メガアンプを修理するために来たんじゃないんですか？」

　メガアンプが壊こわれたのはストリボーグが衝しよう突とつしたからだ。

　修理のために来たのでは前後がちぐはぐになる。

「他ほかの管律技師と、ワタクシの目的は別です。ちょうど大輪に用事がありましてね。ま、他の人よりも早く来ていたのと、上層部から『ストリボーグが衝突したのだから乗っていたお前が壊したようなものだ』と変な言いがかりをつけられたのとで、修理責任者にもなってしまったのですが……。いやあ、それはともかく、皆みなさんは命の恩人ですよ」

　ナザロフはクウゴから手を放すと、今度はメリナ、ツグミにも順番に握手を求める。

　彼とツグミが握手を交わしている隙すきに、クウゴはこっそりと囁ささやきかける。

「なあ、メリナ。もしかしてストリボーグが狙われた理由って……」

「もしかしなくてもそうでしょうね。あの人を殺そうとしたんでしょ。言いがかりじゃなく、あの人が乗ってなかったらメガアンプが故障することもなかったんじゃない？」

「やっぱりそうだよなぁ……」

　クウゴはメリナほどには確信を持てなかったが、フラーム社を脅きよう迫はくしている人物と、ストリボーグを墜落させた人物が同一だと考えると、辻つじ褄つまが合うのも事実だ。

　犯行に邪禍を使っている点も一致している。

　ナザロフは一通り握手を済ませると、三人それぞれに目を配りながら言う。

「ここは五階建てでして、皆さんには三階の待機室に控ひかえてもらうことになるのですが、よろしければその前に工場をご覧になられますか？」

　その魅み力りよく的な提案に、クウゴは前のめりに食いついた。

「もしかして、案内してもらえるんですか!?」

「待機室にいるだけでは面おも白しろくないでしょう？　見学スペースが設けてある製造ラインもありますし、そちらへ寄ってからというのはいかがです？」

「まじですか！　俺、メガアンプを修理してるところが見たいです！」

　勢いよく手を上げると、ナザロフに苦く笑しようを返された。

「アナタはどうやら心空管に興味があるみたいですね」

「ええ！　ゆくゆくは管律技師になりたいと思ってます！」

「素す晴ばらしい。本当は企き業ぎよう秘密なのですが、少しだけならご覧にいれましょうか」

「い、いいんですか!?」

　弟で子しになるというプランまで用意していたクウゴにとっては、その提案は渡わたりに船だ。さすがにメガアンプに触さわらせてはもらえないかもしれないが、それでも構わない。

「メリナやツグミも一緒に行くだろ？」

「あなたのテンションにはついていけないけど、しょうがないわね。工場内の配置を把は握あくしておくのは重要だと思うし」

「おっけーだよー。くーごの興味あるものは、わたしも見ておきたいし」

「皆さんご一緒ですね。それでは、上の階へどうぞ」

　奥にあるエレベーターへと案内され、クウゴは首をかしげる。

「あの、左右にある工場で作業しているわけではないんですか？」

「ああ、そう思われるのも無理はありませんね。移動しながらこの工場について説明しましょうか」

　ナザロフはエレベーターに心空管のキーをかざし、身分を認にん証しようする。

　開いた扉とびらから、機士達三人もエレベーターに乗り込んだ。

「正門から見て左の心空管製造棟では、心空管の製造を機械で行っています。単体でも商品となるものはそこで梱こん包ぽうまで終えますが、多くの心空管はベルトコンベアで右側に建ったガジェット製造ラインに運び込まれ、さらにガジェットに組み立てられてから、各地へと配送されるのです」

「じゃあ、メガアンプは心空管を作る心空管製造棟で作ればいいんじゃないの？」

　大きいとはいえ、メガアンプもまた心空管の一種。その疑問はもっともだ。

　だがメリナの問いに対し、ナザロフは首を横に振ふる。

「メガアンプのパーツは一つ一つが巨きよ大だいですから、ラインにはとても通りません。それに一いつ般ぱん的な心空管よりも構造がはるかに複雑ですから、管律技師自らの手で行わねばならない作業が多いのです。で、そのために用意されたスペースがここ、というわけです」

　エレベーターは最上階である五階で止まり、扉が開く。

　ワンフロアぶち抜きの広い空間。

　高さ五十メートルのメガアンプをここで組み立てようというだけあり、驚おどろくほど天井は高い。床ゆかには金属の残ざん骸がい。メガアンプの内部をいくつかに分解したものだろう。分解したといっても、元が巨大なだけに一つ一つがバイクや車ほどの大きさだ。

　それらを修理するのは作業服と防護用マスクを装着した十名弱の管律技師達。頭上の梁はりからぶら下がった無数の工作具を思い思いに手元まで引き、各自に割り当てられたパーツと火花を散らして格かく闘とうしている。

「うおおお、すごい！　作業場かっけー！」

　興奮のあまり駆かけ出だしたクウゴは、顔面を思いっきり透とう明めいな何かにぶつけた。

「いててて……」

「バカじゃないの？　目の前のガラス板にくらい気づきなさいよ」

　鼻をおさえたクウゴを冷笑するメリナ。

　よく見ると、確かにエレベーター前と作業スペースとを分厚いガラスが隔へだてていた。

「企業秘密をあまりじっくり見られても困りますし、何よりこの先に入るのは危険ですからね。ここからの見学で我が慢まんしてください」

　ナザロフは申し訳なさそうに言うと、手でガラスの先を指し示して続ける。

「ここでパーツごとの修理、あるいは新しいパーツとして製造を終えたあと、一気に組み立ててメガアンプを完成させます」

「組み立てまでここで終わらせたら、運ぶのが大変じゃない？」

「ここの天井は開放できる作りになっていましてね。メガアンプをワイヤーでくくりつけて、四機の飛空艇がツインランスの上へと運ぶんです」

　見上げると天井はドーム状に盛り上がっており、中心からピザをカットしたような切り込みが入っていた。

「あのブースはなんなんですかー？」

　ツグミが指差したのは、エレベーターから一番離れた場所にある、ガラスで囲まれた小さなブースだった。中には高性能のコンピューターと思おぼしき装置が何台も積まれている。

「メガアンプの制せい御ぎよブースです。大輪のメガアンプは元々ここで作られ、制御テストされたのちに設置されたんですよ。今回もここで制御テストを行ってからツインランスへ運びます。向こうで動かなかった場合に、また持って帰るのは面めん倒どうですからね」

「へえー。ちゃんと考えられているんですね」

　ガラスにへばりついて感心していると、管律技師達のすきまを縫ぬってこちらに近づいてくる影かげが目に留まった。

　作業スペースに飛び散る火花を一向に介かいさず歩いてくるその男は、明らかに管律技師達とは異なった服装に身を包んでいた。

「夜色のソリッドジャケット……」

　男の纏まとったジャケットには、歯車の紋もん様ようが刺し繡しゆうされている。だが、色はクウゴ達の着る白ではなく、黒だ。

「どうかした、クウゴ？」

　訊たずねながらもその男に気づき、メリナはぎょっとした表情になる。

「……どうして夜や葬そう機き士し団だんの人間がいるのかしらね」

「夜葬機士団？」

　聞きなれない言葉だ。メリナは瞳ひとみに敵意を宿す。

「十三貴族直属の特とく殊しゆ任務を主とする機士達よ。汚よごれ仕事が多いとかで、あまり良い噂うわさは聞かない。そういえば、前に邪禍が工場に現れた時は心空機士団の力を借りなくても倒たおせたって話だったけれど──」

「そうです。邪禍を倒したのは彼ですよ」

　ナザロフが彼女の推理を認める。
















　黒い機士は心空管の認証キーを使ってガラスの扉を開け、エレベーター前の見学スペースへと入ってきた。そしてクウゴ達の存在に気づき、鋭するどいつり目を細くする。

「大輪支部の心空機士か」

　彼の顔立ちは紛まぎれもない日本人だ。

　逆立った黒くろ髪かみ、右目の上下には刀で斬きられたような古傷。背はクウゴより低いが、つり上がった目つきの不気味な威い圧あつ感かんのせいか小さくは見えない。年ねん齢れいは二十歳はたち前後、といったところだろうか。少なくとも高校生であるクウゴ達よりは上だと感じる。

「特級心空機士、メリナ・クロムウェル」

　メリナが敬礼するので、クウゴもそれを真似まねて名乗る。

「三級心空機士、銅宮クウゴです」

　男はそれを聞き、驚きと呆あきれを混ぜた表情で笑う。

「三級？　そんな階級で警護任務についているのか？　大輪支部の人員不足も末期だな」

　歯に衣きぬ着せぬ物言いに、メリナがムッとしたのが分かった。

「こいつは特別なの。言っておくけど、そこらの特級機士よりもよほど強いんだからね」

「お、嬉うれしいこと言ってくれるな」

　クウゴが言うと、メリナはハッと顔を赤らめた。

「あのね、今のは本心じゃないわよ。あなたのせいで大輪支部の評判が落ちるのが不本意なだけ！」

「へいへい」

　どうやら彼女の中では、今の発言は失言に当たるものだったらしい。

「真ま鹿が野のさん。失礼のないようにね。彼らが、ワタクシを助けてくれた若者達ですよ」

「ほう。じゃあイグゼラドを倒したというのはオマエか？」

　ナザロフから真鹿野、と呼ばれた男は、クウゴの背負ったブレイドグラフィーに無ぶ遠えん慮りよな視線を投げる。

「特級夜葬機士、真鹿野トウジだ。別に覚えてもらわなくてもいいぞ。オレがここを警護する以上、オマエ達の出番は回ってこないからな」

「その言葉、そっくりそのまま返させてもらうわ。あたし達が来た以上、夜葬機士の出る幕はないと思うけど？」

　とても好意的とは言えない態度が面白くなかったのか、メリナは髪かみをかき上げて真鹿野を挑ちよう発はつする。

「そうかな？　イグゼラド程度に勝っていい気になってるガキには、ここの警護はとても任せられないが」

「言うじゃない。なんなら勝負してみたっていいのよ？」

「おい、メリナ。お前どうしてそう誰だれかれ構わずケンカふっかけたがるんだ？」

　そもそも十三貴族を快く思っていないふしのあるメリナだ。十三貴族直属の組織である夜葬機士団に敵意を向けるのは当然といえば当然である。

　彼女と真鹿野が接点を持つ前に、ここを立ち去るべきだった。

「すみません。本気にしないでくださいねー」

　ツグミもまた、なんとかうやむやにしようと二人を仲裁したのだが──

「心配しなくても、勝負を受ける気はない。ただの弱い者いじめになってしまうからな」

　その言葉を耳にしてから、メリナが行動を起こすまではほんの一いつ瞬しゆんだった。

　背中のホルスターから銃じゆうを抜ぬき、真鹿野に銃じゆう口こうを向ける。

「メリナ！」

　クウゴの制止が、トリガーを引いた後になるほどの早はや撃うち。

　心空子の弾だん丸がんは確実に真鹿野の顔面めがけて放たれた──にもかかわらず、途と中ちゆうでくるりと軌き道どうを変え、地面に着ちやく弾だんする。

「……ほらな」

　真鹿野はこともなげに言った。

　あっけにとられたのはメリナだけではない。

「くーご……。あの人、今、何をしたの？」

　ツグミに訊きかれても答えられなかった。

　自分の見たものが、にわかには信じられなかったからだ。

　単に手で銃じゆう弾だんを防いだのならまだ分かる。銃口と自分との間に、あらかじめ腕うでを挟はさみ込んでガードすればいいだけだからだ。

　だが、真鹿野のとった行動はもっと高度なものだった。

　手で飛んできた銃弾の側面を──はたいた。

　弾たまの動きを目で捉とらえ、高速で手を動かした、ということになるのだろうか。

　やはり信じられない。そのアクションは、人間の反射限界を超こえていた。

「どうした。今のは手加減していただろ。本気で撃ってきても構わんぞ」

「すみませんでした！　ほら、次の場所にいくぞメリナ！　ナザロフさん、今度は心空管の工場を案内してくださいよー」

　ここにいても良い事はない。放心状態のメリナの腕をぐいっと摑つかみ、ボタンでエレベーターの扉を開いて、中へと押しやる。

「すみませんね。真鹿野さんは誰に対してもああいう感じですから。気を悪くされないでください」

　ナザロフがエレベーターの扉を閉めると、メリナはようやく我に返る。

「……あの男、何者よ」

「さあ。ワタクシがここへ来た次の日に、警護として派は遣けんされてきた方でして。実はどういう経歴の方なのかは詳くわしく知らないんですよ」

「ねえ、あのまま勝負してたら、メリナちゃん勝ててた？」

　ツグミの何気ない問いに、言葉を詰つまらせるメリナ。

「……勝てな……勝てるわよ！　ふん、ツグミったら失礼なこと訊かないでよね。楽勝きわまりない！」

　ムキになった態度が、真実を如によ実じつに示していた。特級心空機士のメリナでさえ、赤子の手をひねるようにあしらわれるとは。夜葬機士団にはあんな男が大勢いるのだろうか。

「さて、では次は心空管製造棟とうをご案内しましょうか」

　エレベーターが一階フロアに到とう着ちやくし、ナザロフが気を取り直してもらおうと手を叩たたいたそのときだった。

　中央作業棟の外がい壁へきを隔てた遠くから、不ふ吉きつな音色が聞こえてきたのは。

「これは……」

　ツインアンプを囲むようにして上へ延びている金属の筒つつ、通つう称しようパイプオルガンの音。

　邪禍出現を知らせる警報だ。ほぼ同時に、メリナの携けい帯たいガジェットに着信がある。

「はい」

　メリナはしばらく状じよう況きようを聴ちよう取しゆしたあと、携帯をしまう。

「邪禍が出現したのか？　どこだ？」

「ここから一区画西側、ビジネス街の外れよ」

「ちょっと距きよ離りあるね。フラーム社に来た脅きよう迫はくとは関係ないのかなあー？」

「さあ、それは分からないけど……」

「でも基地から向かうよりは、俺達の方が近いよな。行かないと」

「待って」

　駆かけ出だそうとしたクウゴの肩かたをメリナが摑んだ。

「あたし達はここに残った方がいいわ」

「なんでだよ」

「ここの警護を手て薄うすにさせるための罠わなかもしれない。心空機士はあたし達だけじゃない。外の邪禍は他ほかの機士に任せておけばいいわ」

「でも──」

　反論しかけたとき、エレベーターの停止音がした。

「心配ない」

　開いた扉とびらから降りてきたのは夜葬機士、真鹿野だ。

　腰こしの刀に手をかけ、不敵に彼は言う。

「ここはオレがいれば充じゆう分ぶん。オマエ達は邪じや魔まだ。さっさと本職に戻もどれ」

「あなたねえ……」

　なにか言い返しかけたメリナだったが、先ほどあしらわれたことを思い出してか、悔くやしそうに口をつぐむ。

「ツグミはここに残ってくれ」

　すでにクウゴは行くことを心に決めていた。

「え、わたしも一いつ緒しよに行くよー？」

「いや、ダメだ。ツグミは戦せん闘とう要員じゃないんだから」

　やや語気を強めると、ツグミは視線を落とし、ようやくしぶしぶながらも納なつ得とくする。

　仲間外れにしたような罪悪感を抱いだくが、仕方ない。この任務が始まるとき、嫌いやな予感が胸につっかえたのだ。彼女の身になにか起こるのではないか、という漠ばく然ぜんとした不安が。

「真鹿野さん。彼女のこと、頼たのみます」

　クウゴが頭を下げると、真鹿野は気乗りしない顔で頷うなずいた。

「さっさと行け」




　フラーム社の敷しき地ちを出て、邪禍が出現したというエリアへ走る。

「どんな邪禍が出たのかは聞いたのか？」

　併へい走そうするメリナに訊たずねるも、彼女は首を横に振ふる。

「連れん絡らくが来たときにはまだ確かく認にん中だったのよ。でも、ＶＯＲＭ濃のう度どはＢだって。それなりに警けい戒かいした方がいいと思う」

　邪禍の強さは、その身体からだを構成するＶＯＲＭの濃度で測定することが出来る。濃度Ｂは上から数えて二番目の濃こさ。強敵であることは容易に想像がつく。

　背中の鞘さやに収まった剣けん型のビートガジェット、ブレイドグラフィーを走りながら抜き、クウゴは気を引き締しめる。

　避ひ難なんは終わり、人ひと影かげはない。車通りの途と絶だえた交差点を通り過ぎて、西の区画へ。

　周囲の建物は工場からビルに変わり、高くなっていく。

「ん？」

　街路樹の植えられた道へ踏ふみ込んだとき、何かが前まえ髪がみに引っかかった。左手で触ふれてみると、ねばっとした白く細長いものがべったりと手にはりつく。

「何だこれ、糸……か？」

「油断しないで！」

　ハッと顔を上げると、視界を真っ暗にする巨きよ大だいな影かげ。

「うおあ！」

　反射的に避さける、と同時にトリガロードの青白い弾丸が目の前を横切る。

　着弾音は金属に当たって甲かん高だかく響ひびき、クウゴを襲おそった影には命中しなかったと分かる。

「あっぶねー……」

　体勢を戻しながらも、振り返って影の正体を知る。

「あれが今回の邪禍ってわけね……」

　銃口の先を目で追うと、ビルの壁かべに黒い物体が張り付いていた。

「あの形は蜘蛛くも……か。濃度Ｂだけあってやっぱデカいな」

　縦横三メートルはあるだろう胴どう体たいから、とげとげとした細長い八本の脚あしが伸びている。全身が黒く、うねうねと脈打っているのがおぞましい。

「こいつを倒たおすより、あとの掃そう除じの方が大変そうね……。あたし達は関かかわらなくていいとは思うけど」

　道路の両りよう脇わきに建ったビルには、太く白い糸が張はり巡めぐらされていた。邪禍が出現してからそれほど時間は経たっていないはずだが、早くも蜘蛛の巣が形成されようとしている。

　と、そこへ車の走行音が近づいてきた。近くに停とまったのは、先ほどクウゴ達を工場前に降ろしたのと同じ、心空機士団の車だ。

「メリナ先せん輩ぱい、クウゴ先輩ー！」

　後部座席から降りてきたのはニト、それにシェリー。

「アンタ達、警護はいいのぉ？」

　トランクからギターケースを出し近づいてくるシェリーを、メリナは腕うで組ぐみで迎むかえる。

「ニトはともかく、あなたにまかすのは頼たよりないからね」

「ふぅん。てっきり役に立たないから追い出されたのかと思ったけどぉ？」

「そんなわけないでしょ！　失礼きわまりないわね！」

　半分当たっている。二人のことは放ほうっておいて、ニトに向き直る。

「コイツについて詳くわしいこと聞いてるか？」

「カナエ先生曰いわく、アルトスパイダーって名前の邪禍らしいっス。刺し激げきすると誰かれ構わず襲い出すから、周囲の避難が終わるまではしばらく待機していてくれとのことっス」

　クウゴはふと思い出し、カナエから渡わたされた心素計を確認する。レトロアクタを起動できる時間は、およそ十秒。屋内よりはましだが、濃度Ｂの邪禍と戦うには心こころ許もとない。

　蜘蛛はビルの三階あたりに張り付いている。建物に設置された避難用の張り出し通路キヤツトウオークを使えば、剣でも攻こう撃げきは可能だ。

　だが蜘蛛の糸を伝って上空を移動された場合、剣で斬きるのは現実的ではない。レトロアクタで五連ペンタシステムを動かし、心空子の刃やいばを放つ《歯車の累乗剣ギア・フアクトリア》が必要になるだろう。

（いや、俺が無理して戦う必要はないのか）

　メリナであれば地面にいながら遠くを銃じゆう撃げきできるし、炎ほのおを操あやつるニトなら糸を燃やせる。《歯車の累乗剣ギア・フアクトリア》を撃てたとしても、十秒ではせいぜい二発が限度のクウゴとは大おお違ちがい。

　ここは任せた方が良さそうだ。もし苦戦したとしたらそのときに手を貸せば良い。周りでビートガジェットが使用されれば、場の心素濃度も高まる。レトロアクタを作動していられる時間も長くなるはずだ。

「糸を使って移動するなんて、どうもコイツはアタシにケンカを売っているみたいねぇ」

　アルトスパイダーを見上げ、不快感を顕あらわにしたのはシェリーだった。

　そういえば彼女のビートガジェットがどんなものか、クウゴはまだ知らなかった。

　彼女も遠えん距きよ離り攻撃のできる武器を持っているのだろうか、と考えていると、

「コイツはアタシ一人でやるわ。アンタ達は手を出さないでくれるぅ？」

　そう言うとシェリーは背負っていたギターケースを下ろす。

「先輩。それはいくらなんでも無む謀ぼうですよ」

「はっ。無謀かどうか、アタシをよく知らないアンタに判断されたくないわねぇ」

　ずるり、と彼女がケースから取り出したのは、レスポール型のギターだった。

　ただのギターではない。本来トーン調節に使うつまみ部分には四本の心空管が搭とう載さいされている。心空子を流すと、丸みを帯びたボディから、折りたたみ式の刃が飛び出した。

　シェリーはネック部分を握にぎり、そのギターを頭上で回転させ、そして構える。

「これがアタシの相棒、ビートガジェット『ゼクス・アクス』。よぉーく見てて、アンタのブレイドグラフィーなんかよりもよっぽどスゴォいことを見せてあげるわ」

　すでに臨戦体勢に入ったシェリーを、メリナが制止する。

「待ちなさい。さっきの話、聞いてなかったの？　周辺の避難が終わるまでは待機。そう言われたでしょ？　勝手をすると、住民を危険にさらすことになるんだから」

「あー、しょっぱいしょっぱい。そっちはアナタ達に任せるわぁ。興味ないしぃ」

　シェリーはメリナの小言から耳を塞ふさぐようにヘッドフォンを装着すると、ゼクス・アクスに張られた弦げんを指でかき鳴らす。

「あの薄うす汚ぎたない蜘蛛にちゃんと教えてあげなきゃねぇ。正しい糸の張り方ってものをさぁ。ゼクス・アクス。チューニング」

　シェリーの呟つぶやきに呼応して、ネックに張られていた六本の弦がばらりとほどけ、ブリッジから立体的に空間をかけ巡った。

　心空子で形成されたその弦は、元より広がっていた蜘蛛の糸とよく似ていた。おそらく彼女が対たい抗こう心しんをかき立てられたのはそのためだ。

　弦はビルに接せつ触しよくするたびに折れ曲がり、ビルとビルとの間を繫つないでいく。弦は、元が六本であるとは思えない、数え切れないほどの直線を上空に作り出す。

「演走開始ギグ・スタート」

　そう言ったシェリーが、忽こつ然ぜんと消えた。驚おどろいて彼女の姿を捜さがすが、クウゴの目が見つけるよりも先に、ゼクス・アクスの刃は蜘蛛の胴体を切きり裂さいていた。

　邪禍の雄お叫たけび。そのそばに、残ざん酷こくな笑いを顔に浮うかべたシェリーを見る。だが、それも一いつ瞬しゆん。再びシェリーは姿を消し、蜘蛛の肉体に新たな傷が作られる。

「速い！」

　ようやく何が起こっているのか分かってきた。シェリーは張られた弦を伸しん縮しゆくさせることによって移動し、蜘蛛に斬りつけているのだ。

　彼女の姿がほとんど見えないのは、その速度があまりに速すぎるからだ。

　腕うでを組んだニトが解説してくれる。

「シェリー先輩必殺のスライド走法ランっス。シェリー先輩は弦を張り巡らせた場所を自在に高速移動することが可能なんスよ」

「そんなビートガジェットもあるのか。一体どんな心空管を使ってるんだよ」

「いやあ、あれはほとんどシェリー先輩のオリジナル技わざっスね。ゼクス・アクスは本来全然別の使い方をするビートガジェットっスから」

「ちょっと、何ぼーっと見てるの。あたし達も戦うわよ！」

　そう言ったメリナを「えーっ」とニトが非難する。

「一いつ騎き打うちの邪魔をするのは野暮じゃないっスか？」

「あのね……。濃度Ｂの邪禍には分ぶん裂れつする特性があるの、ニトも知ってるでしょ？　人間の都合に邪禍が合わせてくれると思う？」

　傷ついた蜘蛛の黒い身体から、真っ赤な眼球がぽつぽつと浮き出てきた。どうやら向こうも本気になったようだ。自らの張った糸を移動するその動きは、シェリーほどではないにせよ、素す早ばやい。敵は巣の中央に陣じん取どると、その身体を波打たせる。

　体長五十センチから一メートルほどの、小さな、それでも人に害をなすには充分な大きさの蜘蛛が、一いつ斉せいに溢あふれ出す。

　蜘蛛が張った糸の上に降り立つシェリー。そのまわりを蜘蛛の子ども達が取り囲む。

「いいのぉ？　そんな本体を弱めるようなことしちゃって」

　シェリーはゼクス・アクスを肩かたにかつぐと、目を閉じる。

「ゼクス・アクス《エアロビート》！」

　叫さけぶと同時に、ギター型の斧おのを斜ななめに勢いよく振り抜ぬいた。ゼクス・アクスから放出されたのは、無数の刃。それらは蜘蛛一いつ匹ぴき一匹を捉とらえ、粉ふん砕さいする。

　邪禍を攻撃したのは圧縮された空気の刃。かまいたち。

「あのビートガジェットの核かくになっている心空管は、空気を操る《空気操作管エアロドライヴ》か……。と、危ない！」

　シェリーの戦せん闘とうを眺ながめていたクウゴは、思わず声をあげた。

　一匹の蜘蛛がさらに一段上空に張られた糸を伝い、シェリーめがけて落ちてきたのだ。完全に死角からの不意打ち。あれでは防げない──そう思ったのだが。

「聞こえてるってば」

　見えていなかったはずの邪禍を、ゼクス・アクスは正確に叩たたき落おとす。

「ゼクス・アクスの弦は周囲の振しん動どうを増ぞう幅ふくして、シェリー先輩がつけてるヘッドフォンに届けるんス。先輩は音で空間を視みる。だから不意打ちは無意味っスよ」

「ほら、あたし達にも相手が回ってきたわよ」

　シェリーの放った《エアロビート》は、蜘蛛だけでなく、巣の一部までもを破は壊かいしていた。倒しきれなかった蜘蛛が、地面へぼとぼとと落ちてくる。

　本体より二回りは小さい。この程度の敵なら、レトロアクタを使うまでもない。

　クウゴは自前の心空子で心空管を二つ、二連デユオシステムまで起動させ、立ち向かう。

「わああああ！」

　悲鳴が聞こえたのは、そのときだった。

　左斜め上を確かく認にんすると、ビル四階部分の張り出し通路キヤツトウオークに人がいた。

　まだシェルターへ逃にげ込んでいない者がいたのだ。

　スーツを着た中年の男は蜘蛛の糸に引っかかり、身動きがとれなくなっていた。

　悲鳴に反応した小さな蜘蛛が、糸を伝って男の方へにじり寄っていく。

「ひぃぃっ！　くるなあー！」

　へっぴり腰ごしで鞄かばんを振ふり回す男。あの様子では、捕つかまったらひとたまりもない。

「シェリー先輩、あそこ！」

　いったん大型邪禍への攻撃をやめ、一いつ般ぱん人の避ひ難なん補助に全力を注ぐべきだ。

「先輩！　まだ避難できていない人がいます！」

　が、ヘッドフォンを装着したシェリーはクウゴの声に反応しない。

　先ほどのニトの説明が本当なら、絶対に聞こえているはずなのに。

「無む駄だよ。あの女は人を助けることなんか興味ないから」

　メリナが短機関銃サブマシンガン型のヘイルマシンガンに、トリガロードを変形させる。

　ばらまかれた銃じゆう弾だんは蜘蛛くもの数を減らすが、メリナは小さく舌打ちする。ただでさえ狙ねらいづらい上方向への銃撃だ。敵の群れ全すべてを蹴け散ちらすには至らない。

　──こうなったら、自分が逃げ遅おくれた人を助けるしかない。

　クウゴはレトロアクタを起動。履はいているブーストブーツに心空子を流し込む。

「ちょっ、何する気？」

　周囲に星のように細かな光が展開したことで、メリナがレトロアクタの起動に気づく。

「行ってくる。俺を撃うたないようにだけ気をつけてくれ」

　それだけ告げると、クウゴは強化された脚きやく力りよくで大きくジャンプ。

　ビル二階部分の張り出し通路キヤツトウオークまで跳とび上がると、さらにその手すりを蹴けって上へ。

　思いついたから試ためしてみたものの、どこかに足を引ひっ掛かけそうでかなり怖こわい。踏ふみ外はずしたり、足を滑すべらせたりした場合も地面へ真っ逆さまだ。

（でも怖がっていられるかよ！）

　三階の手すりを蹴った瞬しゆん間かんに、がくんと自分の身体からだから力が抜けていく感覚があった。レトロアクタが停止したのだ。

「ここまで来れば充じゆう分ぶん！」

　四階に設置された張り出し通路キヤツトウオークの縁ふちをぎりぎり指の先で摑つかみ、懸けん垂すいの要領で飛び乗る。

「うりゃあ！」

　クウゴは糸に捕まっている男のところまで全速力で走り、蜘蛛に斬りつけた。小さな蜘蛛はブレイドグラフィーの一いち撃げきで、あっさりと霧む散さんする。クウゴは中年の男にへばりついている糸も切り裂く。

「ありがとう、ありがとう」

　涙なみだながらに言う男に、クウゴは言う。

「危ないから、ビルのなかに入っていてください！」

　ビルに入る非常扉とびらはすぐそばにあった。男があたふたと中に隠かくれるのを確認すると、クウゴは向かってくる蜘蛛を切り裂く。

「くたばっちゃえ！」

　シェリーの声がしたのはそのとき。視線を投げると、振り下ろされたゼクス・アクスが本体の蜘蛛に命中し、胴どう体たいがぐちゃぐちゃに弾はじけとんでいた。

　シェリーは弦を優ゆう雅がに移動すると、クウゴのそばに颯さつ爽そうと着地する。

「ざっとこんなものね。恐おそれ入いった？　ルーキー君」

　ヘッドフォンを外し余よ裕ゆうたっぷりに笑うと、弦を伸のばして地面に放置されていたケースを絡からめ取り、ギターをその中にしまう。

「じゃ、アタシこのままバンドの練習にいくからぁ、あとはよろしく」

　まだ小さな蜘蛛の討とう伐ばつが残っているのに、彼女はそう言うと張り出し通路キヤツトウオークを使ってさっさと走り去ってしまった。

「いやあ、すごかったっすねー先せん輩ぱい。どこのスタントマン、って感じでしたっスよ」

　階段を使ってニトが張り出し通路キヤツトウオークを上ってきた。その手には炎ほのおを操あやつるビートガジェット《龍ロン虎フー棍ガン》が握られており、主あるじのいなくなった蜘蛛の巣はすでに燃えだしている。

　その後ろについてきていたメリナは、散弾銃シヨツトガン型に変形したトリガロード・ショットブラストで残りの蜘蛛を一いつ掃そうする。そしてシェリーがすでにいなくなっていることに気づき、ため息をついた。

「あの蜘蛛女、本当に邪禍を倒たおすことにしか興味がないんだから」

「でも、すごいな。まさに縦じゆう横おう無む尽じんって感じだった」

　彼女の戦闘力は凄すさまじかった。イグゼラドとの戦闘で、ギルが香港支部からの救きゆう援えんを待とうとしたのも頷うなずける。彼女がいれば、おそらくもっと楽にイグゼラドを倒せていた。

　そんなことを考えていると、バンと耳元でトリガロードの弾だん丸がんが炸さく裂れつした。

「なんで撃つんだよ」

　当たりはしなかったが、驚いたことに変わりはない。

　抗こう議ぎすると、メリナがじろっと睨にらんできた。

「無茶な戦い方をするからよ。足を引っ掛けて落ちてたらどうするつもりだったわけ？」

　どうやら彼女は、クウゴが張り出し通路キヤツトウオークを駆かけ上がったことを怒おこっているらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだって。アンチグラムを使えば重力を無効化できるんだからさ」

「最後の方、レトロアクタ止まってたでしょ。五連ペンタシステムが止まったらアンチグラムを使えないじゃない」

「あ……」

　そういえばそうだ──無我夢中で失念していた。

「心配してくれたのか。悪かったな」

「そ、そんなわけないでしょ！　ふざけたこと言ってると今度は当てるわよ！」

　ふいっと顔を逸そらすメリナ。表情はふてぶてしいが、その耳は赤く染まっている。

「それに感心してる場合じゃないわよ」

「ん？」

「気づいてないようだから言っておくけど、彼女が裏切り者の可能性もあるんだからね」

　彼女のひねくれをおかしく思っていた気持ちは、その言葉で一気に冷たくなった。

「何言ってんだよ……。シェリー先輩がフォーマルハウトに仕し掛かけをするのは無理だろ？　だって先輩は香港に行ってたんだし……」

「シェリー達一級機士が香港に旅立ったのは、御樹根島で邪禍が発生した次の日よ。つまり、ストリボーグに装置を仕掛けるのは無理でも、フォーマルハウトに仕掛けることは充分に可能だったってこと」

　勘かん違ちがいに気づくとともに、クウゴは身み震ぶるいした。

　想像する。シェリーが敵だったとしたら、自分は戦えるだろうか、と。

　いや、裏切り者がシェリーでなかったとしても、自分は人間相手に剣を握にぎることが出来るだろうか。

　実際に人物を当てはめてみたことで、クウゴは改めて実感したのだった。

　機士団の中に裏切り者がいる──その事態の深刻さを。







　《第二章　疑ぎ心しん暗あん鬼きの午後》







　黒こく曜よう暦れき三一二年、十一月。黒死の悪夢から五ヶ月後。

　ツグミはバイザー型の装置──ハンプティ・ダンプティを抱だき、全力で駆けていた。

　御お樹き根ね中学が建つ丘おかを下り、自分の家へと向かう。

　息はあがり、心臓が飛び出すほど脈打ち、脚あしにしびれるような疲ひ労ろうがたまっていく。

　それでも、走らずにはいられなかった。

　ハンプティ・ダンプティが壊こわれたからだ。もちろん家に戻もどっても直せるあてなどない。

　もうどうやっても直らないかもしれない。思考が悪い方へ、悪い方へ傾かたむき、不安が胸を突つき破やぶりそうなほど募つのっていく。

　家に着く寸前、足がもつれて地面に倒れてしまった。

「う……」

　砂じや利り道みちについた手の平が痛い。皮のむけた掌しよう底ていを確認して余計に痛みが増す。ツグミは目の前に転がったハンプティ・ダンプティを拾うと、立ち上がり、再び走り出す。

　二年前──あまり家に戻らないジャーナリストの父にもらったときから、ハンプティ・ダンプティはツグミのかけがえのない相棒だった。

　ひとたび装着すれば、いつでも情報のるつぼ《メンタルネット》へと連れて行ってくれる。側面に取り付けられた心しん空くう管かんに、心の力と呼ばれる心しん空くう子しを流し込むことで、このバイザーはあらゆるものを映し出す魔ま法ほうの鏡となるのだ。

　だが、魔法はいつか解ける。鏡は何も映さなくなってしまった。ただそれだけのことがこんなにもショックだなんて、ツグミ自身も思っていなかった。

「おかあさん！」

　家の戸を開け、靴くつを脱ぬぎ捨すてながら叫さけんだ。

　島役場勤務の母は、今は休職中で家にいるはずだ。なのに、畳たたみの居間はしんと静まり、返事はない。母はどこかに出かけてしまっているらしい。

　ツグミはふすまを開けて自分の部屋に入ると、壁かべに寄りかかって座った。

「ううう……うわあああ！」

　たまらず声をあげて泣いた。

　家に帰れば、母に会えば、胸にたまった黒い靄もやを吐はき出してしまえると思ったのに──

「……どうしたの？」

　声が聞こえたのは、廊ろう下かを挟はさんだふすまの奥からだった。

　誰だれもいないと思っていたツグミは、ハッと顔を上げる。すっかり忘れていた──この家には、他ほかにも人が住んでいるんだった。

　名前は、銅どう宮みやクウゴ。

　一週間前、母が連れてきた少年だ。ずっと面識はなかったが、ツグミとは従兄いとこの関係にあたり、同い年だという。

　おそるおそる、ふすまを少しだけ開けて、向かいの部屋を覗のぞき見る。

　畳にどっしりと陣じん取どった病人用のベッドに、彼は細った身体を慎つつましく横たえていた。

　頰ほおはこけ、布ふ団とんからはみ出した腕うでには筋肉がない。ただ瞳ひとみだけが、強い意志を持ってこちらを向いている。

　母が連れてきた時から、正直、ツグミは怖いと思っていた。

　自分が彼に傷つけられるかも、と考えたわけではない。

　その逆、自分が彼を傷つけてしまわないか、それが恐ろしかったのだ。

　黒死の悪夢。

　心空子文明始まって以来の大災害に巻き込まれ、彼は両親と妹を失った。さらにはその時取り込んでしまった化学物質に身体を蝕むしばまれ、一時は命さえ危あやうかったと聞いている。御お樹き根ね島じまに来てからも、ずっと寝ねたきりだ。

　そんな彼にどんな言葉をかけたらいいのか、ツグミにはさっぱり分からなかった。

「どうしたの？　入っていいよ。って、おれが言うのも変かな。ここは君の家なんだし」

　クウゴはそう言うと、手元のリモコンでベッドに傾けい斜しやをつけ、上体を起こす。

　のぞくだけで入らないのも気が引ける。ツグミは六畳じようほどの部屋に入ると、後ろ手でふすまを閉めた。

　そして、おずおずとハンプティ・ダンプティを彼の前に差し出す。

「このガジェットが壊れちゃったの……」

　ハンプティ・ダンプティは目を覆おおうバイザーと、両側面に取り付けられた心空管によって構成される。壊れた箇か所しよは右側の心空管。ガラスが割れ、中の心導線フイラメントがむき出しだ。

「貸して」

　彼はハンプティ・ダンプティを細い枝のような腕で受け取り、少し重そうにしながらも割れた心空管を注視する。しばらくして、ツグミへとあげられた顔は微笑ほほえんでいた。

「直せるよ」

「え？」

　意外な言葉だった。
















　心空管関連の仕事に就つくためには『管かん律りつ技ぎ師し』の資格が必要だ。その合格率は受験者の二割に満たないと言われる。修理にも相応の知識と経験がいるはずだ。それを同い年の少年が習得しているとは信じがたい。

　無意識に疑いの目を向けてしまっていたのか、クウゴはやや不満そうに、だが改めて強い口調で言う。

「直せる。内部構造は無事だから、ガラスだけ別の心空管と付つけ替かえればいい」

　ベッド横に置かれた木箱を指差す。それは彼がこの部屋に持ち込んだ私物だった。

「その中に修理道具と、使わなくなった心空管が何本か入ってる。こっちに渡わたしてくれればすぐに修理するよ」

　そういえば──彼の両親はかなり有名な管律技師だったはずだ。マスコミ嫌ぎらいで、自分の父も「義理の兄弟というコネクションがなければ取材を受けてもらえなかった」とぼやいていたのを思い出す。

　おそらく彼は、物心つく前から心空管に親しんできたのだろう。ツグミがハンプティ・ダンプティを楽に使えるのと同様、心空管を扱あつかうのに慣れているのかもしれない。

　ツグミは木箱を開け、中から器具の差し込まれたレザーケースと、古びた心空管が入った布ぬの袋ぶくろを取り出す。

（どうせ壊れているんだし、騙だまされたつもりで修理を託たくしてみよう）

　だが、道具一式をクウゴに渡そうとしたところで、脳のう裏りにある言葉がよみがえった。

　──ツグミの一番の友達って、そのガジェットなんでしょ？　うわー、気持ち悪い。

　思わず、道具を持った手を引っ込めた。

「……どうかした？」

　怪け訝げんそうに訊きいてくるクウゴに、苦く笑しようを返す。

「……もういいんだ。直らなくても」

　よく考えたら、これはいい機会なのかもしれなかった。

　ツグミはハンプティ・ダンプティのせいで、クラスで浮ういてしまっていた。クラスメイトの目には、このガジェットを被かぶり、何でも調べてしまうツグミが奇き異いに映るらしい。

　その印象は、ツグミがバイザーをつけ続ける限り、無くなりはしないだろう。

　この故障はクラスメイトとの関係を修復する、またとないチャンスだ。

　だが、そんなツグミの考えを知ってか知らでか、クウゴは申し訳なさそうに顔の前で手を合わせた。

「じゃあさ、言い方をかえるよ。頼たのむから、それを直させてくれない？」

　行動に反して、彼の顔には悪戯いたずらっ子こみたいな表情が浮かんでいる。

「ここ数ヶ月、全然ガジェットをいじれてなくて、もう発はつ狂きようしそうなんだ。直らなくてもいいってことは、直ってもいいんだろ？　おれを助けると思って、修理させてくれよ」

　これが、クウゴとの最初の会話。

　ツグミが彼のために自分の力を使おうと考えるようになる、そのきっかけ。




　フラーム社の護衛は続く。

　クウゴが非番だった二日目は何事もなく過ぎ、護衛三日目。

　邪じや禍かが出現しない限りはすることもないので、修理責任者のナザロフにメガアンプの修理を手伝わせてもらえないかと頼んだのだが、

「一昨日おとといも申し上げた通り、メガアンプは企き業ぎよう秘密の部分が多いんですよ。あまりじっくり見せるわけにはいかないんですよね」

　申し訳なさそうでありつつも、きっぱりとした断り方だった。

　メガアンプ製造はフラーム社の基幹事業だ。競合他社ではない相手でも、おいそれと情報を公開するわけにはいかないのだろう。

「まあ、俺が手伝って問題が発生したりしたら、責任をとりようがないだろうしな……」

　ツグミからも「クウゴの発明品は最初上手うまくいったように見えても後で必ず壊れる」と言われている。失礼な話だが、思い起こすと正しい気もするので言い返せない。

　こっそり作業場を見学しようにも、エレベーターで五階に行くには限られたフラーム社員しか持たない心空管型の認にん証しようキーが必要だ。階段を使ったとしても、三階から上へ行くには同様の認証キーでガラス扉とびらを開ける必要がある。

「仕方ないか……」

　クウゴは諦あきらめ、おとなしく待機室に控ひかえておくことにした。

　鞄かばんの中には心空管大辞典がある。これを読んでいれば一日だって時間を潰つぶせる、クウゴのバイブルとも言える本だ。

　機士用の待機室には十名程度が囲める長方形のテーブルと椅い子す、それに監かん視しカメラの映像を確認できる大型モニターが設置されている。

　元からの警備室も地下にあるのだが、そちらはフラーム社が雇やとっている警備員と、警察から派は遣けんされた捜そう査さ官かんとでいっぱいらしい。

「あらぁ。今日はアンタと一いつ緒しよ？」

　待機室のドアを開けると、ヘッドフォンを耳につけたシェリーが、退たい屈くつそうに椅子の背もたれに身体からだを預けていた。

「どうも。よろしくお願いします」

　おそらく他にも待機している機士はいるのだろうが、ちょうど今は外しているらしく、部屋にいるのは彼女一人。

　いい機会だ。シェリーとは初めて会った時に少し話をした程度で、まだどんな人なのか理解できているとは言いがたい。

　これから共に戦うのだから、仲良くなっておくにこしたことはない。

「ねぇ、ねえねえ」

　彼女はヘッドフォンを外し、正面の席に座ったクウゴに顔を近づける。なぜかは分からないが、妙みように機き嫌げんが良さそうだ。

「一昨日のアタシの戦い、見ててどう思ったぁ？」

　うずうずとした様子で訊たずねてきた。どうやら一昨日の戦せん闘とうは、本人も会心の出来だったらしい。

「えと、すごかったです。俺にはとても出来ない戦い方だと思いましたし」

　率そつ直ちよくな感想を述べると、シェリーは満足げに微笑む。

「そ。アナタ五連ペンタシステムが使えるのよねぇ。なのにアタシを見てすごいと思ったの」

「ええ。というか俺、五連ペンタシステムはレト……調子いい時しか使えないですから」

　うっかりレトロアクタのことを口にしかけて、慌あわてて軌き道どう修正する。

「ふぅん。五連ペンタシステムも万ばん能のうじゃないのねぇ」

　不自然な喋しやべり方になったが、特に不ふ審しんには思われなかったようだ。

「……でも、いつもあんな戦い方なんですか。まだ避ひ難なんの出来てない人もいたのに」

　彼女があまりに脳天気に思え、それが口調にも表れる。いきなり反感のこもった言葉をぶつけられたのが意外だったのか、シェリーはきょとんとする。

「何の話ぃ？」

「俺の声、聞こえてましたよね。ゼクス・アクスのスライド走法ランを使えば、もっと安全にあの人を助けられたはずだ。なのに先せん輩ぱいは無視して、見向きもしなかった」

　ようやく意味が分かったという顔でシェリーは笑う。

「ああ、あれは仕方ないわぁ。大ダイ輪リンに住んでいる以上、自分の身は自分で守れなきゃね。それに結局死ななかったんだからいいじゃない。クウゴくん、おてがらぁ」

　肩かたを叩たたいてきた手を強めに払はらいのける。なんだか、無む性しように腹が立った。

「先輩は俺なんかよりもずっと強いですよね。だからこそ力は正しく使うべきだ」

「何が言いたいのぉ？」

「その強さを邪禍を倒たおすことだけじゃなく、人々を守るために使うべきだと言ったんだ」

「……へぇー。ただのご機嫌取りじゃないってわけ」

　シェリーは肩をすくめたかと思うと──瞬しゆん時じに瞳をぎらつかせ、クウゴの襟えりを素す早ばやく捕とらえて持ち上げた。

「調子にのりすぎじゃなぁい、ルーキー君？　命が惜おしくないのかしらぁ」

「ぐ……」

　机を挟はさんで、お互たがい立ち姿勢となる。息が詰つまるので襟を摑つかむ手を振ふりほどこうとしたが、シェリーの力は想像より遥はるかに強く、微び動どうだにしない。

「アタシはね、大輪とか住んでる人とかを守る気なんてこれっぽっちもないのぉ。一いつ般ぱん人を助ける？　はぁ？　アタシは邪禍を倒すのが面おも白しろいから機士やってるだけだしぃ」

「先輩はバンドやってるんでしょ？　邪禍に襲おそわれているのが演奏を聴ききにきてくれる人達だったら、助けたいとは思わないんですか!?」

「べっつにぃ？　その人達はアタシの演奏を聴きたいから来てるだけ。アタシは演奏したいからしてるだけ。ギブ＆テイクの関係はそこで完結してるじゃない」

「俺が助けた人は、ありがとうって言ってくれました。その言葉がもらえるだけでも──いや、別にそんな言葉がなくたって、機士は誰だれかを守ることを最優先すべきなんだ」

　脳裏に浮かぶのは、三年前に自分を助けてくれた恩人レノン・シダルハートの顔。すでに亡なくなって久しいが、今でも彼こそが己おのれの行動指針だ。

　首にかけた《琥珀管セラアンバー》は、彼からもらったもの。その心空管の輝かがやきを見るたび、己に問う。こんなとき、彼ならどうするか。その想像と、自分の行動はずれていないか。

　──レノンであれば、きっとシェリーを咎とがめ、戦い方を変えさせるはずだ。

　シェリーはクウゴのジャケットから手を放し、邪じや悪あくに口を歪ゆがめる。

「アンタ、なかなか言うじゃない。いいわぁ、屈くつ服ぷくさせたくなってくる。アタシはね、自分が強いと思ってる機士を叩きのめしてやるのが大好きなの。アタシのポリシーを覆くつがえしたいんなら、いっそ勝負してみるぅ？」

「お断りします。俺は力じゃなく、言葉で先輩に分かってもらいますから」

　シェリーはすでにそばに置かれたギターケースに手をかけていたのだが、

「……張り合いがないわねぇ。負けたって、アナタに失うものは何もないのに」

　興ざめしたのか、どかっと椅子に腰こしを下ろした。

「メリナは初めて会ったときから、どんなに不利な賭かけにものってきてくれたわよぉ」

「不利な賭けって？」

　クウゴも座り直しながら訊ねる。

「アタシねえ、勝負で二回分勝かち越こしたら、あの子をペットに出来ることになってるの。もうあの子につけるための首輪も用意してるのよ。ああ、想像しただけで楽しみ。絶対に屈服させてみせるわ」

　彼女は胸の前で手を組んで、うっとりとする。

「……先輩ってメリナと仲悪そうにしてますけど、本当は単に友達になりたいんじゃないですか？」

「……ふざけたこと言わないでよ。誰があんな根暗と」

　あからさまにムッとされたが、その反応から図星だなと思った。

　メリナはシェリーのことを裏切り者ではないかと疑っていた。確かに彼女は、周囲からどう思われるかなど顧かえりみない、自分勝手な性格には違ちがいない。

　だが、善良とは言いがたい性格の彼女を、クウゴはなぜか嫌きらいにはなれなかった。

（多分、シェリー先輩は人付き合いが下手なんだな）

　だから人を屈服させて、自分という存在を認めさせたがる。でもその歪いびつなコミュニケーションは上手くいっていない。そのストレスを持て余し、捌はけ口ぐちを探している。今はその捌け口が機士であり、バンドなのだ。

「でもあの子、どうもアタシがいない間に棘とげが抜ぬけちゃったみたいねー。つまんない」

「え、あれで？　その割にケンカしてたじゃないですか」

「なんて言うの？　幼くなったって言うか、壁かべが薄うすくなったっていうか、そんな感じ」

　ふてくされ、背もたれを最大限まで倒すシェリー。

「全然そんな風には思わないですけど……」

「ふうん、だとしたらアンタが要因なのかもねぇ。この二週間での変化なんて、ルーキー君の入団くらいしかないんだし」

　じいい、と見つめられ、照れくさくなってきたクウゴは話題を変える。

「ちなみに、メリナとのこれまでの戦績は？」

　問うと、シェリーは不本意そうに眉まゆを寄せた。

「五勝五敗三引き分け。二勝の差をつけるのは意外と難しいのよねぇ。ニトちゃんにはずっと勝ち越してるけど、あの子が新人のときのも入ってるからあまり誇ほこれたものじゃないわね。ああ、ニトちゃんにもペットになる条件つけとけば良かったぁ」

　はあ、とため息をつくシェリー。彼女からすれば満足のいかない内容なのかもしれないが、いつも訓練でニトに叩きのめされているクウゴからすれば、やはり凄すごい。

「で、ダンチョーには一度も勝てないのよねぇ。流石さすがに心聖機士ビートパラデインなだけあるわぁ」

「団長って、そんなに強いんですか？」

　ギルの戦う姿は幾いく度どか目にした。懐かい中ちゆう時計型ビートガジェット《クロック・ロッカー》で邪禍を縛しばりつける、後方支し援えん的な戦い方。別の誰かがトドメを刺さすことが多い。

「俺、メリナやニトとそう大差ないかと思ってた」

　その戦いぶりは頼たのもしくはあるが、圧あつ倒とう的てきな強さかと問われると首をかしげる。

「邪禍との戦いに関しては大してレベルは違わないかもしれないわねぇ。でも対人戦では勝てないって思わされるわよぉ。と、噂うわさをすればダンチョーじゃない」

　部屋の大型モニター。細かく分割された映像の一つに、目立つ緑の髪かみが映っていた。

　ギルのいる場所は一階のロビー。一人ではなく、誰かと向かい合って話している。

　あの黒いジャケットは──

「真ま鹿が野のさんだ」

「あの夜や葬そう機き士し、真鹿野って言うの？　なんかいけすかないわよね。つり目に性格の悪さがあふれ出てるって感じぃ？　どうしてアタシみたいに上手うまく隠かくせないのかしらぁ」

「性格悪いっていう自覚はあるんですね。ってか自分では隠せているつもりなんだ……」

　ぼそりと言ったら、じろりと睨にらまれた。真鹿野に負けないくらいつり目である。

「アンタね、今のは『先輩は性格悪くないです』って否定するとこよぉ。アタシが一番嫌いなのはね、先輩を立てられない後こう輩はいなの」

　シェリーは顔ほどは怒おこっていなかったのか「ま、いいわ」と話題を元に戻もどす。

「ダンチョーと真鹿野ってヤツ、前から顔見知りなのかしら。なにを話してるのかなぁ」

「さあ……。監視カメラはついていても、音声は聞こえないですしね」

「……さっきの無礼は許すから、ちょっとアタシがすることに目をつぶっててくれる？」

　シェリーはヘッドフォンのケーブルを音楽プレーヤーから抜き取り、ゼクス・アクスに端たん子しを繫つなげる。

「なにしてるんですか？」

「んふふ、二人がどんな話をしているか聞こうと思って。アタシのゼクス・アクスには、弦げんを介かいして遠くの音声を聞き取る力があるからさぁ」

「でも、ここからじゃ弦なんて届かないでしょ？　壁もあるし、階も違うし──」

「ふふん。ゼクス・アクスの弦はねぇ、本体と繫がってる必要はないのよ。護衛の役に立つかと思って、昨日のうちに細切れの弦をいろんなとこに仕し掛かけといたの」

「うわ。でも、盗ぬすみ聞ぎきはちょっと……」

　止める間もなくシェリーはリモコンを操作、小さかったロビー映像をモニターに大写しにする。そして手をついて机を飛び越えると、クウゴの隣となりの席に座った。

「ちょっ、なにするんですか」

「うるさいから、アンタも共犯にすることにした」

　当たりそうなくらい顔を近づけた彼女は、ヘッドフォンのスピーカーをくるりと外側に回し、その片方を差し出してくる。

　真鹿野とギルがどんな会話をしているのか──興味がないと言えば噓うそになる。

　クウゴはごくりと唾つばを吞のみ込むと、意を決してヘッドフォンに耳をあてがった。




　モニターに映し出されたギルと真鹿野は、ロビーに立ったままで会話を続けていた。

「まさか貴方あなたが来ているとは思いませんでしたよ」

「……三年ぶりになるか？　オマエと顔を合わせるのも」

　ギルは片かた眼鏡めがねをおさえながら「ええ」と頷うなずく。

「そうか。今はお前が大輪支部の機士団長なんだな」

　真鹿野もまた感かん慨がい深ぶかげに言う。そこに、一昨日おとといメリナやクウゴに向けた嘲あざけりはない。

　言こと葉ば遣づかいこそ敬語ではないものの、敬意と親しみが感じられる。

「人生とは分からないものですね。本当なら貴方が私の立場──大輪支部の団長に就ついていてもおかしくなかったはず」

「オレは団長なんていう柄がらじゃないから、それはありえないな。それにしてもオマエ、何だその髪の色。全く似合ってないぞ。団長ならもう少し地味な色に戻したらどうだ？」

　くっくっ、とギルは屈くつ託たくなく笑う。

「貴方こそ随ずい分ぶんと口が悪くなりましたね。たどたどしいヴィクトル語を喋しやべっていた方が可愛かわいかったですよ」

「ほっとけ。誰もがオマエみたいに簡単に外国語を習得できると思うなよ」

　真鹿野はドンとギルの胸を叩く。

　その行こう為いを見たシェリーは、ちょっと、とクウゴの腕うでをつつく。

「夜葬機士団って、十三貴族の下にある組織よねぇ？　それが、十三貴族でもある団長となんで対等に話してるのよ？」

　訊きかれても困る。クウゴだって、真鹿野とは一昨日少し話した程度に過ぎないのだ。

「十三貴族からも一目置かれてる人なんじゃないですか？　真鹿野さん、すごく強いし」

　二人はモニターとヘッドフォンの音声に再び注意を戻す。

　ギルは目の前の男が着ている、色の濃こいジャケットをまじまじと見ていた。

「夜葬機士団に入ったとは聞いていましたが、その服を貴方が着ているのは違い和わ感かんがありますね。なぜ、夜葬機士に？」

「……それをオマエがオレに訊くのかよ」

　真鹿野は顔の右にくっきりと残された古傷を触さわる。

　その表情には、先ほどまではなかった失望が浮うかんでいるように見えた。

「オレの目的はただ一つ。レノンの死を無む駄だにしないことだ」

　知った名前が突とつ然ぜん出てきて、クウゴはドキリとした。

　思わず、胸の前にある《琥珀管セラアンバー》を触ってしまう。

「……どういう意味です？」

「邪禍をチマチマ倒たおしたところで、この世界の仕組みはなにも変わらない。死ぬ間ま際ぎわに、レノンはそう気づいたはずだ。いや、オレを含ふくめ心聖機士ビートパラデインだったやつは全員そう思ったはずだろ。黒死の悪夢が起こったあの日に」

　クウゴとシェリーは顔を見合わせた。

　アルハンガムを守っていた、最強と名高い六人の特級機士《心聖機士ビートパラデイン》。

　真鹿野もギルと同じ、心聖機士ビートパラデインの一人だったのだ──

「みんな分かっていた。だからこそ、全員が違う道を選んだ。ハリスは機士教官になり、オレは夜葬機士になり、そしてオマエは──」

　真鹿野は刀を抜き、ギルに突つきつける。

　ぎらぎらとした刀身の日本刀。その刃は元もとには、四本の心空管が搭とう載さいされている。

「レノンを殺して十三貴族となった。……違うか？」

　ギルが、レノンを殺した？

　クウゴは自分の耳を疑う。

　そんな、そんなはずはない。

　──だって、レノンは黒死の悪夢で発生した邪禍と戦って、戦死したんだろ？

　体調が良くなってから、自分でも調べた。アルハンガム支部の中心的な機士だったこともあり、レノンの死は報道でも伝えられていた。大型邪禍と戦い、命を落としたと。

　それに、ギルはレノンと同じ心聖機士ビートパラデインの一人。仲間の彼がどうしてレノンを殺す？

　ギルは、真鹿野の言葉を肯こう定ていも否定もしなかった。

　ただほの暗い色をした瞳ひとみで、刀を構えた男を見み据すえる。

「それで貴方は、どうやって世界を変えるつもりです？　その答え次し第だいでは──」

「答え次第では、どうする？」

　水平に倒された刀が、かちゃりと音を立てる。

「律りち儀ぎに教える気はないが……、力ずくで訊き出してみるか？」

　ギルはジャケットの内ポケットに手をやる。クロック・ロッカーを取り出そうとしたのだ。が、途と中ちゆうで思い直し、空の手を下ろす。

「……無理でしょうね。私はあの時ほど実戦には出なくなってしまいましたから、腕がなまっていますよ」

「だろうな。オマエに負ける気はしない。本来のビートガジェット《グリム・リーパー》を手放したオマエにはな」

　刀を収めると、真鹿野はギルに背を向け、中央作業棟とうを出て行こうとした。

「……スラヴァー」

　黒い後ろ姿を、ギルはその短い言葉で呼び止めた。背を向けたまま、ぴたりと真鹿野の歩みが止まる。

「貴方が夜葬機士団に入ったのは、スラヴァーを止めるためですよね」

　しかし真しん剣けんな響ひびきが込こめられたその問いに、真鹿野は答えず外へ出て行く。

　見送ったギルは、しばらくするとエレベーターの方へと踵きびすを返した。

　一部始終を見ていたクウゴは、心聖機士ビートパラデイン二人の会話内容を思い起こす。

　──ギル団長がレノンを殺した？

　疑いで満たされていく心に、必死に穴を開ける。

　ありえない。

　以前レノンについて語り合ったとき、ギルは本当に懐なつかしそうにしていた。もし本当に彼がレノンを殺したとしたなら、あんな顔が出来るはずがない。

　──本当にそうか？

　一方で、頭の片かた隅すみで誰だれかが言った。

　──レノンは邪禍に殺された。それが真実だと、どうして言い切れる？

　孤こ児じだったレノン。心しん空くう機き士しの素質を見いだされたのち、保護者がわりになったのはクウゴの両親。その二人も同じく黒死の悪夢で死んでいる。

　クウゴもまた病院に担かつぎ込まれ、レノンの葬そう儀ぎにすら参列していない。

　身近な者達のなかで、彼の死に疑ぎ惑わくを持てるとしたら──それはあの日、最前線を共にしていた心聖機士ビートパラデインをおいて他ほかにいない。

　そしてまさしくその心聖機士ビートパラデインである真鹿野が、ギルを断罪しているのだ。

　これ以上の信しん憑ぴよう性せいが、果たしてどこにある。

「やっば。多分、ダンチョーこっちに来るわぁ。片付けとかないと」

　シェリーはヘッドフォンを首にかけ直すと、机を飛び越こえて元の席に戻り、ゼクス・アクスから端子を抜ぬいて音楽プレーヤーに差さし替かえた。

　ほぼ同時に待機室の扉とびらが開き、ギルが入ってくる。

「やあ、仲良く警護されていますか」

「あらダンチョー。こんなところまでようこそぉ」

　立ち上がって自然にギルを迎むかえ入れる彼女に感心する。

「歓かん迎げいします。ささ、席に座られたらどうですかあ？」

　シェリーは先ほどまで盗み聞きしていた素そ振ぶりなど一いつ切さい見せない。やや表情には演技じみた作さく為いを感じるが、それはいつものことなので違和感はほとんどなかった。

　絶対にバレないと思ったのだが、ギルはやれやれと片眼鏡を上げて言う。

「しらばっくれてもダメですよ。貴方達……、ゼクス・アクスを使って盗み聞きしていましたね？」

「げ。な、なんでバレるのぉ？」

　真っ青になった彼女の額を、ギルが指で強めにつつく。

「あのねえ……。さっきまで私が喋っていたロビーを、モニターに大写しにしたままじゃないですか。頭隠かくして尻しり隠さずとはこのことですね」

　シェリーはモニターの方を見たあと『なんで気づかないのよ』という目線をクウゴに投げてくる。

　だがそんな風に見つめられても困る。考え事でそれどころではなかったのだ。

「どうせ誤ご魔ま化かすのなら、細心の注意を払はらってもらいたいものです。そうすれば私も見み逃のがしてあげるくらいの器うつわはあるんですよ」

　そして疑惑の青年はクウゴに向き直る。

「クウゴ君。どこから聞いていました？」

「すいません。結構最初の方からです」

「レノンがどうして死んだのか、というくだりも？」

「……ええ」

　ギルは思案するように手を口元に当てる。

「トウジの……真鹿野の言ったことは気にしないでください。いえ、と言ってもそれは無理かもしれませんね。レノンは貴方あなたにとって親友であり、恩人でもあるのですから」

　そう言うと待機室の椅い子すに座る。心なしかその動作には疲つかれが感じられた。

「私がレノンを殺した、というのは半分事実です」

「半分は？」

　煮にえ切きらない答えだった。

「詳くわしく説明する気はありませんが、真鹿野は私のせいでレノンが死んだと思っているんですよ。そう思いたい気持ちは分からないでもありません。同じ戦場にいながら、私がレノンを救えなかった結果は変えられませんからね」

「団長……」

　自分を責めるその言葉には、噓うそはないように思えた。クウゴは口をつぐんだが、しかし引っかかりは残る。

　本当にギルの言う通りだとすれば、真鹿野にも責める権利はない。なぜなら彼もまた、心聖機士ビートパラデインとしてアルハンガムにいたのだから。

　ギルはもっと本質的な部分で、レノンの死に関かかわったのではないのか？

　真鹿野の言葉には、そう感じさせるに充じゆう分ぶんな迫はく力りよくがあった。

「ねえ、ダンチョー。あの男って、心聖機士ビートパラデインだったのぉ？」

　一人会話についてこられずにいたシェリーが、ギルに訊たずねる。

「ええ、そうです。心聖機士ビートパラデインには一人一人、小こっ恥ぱずかしい称しよう号ごうが冠かんされていたのですが──彼、真鹿野トウジは《アルハンガムの千セン刃ジン》と呼ばれていました。最強と謳うたわれていたレノン・シダルハートの、一番弟で子しともいえる男ですよ」

「レノンの一番弟子……」

　だとすれば、レノンの死を間近で見たであろう真鹿野のショックはどれほどだっただろう……。クウゴには想像もつかなかった。

「強いですよ。私はもちろん、おそらく今の大輪支部で、真鹿野トウジに勝てる者はいないでしょう」

「ふぅーん。そんなに強いんだぁ……」

　シェリーはギルには見えないよう、ペロリと舌なめずりしていた。




　護衛四日目は非番の上に土曜で、クウゴはすることがなくベッドに寝ね転ころがっていた。

　何とはなしに、首にかけた心空管のネックレス《琥珀管セラアンバー》を摑つかみ、心空子を流し込んでみる。心空管の内側に通った心導線フイラメントがオレンジ色に優やさしく発光する。

　五年前の誕生日に、レノンからもらった心空管。《琥珀管》は連動した三本の心空管のうちの一つで、残りは《翡翠管ネフライザー》、《紅玉管フレアルビー》という。そしてそのそれぞれをレノンと、妹のナギが首にかけていた。

　自分以外の二人はもう死に、心空管の行方ゆくえも定さだかではない。

　だが──しばらく待っていると《琥珀管》はオレンジからブルーへと変色する。

　連動している《翡翠管》に心空子が流れない限り起こらない変化だ。どこかに現存していたとしても、《翡翠管》はレノンの心空子以外に反応しない。ゆえに、どうしてこんな現象が起こるのかは全くの謎なぞだ。

　クウゴはこの変化を『レノンが自分を見守ってくれているから』だと捉とらえてきた。

　だが、昨日のギルと真鹿野の話を聞き、その考えを改めたくなっていた。

（もしかして、レノンは俺に何かを伝えたがっているんじゃないのか？）

　例えば、自分の死の真相。あるいは、黒死の悪夢が起こった原因。

　真鹿野は夜葬機士になった理由を訊ねられ『レノンの死を無む駄だにしないためだ』と言っていた。あれはどういう意味だったのだろう──

「あああ、くそっ！」

　クウゴはベッドから飛び起きる。

　一人で悩なやんでいても埒らちがあかないし、気が滅め入いるだけ。誰かに相談しよう。

　相手は事情を共有しているメリナをおいて他にいない。自分とは正反対の思考をする彼女であれば、もしかしたら全く別の仮説を導き出してくれるかもしれない。

　さっそく自室を出て、メリナの部屋をノックしてみる──が、返事がない。

　近くにいないかと寮りよう内ないを捜さがすと、目立つ銀ぎん髪ぱつをカフェテリアで発見することが出来た。

　カフェテリアでは他にも何人かの機士が食事していたが、メリナはその輪には加わらず、一人で本を読みながらコーヒーを飲んでいる。それほど読書に集中しているようには見えない。

　むしろちらちらと周りをうかがって、出来ることなら会話に入りたい。そんな様子だ。

　彼女は人付き合いが上手うまくない。本も大して読みたかったわけではなく、こうやって輪から外れてしまった場合を想定して持ってきたのだろう。

　一人でも自分は平気アピールとでも言おうか。それが他の人からは取っつきにくく見えて、より孤こ独どくになっていることに気づいていない。

　さすが《ダイヤモンドの絶ぜつ壁ぺき》とあだ名をつけられるだけのことはある。

（しょうがないな。今日は俺が前向きな生き方ってやつを教えてやるか）

　クウゴは正面の席に座り、訊ねる。

「メリナ、今日って警護のシフト入ってなかったよな？」

「そうだけど、なに？　あたしがいないといいことでもあるの？」

「そういう意味じゃねーよ。俺も今日は警護担当じゃないし」

　またネガティブな想像をこじらせている。面めん倒どうくさいなあと思いながら、頭を搔かく。

「今日一日空いてるなら、付き合ってもらえないか？」

「……付き合うって、何によ？」

「お前に聞いてもらいたいことがあるんだよ。でもここじゃ話しにくい内容でさ」

　腕うで時計を確かく認にんすると、時刻は十時前だ。そろそろ街も動き出す頃ころである。

「休みだし、せっかくだから今から外に出かけないか？」

　そう提案してみると、彼女は頰ほおを紅潮させ、驚おどろくほど瞳ひとみを輝かがやかせた。

「そ、そういうこと？　う、うーん。……それならしょうがないわね」

　そして、なぜかもじもじしながら視線を泳がせる。

「実はあたしも、クウゴに話しておかなきゃいけないことがあったのよ」

　内ポケットに何か入っているのだろうか、彼女は胸のあたりを触さわりながら言う。

「そうなんだ。なら丁度いいな。今から出られるか？」

　メリナは自分の服を見下ろし、頷うなずきかけた顎あごを止める。

「ちょっと待って。一回部屋に戻もどってもいい？」

「ああ、じゃあラウンジで待ってる」

「うん、それじゃまたあとで」

　いそいそとトレーを片付けると、メリナはカフェテリアから走っていってしまった。

（今日のメリナは機き嫌げんが良さそうだな）

　クウゴはコーヒーを一いつ杯ぱい飲んだあと、エレベーター前のラウンジに移動した。

「……遅おそいな」

　三十分経たっても待ち人は戻ってこない。いい加減呼びにいこうかと思っていると、扉の開く音がした。廊ろう下かに出てきたのは、メリナではなくツグミだった。

「あれ、くーご。おはようー」

　休日なので、いつもの大輪学院の制服ではなく、普ふ段だん着ぎのチュニック姿である。

「どうかした？　一人でラウンジにいるなんて珍めずらしいねー」

「ん、ああ、メリナを待ってるんだよ。街に出かけようかと思って」

　何気なくそう返すと、ツグミは真顔で首をかしげた。

「へえー。メリナちゃんと……。二人きりで？」

「そうだけど」

　少しの間、会話が止まる。なぜか空気が重くなったような気がした。

　あれ、なにか怒おこらせるようなことでも言ったかな──そう思っていると。

「今日ね、実はわたしも非番なんだよー」

　ツグミはにこっと笑い、上うわ目め遣づかいにのぞき込んできた。

「あ、うーん」

　何を期待されているのかは分かる。だが答えに窮きゆうした。遊びに連れて行くことは構わないし大だい歓かん迎げいなのだが、その後が問題だ。ツグミがいては、肝かん心じんの相談をしにくい。

　しばらく考えたあと、申し訳なく思いながらも手を合わせる。

「悪い。ちょっと二人だけで話したいことがあるから」

「そ、そうなんだ。へ、へえー」

　ツグミは笑え顔がおをひきつらせ、ぎくしゃくと自分の部屋に引っこもってしまった。

「あれ。あいつ、朝食でも食べに出てきたんじゃないのか……？」

　断られたのがそんなにショックだったのだろうか。これはどこかで埋うめ合あわせをしないといけないかもしれない。

　そんなことを考えていると、メリナが扉とびらを開け、少しだけ顔をのぞかせた。なぜかこちらをうかがうようにちらちら見て、部屋から出てこようとしない。

「遅いぞ、なにやってたんだよ。まさか寝ねちゃってたとか言うんじゃないだろうな」

「そんなわけないでしょ！　デリカシーのかけらもない！　女の子は出で掛かけるのにも準備が必要なのよ！」

　顔を怒いかりに染めて出てきた彼女は、先ほどまでの機士姿ではなかった。可愛かわいらしいピンクのワンピースに、もこもことした厚手のカーディガン、肩かた掛かけのポーチを下げている。

　なにより、トリガロードのホルスターを身につけていない。

「うん、いいな。すごくいいと思う！」

「そ、そう？」

　機嫌を損そこねても撃うたれる心配がないという意味で言ったのだが、メリナはまんざらでもなさそうに髪かみをかきあげる。

　いや、メリナが綺き麗れいなのは言うまでもないことだった。いつもの凜り々りしい印象が薄うすれ、柔やわらかな雰ふん囲い気きに包まれているのが新しん鮮せんである。
















「念のため言っておくけど、おめかししてきたわけじゃないんだからね！　ソリッドジャケットで二人並んでると目立つからよ！　あたしが浮うき足あし立だってると思ったら大おお間ま違ちがい！　自じ意い識しき過か剰じようきわまりない！　きわまりないというか気持ち悪いんだからね！」

「お前、ほんと喋しやべらなければもっといいのに……」

「何か言った!?」

「な、なにも」




　基地の外へ出た。空は遠くまで晴はれ渡わたり、十月下げ旬じゆんにしては温暖な気候だ。機士団の敷しき地ちを埋め尽つくす芝生しばふも活いき活いきして見える。

「さて、どこ行く？」

　訊ねると、あからさまに軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けられた。

「クウゴ、ノープランなの？」

「仕方ないだろ。俺、まだ大輪に来て大して間がないんだし……と」

　メリナがポーチから飛び出していた冊子を差し出してきた。丸まったそれを広げると、大輪の観光ガイドだ。

「いいもの持ってるじゃん」

「ふん、あなたのダメ男っぷりくらい想定済みよ。悲観的なあたしに感謝しなさい」

「色々と引っかかるところもあるけど……、いいや。じゃあこれで決めようぜ」

　パラパラとページをめくり、クウゴは気になるスポットを一つ選んだ。




「……で、気になった場所って言うのがここ？」

　やってきたのは機士団基地の南にある、ジャンク・パンク・アヴェニューの一角だ。

　クウゴは目の前に建った、外がい壁へきが歯車と心空管で埋め尽くされた建物を指差す。

「じゃあーん！　ガジェット手作り教室！　ここでは簡単なガジェットの作り方をプロの管律技師が一から伝授してくれ──」

「却きやつ下か」

　説明し終わる前に言われた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。初心者向けで誰だれにでも──」

「大却下。あたし、ガジェットが嫌きらいだって言わなかったっけ？」

　口を尖とがらせるメリナ。これはどう取りなしても無理そうだ。

「メリナにもガジェットの素す晴ばらしさを知って欲しいと思ったんだけどなぁ……」

　クウゴは再びガイド本を開き、目的地を変えることにした。

　街を周遊するバスに乗り、次にやってきたのは郊こう外がいの大輪動物園だ。

　大輪の街が栄え始めた二十年ほど前から続いており、周囲をぐるりと囲む鉄てつ柵さくにはなかなか年季が入っている。

「ここにはホワイトライオンの赤ちゃんがいるらしいぞ。といっても、このガイド本が出版された時期によっては、もう大人になってるかもしれないけど」

　動物園はアルハンガムにも御樹根島にもなかったので、来るのは初めてだ。それほど動物好きなわけではないが、心空管を使った飼育設備には興味があった。

　だがメリナは動物園の入場門を前にして、ぶんぶんと首を振ふる。

「ダメよ、動物園は！」

「なんでだよ。メリナ、動物嫌いだったっけ？」

「嫌いじゃないけど……、だって檻おりからライオンが逃にげ出したらどうするのよ？」

「は？　どんな想像だよ。大体、今さらライオンが怖こわいとかいう柄がらか？」

「あたし、ライオンがこっちにきても可愛くて撃てないもの……」

「そこまでリアルにシミュレーションするな！　ったく、お前相手だったら向こうから逃げ出すと思うんだけどなー」

「何か言った？」

　メリナがポーチに手を入れ、ほんの少しトリガロードのグリップを露ろ出しゆつさせる。

「ポーチに忍しのばせてたのかよ……」

　愕がく然ぜんとする。ホルスターをつけていないから油断していたのに。

　まあ、よく考えてみれば被ひ害がい妄もう想そうの激しい彼女が、一時たりとも武器を手放すはずがなかった。

「……分かったよ。じゃ、別のところ行くか」

　三み度たびガイド本を確認し、バス停へ逆ぎやく戻もどり。中心部のビジネス街に戻ってくる。

「水族館にやってきましたー」

　水族館といっても、外観は周りに建っているビルと何ら変わりがない。しかし、七階建ての施し設せつ中央には、上から下まで巨きよ大だい水すい槽そうが入っており、大きなジンベエザメも見ることが出来るのだ。魚は御樹根島にいるときに見み飽あきているが、それぞれの水すい槽そうに心空管を使った演出が施ほどこされているらしい。どんな新しん機き軸じくな工夫が見られるか楽しみだ。

「却下きわまりない」

　動物園の入り口前で買ったホワイトライオンのぬいぐるみを抱だきしめ、メリナは震ふるえながら言う。

　ここもダメか。クウゴはがくっと肩かたをおとす。

「いくらなんでも魚は逃げ出さないと思うんだが……理由を聞こうか」

「トリガロードが暴発して、水槽が割れちゃうかもしれないじゃない！　一気に襲おそってくる大量の水！　水圧なめたら溺おぼれ死しぬわよ!?」

「水を心配するよりも、妄もう想そうに溺れるのやめろ！」

　はああ、と盛せい大だいにため息をついていると、信号機につけられた案内板が目に入った。

「なあ、その先の『西せい暦れき通り』って行ったことあるか？」

　案内によれば、交差点を渡ったところにあるらしい。

「ん、ないわね。寄ってみる？　どうせクウゴのエスコートはあてにならないし」

「俺はド定番のスポットを選んでる。お前の選えり好みが激しすぎるだけだ」

　反発すると、手からガイド本を奪うばい取られた。

「行ってみたいところには丸印がつけてあるでしょ！　どうして気づかないのよ！」

　メリナが指し示したページのフラワーガーデンには、確かに赤いマーカーで丸がつけられている──が。

「ならそう言えよ！　確かに気づいてなかったけど……、気づいても行ったことあるのかと思うだろ!?」

「ふん、女の子のせいにするわけ？　非紳しん士しきわまりないわね」

「非淑しゆく女じよきわまりないやつに言われたくねーよ」

　言い争いながらも、二人は横断歩道を渡る。

「そう言えばこの通りを真っ直すぐ行ったところにおいしいカフェもあるのよ。お昼はそこで食べましょ」

「お前マジ食い意地はってるよな……。最初から食事だけにすりゃ良かった」

　西暦通りはツインランスと並ぶ、大輪の有名な観光名所だ。

　西暦二一〇〇年。ＶＯＲＭヴオルムの発生により、人類はそれまでに築きあげた電子文明を放ほう棄きした。各国がその違ちがいを黒曜石に刻んだ年を元年に定め、暦こよみを黒こく曜よう暦れきとして数えるようになったのは心空子文明が始まってからだ。失われた百五十年を経て、生活水準を取り戻もどした人々が渇かつ望ぼうしたのは、西暦時代の文化を取り戻すことだった。

「西暦至上主義、か……」

　食べ物、ファッション、スポーツ、音楽、絵画、文学。

　デジタル化が進んだ二十一世紀後半の資料はほとんど失われ、また発見されても電子機器が使えないがために取り出すのは困難だった。

　ゆえに、アナログで情報が抽ちゆう出しゆつできる二十一世紀前半までの文化が、心空子文明黎れい明めい期きの最新トレンドとなる。その文化を広めるのに一役買ったのも、西暦時代のメディアを再現した、テレビやコンピューターガジェット、心空子の波を利用するメンタルネット。

　西暦通りは歩行者天国で、中央には偉い人じんのモニュメントやガラスケースに入れられた昔の洋服やレコード、様々な電子機器（電磁波を発する恐おそれのある内部機構は取り除かれている）、二十一世紀初頭の生活を再現した模型が飾かざられ、両側にはかつての文化を伝える店てん舗ぽが建ち並ぶ。写真資料から昔のファッションブランドを再現した店、掘ほり起おこされた音源や映像を情報抽出し、ガジェットで見られるようにしたデータを売る店、などなど。

「三百年前に当たり前だったことが、今となってはファンタジーなのよね」

「そうだなぁ。心空管で必死に電子機器の真似まねをしているけど、宇宙開発なんか全然勝ててないし」

　電子文明が五百年前に達成した偉い業ぎよう。心空子文明は月にすら到とう達たつできていない。宇宙に残された衛星や月面基地にはもはや人はおらず、通信することも叶かなわない。

「ガジェット好きフリークのあなたも、ＶＯＲＭが出なければ電子機器好きデジタルフリークだったのかもね」

「否定できないな。……俺達人類の栄光って、やっぱり西暦時代がピークだったのかな」

　月に降り立った宇宙船アポロの模型を見ながら、思わず呟つぶやいてしまう。

「少なくとも今がピークだとは、あたしは思わないわね。邪禍に怯おびえてくらすなんて時代が、昔よりも幸せなわけがないし」

　隣となりのメリナはぬいぐるみを抱きしめる。

「でもレトロアクタが完成すれば、今よりも世界は良くなるんでしょ？」

　彼女の落ち着いた声に、ハッとさせられる。

「そうか……。うん、そうだよな……」

　顎あごに手を当て、クウゴは何度も頷うなずいた。西暦時代が人類にとって一番良い時代だったかなど、まだ決まっていないのだ。自分達次し第だいで、どうにでも未来は変えられる。

「お前もたまにはポジティブなことを言うようになったんだな」

　感かん慨がい深ぶかいものがある。まさか彼女の言葉で前向きな気持ちにさせられるとは。

「ふん、少しは見直した？」

　いい気になったメリナの表情が、微笑ほほえましく思える。

（むしろ俺がセンチメンタルになってたのかもな。黒死の悪夢について考えてたせいで）

　西暦通りを終わりまで堪たん能のうしたあと、メリナおすすめのカフェに立ち寄る。

　木の深い茶色を基調とした、洒落しやれたお店だ。図はからずも店舗の奥には他ほかの席と離はなれた二人席があり、内ない緒しよ話ばなしをするにはもってこいだった。

　クウゴはミートソースのスパゲッティを、メリナはチーズケーキを注文する。時刻は午後一時とランチタイムなのだが、甘い物好きな彼女にとってはそれが昼食代わりらしい。

「……で、話って？」

　先出しのアイスココアをストローで飲みながら、遠えん慮りよがちにこちらをうかがってきた。

「あ、まだ言いたくないんだったら後でもいいのよ？　そう、こういうのって雰ふん囲い気きが重要だもんね！　クウゴがここじゃないと思ったら、別のところに行ってもいいし」

　なぜか慌あわてた様子で手をぶんぶんと振る。

「いや、ここで話そう。周りからは聞こえなそうだし、ちょうどいいだろ」

「そ、そう？　まあクウゴが良いなら」

　クウゴはコーヒーに口をつけたあと、苦々しく切り出す。

「黒死の悪夢なんだけどさあ」

「…………ん？　告白じゃなくて……黒死？」

「もしかしたらあれって、俺達が考えているようなテロ事件じゃなく、もっと裏に──隠かくされた陰いん謀ぼうめいたものがあったんじゃないか……、ってどうした？」

　ぽかんと口を開いたメリナに気づく。

　首をかしげる。そんなに意外性のあることを言っただろうか。

「……話したいことって、そういう話？」

　あっけにとられていた目が、だんだんとつり上がっていく。

「そうだけど、あれ、なにか別の話だと思って……ぐへぁ！」

　ポーチからの早はや撃うち。青白い弾だん丸がんが額に直ちよく撃げきし、ソファにのけぞる。

「お、おおお思ってるわけないでしょ!?　そうよ、あなたと話すことなんて、そういう話くらいしかないんだから！」

　メリナは顔を真っ赤にして叫さけんだあと、視線をそらしてぼやく。

「あーあ。やっぱりポジティブな考え方なんてするんじゃなかった……」

「どういう期待してたんだよ」

「期待なんてしてないっ！　……言っておくけどここはあなたのおごりね」

「なんでだって言いたいとこだけど、いいよ。大輪に来てからどうせ借金まみれだし」

　了りよう承しようした瞬しゆん間かん、メリナはテーブル脇わきに置かれていたメニューを高々と上げる。

「店員さーん。ここに載のってるデザート全部持ってきてくださーい。あ、クリームは全部ましまし。ソースは全部がけ。アイスつきのは全すべてダブルね」

「なんの嫌いやがらせだ！」

　この店のデザートは一つ一つが高い。そんな注文の仕方をされたら五千円近くなくなってしまうのだが、メリナは全く容よう赦しやしない。

「ふんっ！　あなたのくだらない悩なやみに付き合ってあげるんだから、スイーツぐらい豪ごう勢せいに食べなきゃやってらんないでしょ！」

「なんだよ、ったく。あ、そういやお前も話したいことがあるって言ってただろ。代わりにそれ聞いてやるから機き嫌げん直せよ」

「絶っ対、話してあげない！」

　完全にへそを曲げてしまったメリナだったが、長い皿に山脈と見まがうほどこんもり盛られたスイーツを食べはじめると、みるみるうちに頰ほおが和やわらいでいく。

　分かりやすい。そんな彼女の様子を確かく認にんしながら、ギルと真鹿野が話していた内容をぽつぽつと話して聞かせる。

「団長と真鹿野がそんな話してたんだ。しかも真鹿野が心聖機士ビートパラデインねぇ……。あたしと互ご角かくくらいだったのも、それなら頷けるわ」

　互角どころか、軽くあしらわれていただろと突つっ込こみたいが、やめておく。

「団長がレノンを殺した、って発言も意味不明なんだけど、一番気になっているのは『あの事件があったからこそ心聖機士ビートパラデイン全員が別の道を進んだ』ってところなんだよ。黒死の悪夢には、俺達が知っている以上の何かがある……。そう思えて仕方ないんだ」

「黒死の悪夢は、電子機器を使ったテロ、でしょ？」

「でも、誰だれが起こしたテロなのかは分かっていないよな。あとさ、黒死の悪夢を引き起こしたっていう電子機器って、テレビやなんかで見たことあるか？」

「……そういえば見たことないわね」

　そう。電子機器を使ったテロというのはあくまでヴィクトル政府の発表であり、その根こん拠きよは驚おどろくほど開示されていないのである。

「団長が口にした《スラヴァー》もなんなのか気になるんだけどな」

「《スラヴァー》か……。レイヴァーン語で『栄光』という意味ね」

　栄光。意味を知っても、ピンとはこない。

　人間の名前なのか、それとも組織の名めい称しようなのか。

　やってきたミートソースのスパゲッティをフォークで混ぜ合わせる。

　──心聖機士ビートパラデインレノン・シダルハートの死。

　──捨て置かれたレトロアクタの研究。

　──そして見え隠れする十三貴族や心聖機士ビートパラデインの影かげ。

　それらの要素は結びつき、どこかで一つに繫つながるはずだ。

「これは例えばの話として聞いてほしいんだけど」

　指でカールした髪かみをいじりながら、メリナは続ける。

「もしかしたら十三貴族やヴィクトル政府、それに心空機士団の上層部は、黒死の悪夢を引き起こした敵を突き止めているんじゃないかしら。その上で、真相を隠している」

「え、なんのために？　隠していいことなんかないだろ。犯人が捕つかまらなかったことで、ヴィクトル政府はさんざん叩たたかれたってのに」

「その方がましだったのかもしれないわよ。それほどまでにバレるとマズい人、あるいは組織が犯人だったとしたら」

　むう、と唸うなる。それならば心聖機士ビートパラデイン達が別の道を進んだ理由も説明できる。犯人を隠すのに協力している心空機士団に嫌いや気けがさしたとか、別の立場から十三貴族や政府の罪を白日の下もとにさらそうとしているとか──

　それこそ今のクウゴやメリナのように、黒死の悪夢に関する真実を外部からさらに深いところまで掘り下げようとしているのかもしれない。

「サイバネイドって名前、聞いたことある？」

「……いや、ない。なんだそれ」

「電子文明が滅ほろんだときにね、一部の人間がＶＯＲＭの存在しない地下都市へ逃にげ込んだという話があるの。彼らは三百年間、地下で脈々と電子文明を発展させ、いつか再び地上に返かえり咲ざこうとしている、黒死の悪夢は彼らの侵しん略りやくの第一歩だ、ってね。与よ太た話ばなしの域を出ないけど」

「まさか機士団にいる裏切り者も、そのサイバネイドと関係していると思ってるのか？」

　分からない、というように首を振ふるが、彼女は心の中では肯こう定ていしている。そうクウゴは受け取った。なぜなら機士団内の裏切り者と黒死の悪夢を引き起こした者は、邪禍を悪用するという点で共通しているからだ。

「今の仮説が真実にせよ、そうでないにせよ、黒死の悪夢について調べたり、心空機士団や十三貴族を探さぐろうとするのなら、あたし達だけじゃ限界があるわ」

「でも機士団内部を探るのに、機士団の力は借りられないだろ？　あてでもあるのか？」

　訊たずねると、大きなため息が返ってきた。

「あなたの目は節穴なの？　身近にいるじゃない。うってつけの人材が」

　すぐに思い当たる人間は一人しかいなかった。

「まさか……、ツグミ？」

　そう、とメリナは頷く。

「ツグミが大輪に来たのは御樹根島で邪禍が発生した後。フォーマルハウトに邪禍発生装置を仕し掛かけることは不可能。しっかりしたアリバイがあるし、信用できる」

「え、その理り屈くつで行くと、もしアリバイがなかったら疑ってるわけ？」

「当たり前でしょ？　あたし、ニトだって完かん璧ぺきには信用してないわよ」

　自じ慢まんげに言うことだろうか。

「お前そんなんだから友達少ないんだぞ……。でもなあ……ツグミか」

　妙みよう案あんではある。ハンプティ・ダンプティ、そして彼女のハッカーとしての腕うでがあれば、クウゴやメリナでは知りえない情報を引き出すことが可能だろう。

　だがパスタソースで汚よごれた口を拭ふきながら、クウゴは渋しぶく顔を歪ゆがめた。

　心のどこかに、細い芯しんのように引っかかるものを感じる。

「ツグミを巻き込むのが嫌なわけ？　あの子はあなたの役に立てれば喜ぶと思うわよ」

「喜ぶ、喜ばないの問題じゃない。俺としては、あいつをこれ以上危険に近づけるわけにはいかないんだよ。ただでさえ機士団に入って危ない場所に引っ張り出されてるんだし」

「あなたはツグミを守る対象としてしか見てないのね」

「当然。あいつは俺の保護者だとか宣言してるけどさ、俺から見たら全く逆なんだよな」

「あなた、ツグミを過小評価しすぎなんじゃない？」

　メリナは苛いら立だちを隠さず、ショートケーキを大きくすくって頰ほお張ばる。

「あたしね、よく今起こりうる最悪のシチュエーションをシミュレーションするの。大輪支部が全員自分の敵に回ったら、どうやったら生き残れるかしら、とか」

「全員敵って、お前一体どんな悪いことするつもりなんだよ」

「そんなこと今はどうでもいいでしょ。話の腰こしを折らないでよね」

「分かったよ。続けてくれ」

　こちらに向けられたフォークの先せん端たんが怖こわいので、先を促うながす。

「一人で全員を敵に回したら逃げるしか手はないんだけど、いつも間ま違ちがいなく捕まるのよね。千回以上シミュレーションしたけど、逃げている途と中ちゆうで団長とシェリーに倒たおされる確率が半分くらい占しめるわ。確率は高くないけど、あなたに殺されたこともあるわよ」

「どんだけネガティブ思考だったら、そんな悪あく趣しゆ味みな想像ができるんだよ……」

　聞こえないふりで話を先へ進めるメリナ。

「それでね、しょうがないからちょっとだけルールを弱めてみるの。誰か一人だけ味方に出来ることにする。……そうね、そのルールならあなたは誰を味方につける？」

「お前かな」

　即そく答とうしたのが意外だったのか、すでにプリンへと手を進めていた少女は頰を赤らめる。

「それは光栄ね。どうして？」

「今回お前に相談しようと思った理由でもあるんだけど、俺とお前って考え方が正反対だろ？　だから二人揃そろえば文もん殊じゆの知ち恵えには及およばなくても、的確な状じよう況きよう判断くらいは出来るんじゃないかと思ってさ」

「……なるほどね。でもあたしは、あなただけは絶対に選ばないわ。百パーセント負けるのに変わりがないから」

「おい！」

　こっちが立ててやっているんだから、そう思っていてもオブラートに包んでくれるのが思いやりではないだろうか。

　じゃあ誰なんだ──と訊きく前に、答えは容易に想像できた。

「あなたにも分かったみたいね。一番状況を打破できる可能性が高いのはツグミよ。彼女さえいれば、二回に一回は機士団を出だし抜ぬける」

「それはそれで過大評価じゃないか？」

「そうかしら。考えてもみて。ツグミがいれば、機士団の中ちゆう枢すう、機構戦略室にハッキングして壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを与あたえることが出来る。逆にツグミが敵側にいると、逃げていてもすぐにどこにいるのかバレちゃうのよ。それがないだけでも、こちらにとっては圧あつ倒とう的てきなアドバンテージだわ」

「うーん。まあなあ……」

　被ひ害がい妄もう想そうじみたメリナの思考には呆あきれるが、ツグミが有能だということには頷うなずかざるを得ない。気心だって知れている。

　なのに、なんなのだろう。どうしても気持ち悪いものを感じてしまう。

　ツグミが危険に首を突っ込んだり、あるいは他の人が危険に引き込もうとすることに苛立ちと不安が湧わき上がってくるのだ。

　それを表情から読み取ったのか、メリナはぺろりと平らげたスイーツの皿にフォークを置き、ハンカチで口を拭きながら言う。

「気持ちは分からないでもないから、待ってあげる。自分自身で結論を出すのね。これからツグミと、どう付き合っていくのか」




　真鹿野は工場前のコンテナ積せき載さい場から、遠く佇たたずむツインランスを眺ながめていた。

　この大輪は真鹿野の生まれ故郷だ。

　才能を見み込こまれて心空機士団に入ったのは十五歳のとき。その後わずか一年で一級機士となり、特級機士昇しよう格かく試験を受けるためにアルハンガムへと渡わたった。

　そこで出会ったのが、五人の心聖機士ビートパラデイン達だった。真鹿野は彼らに憧あこがれ、そのままアルハンガムに居座ることを決めた。試験にもパスし、真鹿野は六人目の心聖機士ビートパラデインとなった。

　アルハンガムを訪おとずれるまで、自分より強い人間に会ったことがなかった。だが、心聖機士ビートパラデイン達は自分が井いの中なかの蛙かわずであったことを気づかせてくれた。彼らは真鹿野と比べても遜そん色しよくない強さを誇ほこり、何よりビートガジェットの性能を最大限に発揮した彼らの戦いぶりは圧巻の一言だった。

　その中でも群を抜いていたのは、レノン・シダルハート。

　真鹿野の刀かたな型ビートガジェットと似た、剣型ビートガジェットを使う青年で、年ねん齢れいは真鹿野の二つ上。

　血気盛さかんだった当時の真鹿野は、アルハンガム支部に入ったその日に勝負を挑いどみ、こてんぱんに負けた。その実力差は歴然だった。

　だがそのときの感情は、悔くやしさよりも喜びの方が優まさっていた。

　機士としてここまで高みに上りつめている人間がいるのか、という驚き混じりの。

（大輪は五年ぶりか……。大昔のようでいて、まだ五年しか経たっていないんだな）

　久しぶりに戻もどってきた大輪は、アルハンガムによく似た作りになっていた。メガアンプを中心として放射状に街が広がっているところなどそっくりだ。

　あの日の光景──黒死の悪夢がフラッシュバックする。

　自分はまだ白いソリッドジャケットを着て、隣となりにはレノン、ギル、心聖機士ビートパラデイン達と多くの仲間がいた。

　だが──あの悪夢で全すべてが変わってしまった。

　それを如によ実じつに表しているのが、今羽織っている夜色のソリッドジャケットだ。

「ヒマそうにしてるわねぇ」

　声をかけられ振り返ると、そこには大輪支部の心空機士が立っていた。

　ギターケースを背負った少女だ。名前は確か、シェリーといっただろうか。

「なんの用だ」

　感傷的になってしまっていたのか、自分の声には普ふ段だんほど覇は気きがなかった。

「アンタもダンチョーも、同じ心聖機士ビートパラデインなのよねぇ？」

　目の前の少女は、にたにたと下品な笑いを浮うかべている。

　これまでほとんど会話を交かわしていなかったが、真鹿野はシェリーにあまり良い印象を持ってはいなかった。

　派手な服装、化け粧しようの濃こさ、戦いを生なり業わいとする心空機士とは到とう底てい思えないし、何よりも、会ったそのときから強い敵意を向けられているのが分かったからだ。

　彼女は地面に下ろしたギターケースにもたれかかり、真鹿野をのぞき込む。

「アタシ、肩かた書がきって憧れるのよねぇー。だって偉えらそうじゃない？　それがあるだけで、いろんな人が頭を下げてくれそう。ねぇねぇ、心聖機士ビートパラデインの称しよう号ごうって、アナタを倒したら譲ゆずってもらえたりしないのぉ？」

「……忠告しておくが、肩書きほど無価値なものはないぞ。オレは誰だれかに心聖機士ビートパラデインの称号をくれと言ったことはない。自分の決めた覚かく悟ごに対して、後からついてきただけだ」

「きゃあー、カッコいい。そういういい気になってる発言されるとさぁ──」

　シェリーはケースからギターを取り出すと、そのボディから周囲へと、一気に心空子の弦げんを解き放つ。

「ぶちのめしたくなっちゃうのよねぇ。アタシの性格的にぃ」

　大型トレーラーやコンテナ、背の高いクレーンにまとわりついては切り返す。そうして真鹿野の四方は、細く煌きらめく弦で幾いく重えにも包囲された。

「なんのつもりだ」

　シェリーを睨にらみつける。

「違ちがう機士団に所属しているとはいえ、階級が上の人間に刃やいばを向けるとは、褒ほめられた態度じゃないな」

「アタシと勝負しなさい。ああ、言っておくけれど断る権利はないわよぉ」

　その勝ち気な発言を聞き──真鹿野はうっすらと笑う。何のことはない。シェリーの姿を、レノンに戦いを挑んだ四年前の自分と重ね合わせ、少しだけ愉ゆ快かいになったのだ。

「怪け我がをしてもいいのなら構わないが、何が狙ねらいだ？」

　ヘッドフォンを耳に装着したシェリーは、居い合あい抜ぬき前のようにギターを脇わきに構える。

「アタシはね、ゆくゆくはダンチョーも屈くつ服ぷくさせて、大輪支部全てを牛ぎゆう耳じるつもりなの。でもあの人ったらなかなか本気を見せてくれないしぃ。同じ心聖機士ビートパラデインのアナタなら、良い試金石になると思ってね」

「くだらないな」

「なんですって」

「個人の強い、弱いを比べるのはくだらないと言ったんだ」

　腰にはいた刀を抜く。刃は渡わたり一メートル。日本刀としてはごく一いつ般ぱん的な長さだ。

　違いは、刃元に四本の心空管がついていること。鞘さやもその心空管を邪じや魔ましないよう、根元の部分が窪くぼんでいる。

「刀型のビートガジェット……見たことない形ね」

　シェリーが警けい戒かいを強めたのが分かった。真鹿野は刀身を見せるように倒し、説明する。

「五年前、この大輪で初めて作られた日本製ビートガジェット《多タ々タ羅ラ》だ」

「へえ。日本製のビートガジェットなんてあったんだぁ。聞いたことないし、それに初めて作られたって、性能大だい丈じよう夫ぶぅ？」

「問題ない。ただ扱あつかいが難しくて、オレ以外は誰も使いこなせなかったがな」

　真鹿野は弦に素す早ばやく斬きりつける。

　が、一いつ瞬しゆん断たち切れたように見えた弦は、瞬またたく間まに再び結合してしまう。

「無む駄だよ。その弦は薄うすい密度の心空子で出来ているのぉ。半分空気みたいなもんだから、切っても元に戻るだけよ」

「ワレンティア製のビートガジェット《ゼクス・アクス》だな。核かくは《空気操作管エアロドライヴ》」

「あらぁ、知ってるの。もしかしてビートガジェットマニア？　ま、知っててもアタシオリジナルの戦い方には対応できないでしょうけど？」

「そう思うならやってみろ。伊達だてに心聖機士ビートパラデインと呼ばれていないことを見せてやろう」

「そ。ならそうさせてもらうわぁ」

　怪あやしげに舌なめずりし、

「演走開始ギグ・スタート」

　そう口にした瞬しゆん間かん、少女の姿が消えた。

　捜さがして目を凝こらす。と、ちらりちらりと弦に沿って彼女の姿が見みえ隠かくれした。

「ほう……」

　素直に感心する。

　ゼクス・アクスの弦を使って高速で移動しているのだ。こちらを警戒してか、すぐに攻せめかかってこないのも好印象。

「ゼクス・アクスの弦展開は、本来投げた武器の軌き道どうを自在に操あやつるための機能だろう？　自分まで一いつ緒しよに動くやつを見たのは初めてだ」

「ふふ、嬉うれしいこと言うじゃなぁい。でも、褒めたからって手は緩ゆるめないわよぉ」

　シェリーの声は上下、前後、左右、あちこちから飛んでくる。

　まるで山びこ。それほど高速で移動している、ということだろう。

　大輪支部は人材不足だと聞いていたが、なかなかどうして悪くない。及きゆう第だい点はやってもいいレベルだ。

「ひゃはは！　どうどう？　アタシのスライド走法ラン、とても目では追いきれないでしょ？　それとも昔の侍さむらいみたいに目を閉じて、心の眼めでも開いてみるぅ？」

　真鹿野が追い切れていないと思って、シェリーのテンションが上がる。実際、彼女の動きは完全には把は握あくできない。

　動体視力には自信がある方だが、彼女はスライド走法ランで周囲三六〇度を絶え間なく移動しているのだ。背中にも目がなければとても追えるものではない。

　そう、目では追えない。それでも──どうということはない。

　そろそろ攻こう撃げきがくる。何千という邪禍と対たい峙じしてきた経験がそれを告げていた。

　真鹿野は正面を向いたまま、己おのれの背後に刀を振ふる。瞬間、金属の甲かん高だかい音と、腕うでに重い一いち撃げきを受け止めた感かん触しよく。

　今度は自分の前、斜ななめ右に刀を置く。同時に激しく火花が散る。襲おそってきたゼクス・アクスを受け止めた証しよう拠こだ。

　完かん璧ぺきに防ぼう御ぎよされたのがよほどショックだったのか、シェリーが立ち止まって姿を現す。もちろん、真鹿野の刀が届く間合いではなく、充じゆう分ぶん離はなれた場所で、だ。

「噓うそでしょ？　なんで対応できるの？」

　見開いた目を向けてくる彼女に、真鹿野は嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「逆になぜ疑問に思う？　列車はレールの上以外は通らないだろう？　弦の配置を見ていればオマエがどう動くか予測することはたやすいんだよ」

　無数に張はり巡めぐらされているかに見えるゼクス・アクスの弦であるが、よく見れば真鹿野に攻撃を加えられる軌道はいくつかに限定されていることが分かる。

　そしてシェリーはあらかじめ、ある程度どのようなルートを辿たどって攻撃するかを決めている。動きをパターン化しているのだ。自分の姿が消えてしまうほどのスピードで動くからには、シェリーからも相手はろくに見えないだろうし、即そつ興きようでルートを決めていたら思考回路が追いつかない。

　彼女と話している間に、声がどの方向から飛んでくるか記き憶おくし、パターンを把握。

　あとは時おりうっすらと見える彼女の姿と、気配を頼たよりに攻撃を防げば良い。

「スライド走法ランとか言ったな。その技わざの欠点を教えてやろう。おそらく《空気操作管エアロドライヴ》で空気抵てい抗こうを、《物理管フランジヤー》で己にかかる重力を減らすことで高速移動を可能にしているのだろうが──攻撃の瞬間だけは自身の重みを元に戻もどしているな。そうでなければ威い力りよくが確保できないからだろうが、結果としてスピードが落ち、姿を晒さらすことになっている。それを頼りにすれば、オレでなくても防げる人間はいるだろうな」

「さすがに経験じゃあ勝てないってことね……」

　だがシェリーは、すぐにその口元を歪ゆがませる。

「でも、防ぐので精せい一いつ杯ぱいでしょ。華きや奢しやな刀で、ゼクス・アクスを何度も受けられる？」

　再びシェリーはゼクス・アクスの心空管を光らせ、高速移動を開始する。

「オレの《多々羅》が華奢だと？　愚おろかとしか言いようがないな」

　真鹿野は笑ってそう言い返すと、そばに積まれていたコンテナに向かって走った。

「はっ！　逃にがさないわぁ！」

「誰も逃げはしないさ」

　真鹿野は目当てのコンテナにたどり着くと、派手な赤に彩さい色しきされた鉄の箱に刃を突つき立たてる。

「多々羅式剣技ぎ・一ノ太刀たち《繫つなぎ刃やいば》」

　その声に反応し、コンテナがぼこぼこと隆りゆう起きする。

　表面の金属は形を変え、細い刀身にまとわりつくように結合していく。

「な……！」

　弦の隙すき間まを縫ぬって届く、驚きよう愕がくの声。

　コンテナはごっそりと抉えぐり取られ、代わりに現れたのは巨きよ大だいな赤い刀だった。

　多々羅の核となる心空管は《金属操作管メタルドライヴ》。触ふれた金属を自在に巻き込み、新たなる刃へと変えることが出来る。超ちよう重量になった刀は《強化管エンハンサー》で高めた全身の筋肉で支える。

　真鹿野は己の身長を三倍した長さ、体重を十倍した重さの刀を両手で持ち、背後に回して構える。

「その技の、もう一つの欠点は、全方位への攻撃に弱いことだ！」

　両りよう腕うでに力を込こめ、圧あつ倒とう的てきなリーチと破は壊かい力を上乗せされた刀を、横一文字になぎ払はらう。

　相手の姿を追える、追えないなど関係ない。間合いに入ったもの全すべてを叩たたき斬る。

　何を斬ったかなど分かりはしない。

　だが振り抜ぬいたとき、刀を握にぎった手には確かな感触があった。

「ひああっ！」

　弾はじき飛ばされるシェリー。

　硬かたいものを叩いた音がしたことから、どうやら彼女はとっさにゼクス・アクスで防御したらしい。相手は転てん倒とうしたものの、傷らしい傷は見受けられない。

　──なかなか粘ねばる。だが、これで終しまいだ。

「刀解き」

　刀を形成していた金属がずるりと溶とけ落ちる。地面に散らばったコンテナの残ざん骸がいを尻しり目めに、体勢を立て直そうとする敵へと駆かけ寄よる。

　相手も応戦しようと近くに落としたギターを拾い上げる。

　その動きは鈍にぶい。繫ぎ刃の一撃を受け、腕が痺しびれているのだろう。

　準備が整うまで待ってやる義理はない。

　真鹿野は刀の切っ先を、相手の首筋に差し込んだ。

「は……」

　信じられない、という表情で、だらんと地面に手を下ろすシェリー。

「──これで少しは懲こりたか？」

　真鹿野はそう言って、刀を引き抜いた。

　──その刃には血は一ひと滴しずくもついていない。

　無論、女の首から赤い液体が噴ふき出すことはなく、返り血もつくはずがない。

　殺されたと思い込み脱だつ力りよくしていたシェリーだったが、やがて違い和わ感かんに気づき、手で首をおさえる。

「な、なんで？」

　血が出ていないことを確かく認にんし、より驚愕に瞳ひとみを染める。

　無理もない。真鹿野は間ま違ちがいなく、シェリーの首に刀を突き立てたのだから。

「あれ……？」

　刺さされたと思ったのは勘かん違ちがいで、本当は寸止めだった──結局、首の後ろまで手で触さわって、そう結論づけたらしかった。

「続けるか？」

　訊たずねると、シェリーは悔くやしげに舌打ちするも、すぐに両手を広げて降参の意思を示す。

「アンタ、どういう強さよ。ダンチョーより明らかに強いじゃない」

　さっきまで刃を交えていたとは思えないほど、あっけらかんとした表情だ。

　まだ燻くすぶっているこちらの警けい戒かい心しんなどお構いなし。

「参考までに訊きいときたいんだけどさぁ、アンタ心聖機士ビートパラデインの中で何番目に強いのぉ？」

　どうやら戦いを続ける意思はないらしい。

　図太さ、無神経さにむしろ感心しながら、真鹿野は刀を下ろす。

「レノン・シダルハート以外の、黒死の悪夢を生き残った五人の実力は拮きつ抗こうしている。普ふ段だんのギルグリン・ミッドフォードにオレほどの強さを感じなかったのだとすれば、それはアイツが本当の力を出していなかったからだ」

　それを聞いたシェリーは、ちぇっ、と不満そうに舌打ちした。

「ダンチョーにはそれだけ手を抜かれてたってことぉ？　舐なめられたものね」

「……いや、アイツは本気を出せなくなってしまったのさ」

　なぜこんなことを話してしまっているのだろうと、真鹿野は自分自身を不思議に思う。この三年間、心聖機士ビートパラデインについてなど誰だれにも語ったことはなかったのに。

　──いや、自分は誰かに聞いてほしかったのかもしれない。

　心聖機士ビートパラデインは六人集まれば最強だった。

　後にも先にも、心空機士団にあれ以上のチームは生まれないだろう。

「心聖機士ビートパラデインってのはバケモノばっかりなのぉ？　ま、いいけど」

　地面に尻しりもちをついたまま、少女は手を差し出してくる。

「あとさぁ、か弱い女の子が倒たおれてるんだから気を遣つかいなさいよね」

　今さらか弱さを主張されても反応に困るが、仕方がないので手を貸してやる。

「……オマエ、本当の狙ねらいはなんだ？」

　一いつ瞬しゆんだけ悔しさを見せたものの、それからの態度はさばさばしすぎている。

「言ったでしょお？　試金石だって。別に最初から勝てるとは思ってなかったの。アタシも、そんなに自信過か剰じようじゃないんだから」

　確かに彼女は腕うで試だめしだと口にしてはいた。

　だが、ならばなおさら力の差を見せつけたのに冷静でいられるのは不自然だ。

「じゃあ、また気が向いたら勝負してよねぇ」

　シェリーはそう言うと、ギターケースを担かついでその場を去っていく。

　真鹿野は考える。今の戦いで自分が失ったものがあるとするならば──

　多々羅の能力、技わざの一いつ端たんを開示してしまったことくらいか。

　とはいえ、多々羅の力は半分も見せていない。そんなことをすれば、あっさりと勝敗がついてしまうのが分かっていたからだ。

（……まあいいか）

　彼女の企たくらみがなんであろうと問題ない。こちらのビートガジェットの能力を知られたところで、自分が負けなければ良いだけの話だ。

　真鹿野は刀を鞘さやに収め、空を仰あおぎながら再び過去に思いをはせた。




　自室に帰ってきてからも、クウゴはずっと考えていた。

　考えても考えても、やはり気持ち悪さ、しこりの正体はよく分からなかった。

　戦せん闘とう集団である心空機士団に籍せきを置いているのだ。身近に危険は満ちあふれている。

　イグゼラド戦では、メリナだって死にかけた。危険な目にあって欲しくないのは、ツグミだけじゃなく、彼女についても同じだ。

　それでも、感覚としてはどうも違ちがう。ツグミがこれまで、危険とは無む縁えんの場所にいたから、余計に心配に感じてしまうのだろうか。

「いや、違うな……」

　やはり関係性の問題なのだ。

　メリナは、危険を共にする仲間。

　一方で、ツグミは仲間というより、家族だ。

　彼女まで危険に足を踏ふみ入れたら、自分の足元が崩くずれてしまう──そんな気がする。

　と、そのときチャイムが鳴った。時刻はもう夜の十一時を回っている。

　誰かと思って扉とびらを開けると、そこにはツグミが立っていた。

「どうした？　こんな時間に」

　今日、一いつ緒しよに連れて行かなかったことについて恨うらみごとを言われるかと思ったのだが、柔にゆう和わな表情から察するに違うらしい。

「なんだかハンプティ・ダンプティが起動しなくなっちゃったんだよー」

　目の前の少女は、いつも使うバイザー型のガジェットを胸むな元もとに抱かかえていた。

「ちょっと見てもらってもいいかなー？」

「ああ、いいぜ。すぐ直るかもしれないし、部屋に入るか？」

　ガジェットの修理はクウゴの趣しゆ味みだ。喜んで引き受ける。

　心空管や金属部品の散らかった部屋に招き入れると、ツグミをベッドに座らせ、クウゴは作業机のチェアに腰こし掛かける。

　壊こわれたハンプティ・ダンプティを受け取ると、ふと懐なつかしい気持ちに襲おそわれた。

「ツグミと初めてちゃんと話した時のことを思い出すな」

　口に出すと、ツグミもふふっと笑った。

「そうだねー。あの時はまだわたし、緊きん張ちようしながら話してたなー」

「へえ、全然そんな感じはしなかったけど」

「くーごはそのときから、空気読めないひとだったからねー」

　ざっと外観を見た限りでは、ハンプティ・ダンプティにおかしなところはない。

　内部を確認してみるか、と極ごく細ぼそドライバーを手に取り、ネジ穴にあてがう。

「覚えてる？　あのとき、くーごがわたしに言ってくれたこと」

「ん、俺なんか変なこと言ってたか？」

　注意深くネジを回しながら訊ねる。

「んーん、今のくーごでも言いそうなこと言ってた。くーごはぜんぜん変わらないよね。ほんと、あのころのままだよ」

「それ、褒ほめられてる感じじゃないよな。中学の時と変わってないとか、成長してないってことじゃんかよ」

「そんなことないよ。うーん、そうだなぁ。変わったように見えないのは、真っ直すぐ成長したからだよ。形は変わってないけど、背だけが伸のびてるの」

　ものはいいようだ。

　バイザーの外側、心空管の根元を覆おおっている金属板を取り外しながら苦く笑しようする。

「ツグミは結構変わったよなー。あの頃ころは周りから浮ういてるとか言ってたのに、気がついたら輪の中心にいるやつになってたもんな」

「そうかな……。わたしは自分が中心にいるなんて思ったことないよ？」

「あー、中心っていうのは違うか。そうだな、むしろツグミは輪そのものなのかもしれないな。その中にいるとほっとするから、みんな輪の中に入りたがるんだよ」

　自分で言いながら、気づいたことがあった。

（俺って、ツグミにそういう役割を押しつけてきたのかもしれないな）

　ほっとできる存在。自分の帰る場所。

　心空機士団に入るとき、自分は御樹根島を守ろうとした。

　御樹根島、そこに暮らすツグミ、三年間母親代わりだった叔母おばのツバメ、島民のみんなは、自分の心を支えてくれていた。

　機士になってからも、御樹根島は変わらず心の中に、いつか帰る場所として在った。

　邪禍の秘密や、機士団に裏切り者がいるという事実を知っても、その思いのおかげで前向きな気持ちを失わずにいられた。

　だが、ツグミがあとを追いかけてここへ来た。

　彼女はそばで安らぎをくれる反面、クウゴと同じくこの街、そして世界の裏側に触ふれようとしている。

　きっと自分はそれが耐たえられないのだ。ツグミを巻き込めば、彼女は自分と同じ側の存在となり、安らぎをくれる存在ではなくなってしまう。

　自分勝手な考え方だなと自じ嘲ちようする。ただの感情論だとも思う。

　しかし、許せないものは許せない。理解するのと、考えを変へん更こうするのとは別の話だ。

「ねえ、今日メリナちゃんとなにを話したの？」

　考え込みながら故障品と向き合っていると、ツグミがそう訊ねてきた。

　その声こわ色いろにはどことなく責めるような響ひびきが含ふくまれている。

「なんだよ。やっぱり今朝のけ者にしたのを怒おこってるのか？　大したこと話してないぜ？　フラーム社内で邪禍が出たとき、どう対応するかについて相談してたんだよ。ほら、ツグミはシフトに入ってるけど、戦闘するわけじゃないだろ？　だからさ──」

「……やっぱりわたしには言えないんだ」

　がっかりしたような呟つぶやきに、クウゴは顔を上げる。

　ツグミの顔には、眉まゆを持ち上げて無理に作った笑いが浮かんでいた。

「くーごって、ずっとわたしに隠かくし事ごとしてるよね。そういうの分かるよ？　付き合い長いもの」

　自分のついた噓うそに、ずきりと胸が痛んだ。

　ツグミは気づいていたのだ。クウゴが重い物を背負い込んでいることに。そしてそれをメリナとだけ共有していることにも。しかし、知らんぷりを続けていた。きっといつか打ち明けてくれると信じて。

（……しょうがないだろ。これはお前のためでもあるんだから）

　そう言いたい気持ちをぐっと堪こらえた。分かっていたからだ。そんなことを言えば、もはや邪禍の秘密や裏切り者について、隠してはおけないことが。

「じゃあ逆に俺も訊いていいか？」

　だからハンプティ・ダンプティを持ち上げる。

「どうして自分で壊したんだ？」

　ツグミの笑え顔がおがさっと消えた。やはりそうか、とクウゴは確信を持つ。

「……なんで分かったの？」

「そのくらい分かるよ」

　クウゴは金属板を取り外した部分から切れた心導線フイラメントをつまみ出す。

「ここの心導線フイラメント、経年劣れつ化かの断線にしてはプッツリ切れすぎなんだよな。これ、ハサミで切っただろ」

「………………さすがだねー。心空管のこととなると敏びん感かんだ」

　ツグミはしばらく沈ちん黙もくしたあと、手を広げ他人ひと事ごとのように降参の意を示す。その諦てい観かんまじりの無感情さは、まるで彼女らしくなかった。

（彼女らしさって、なんだよ）

　そんな風に思ってしまう自分自身にも腹が立つ。その怒いかりは、声にも表れてしまう。

「付き合い長いんだから知ってるよな。俺はガジェットを粗そ末まつにするやつが嫌きらいだ。なんのためにやったのかしらないが、ふざけるなよ。このガジェットはお前の相棒だろうが」

　ツグミは目をそらし、ベッドから立ち上がる。

「くーごにとって、わたしってなんなの？」

　その問いに、とっさに答えが出ない。家族、という返事を期待されているのではないことは、クウゴにだって分かった。

「ガジェットのことばっかり気にして、わたしのことなんか気にしたことないでしょ」

　何も言えなかった。なぜなら、彼女の瞳ひとみから涙なみだが溢あふれていたからだ。

「ねえ、なんでメリナちゃんとは秘密を共有できて、わたしとはできないの？　わたしって、くーごにとってそんなにいらないひと？」

「……そんなわけないだろ。何でもかんでも言えばいいってもんじゃない。メリナは自分で身を守れるかもしれないけど、お前はそうじゃないんだから」

　ツグミは涙を拭ぬぐい、毅き然ぜんと目を合わせてくる。

「わたしはね、御樹根島を出たときに、もう覚かく悟ごしてきたんだよ。大輪でくーごを支えられるようにがんばろうって。それなのにくーごは肝かん心じんなことは全然教えてくれない……。くーごにとって、わたしはハンプティ・ダンプティの付ふ随ずい物、便利なデータベースかなにかでしかないんだよね」

「っ、いい加減にしろ！」

　その言い草にはさすがにカチンときた。ツグミを巻き込みたくないという気持ちは一人よがりなのかもしれない。

　それでもその想いの中には、間ま違ちがいなく彼女への心配が含まれているのに。

「わかった」

　ツグミは再び溢れ出しそうになった涙をこらえて口を曲げると、扉を強く叩たたきつけ、部屋を出て行ってしまった。

「……はあ」

　椅い子すに背をもたせかける。己おのれの器うつわの小ささへの落らく胆たんと、ツグミにそんな風に思われていたのかという悲しみとで、もはやため息しか出なかった。

　作業机の上では、壊れたハンプティ・ダンプティが無機質な輝かがやきを放っていた。







　《第三章　それぞれの決意》







「直らなくてもいいってことは、別に直ってもいいんだろ？　おれを助けると思って、修理させてくれよ」

　三年前、壊れたハンプティ・ダンプティを手にしてクウゴは言った。

　ツグミは断り切れずに仕方なく、とはいえどこかほっとしたような気持ちになりながら修理のための道具を渡わたす。すると彼は嬉き々きとした表情でさっそく修理に取り掛かかる。

「そっちも、手当てしといた方がいいんじゃない？　痛そうだよ」

「あ……」

　そう言われて、ようやく転んで手をすりむいていたことに気づいた。

　部屋を出て、台所の水で手を洗いながら考える。

　彼は──銅どう宮みやクウゴは本当に黒死の悪夢を経験し、家族を失った少年なのだろうか。

　イメージが違ちがった。もっと影かげがあって、暗くて、壊れ物みたいな人だと思っていた。

　それなのにいざ話してみたら、こちらの方が気を遣つかわれている。

（ガジェットの故障なんて、彼の苦しみに比べたらどうでもいい悩なやみのはずでしょ？）

　絆ばん創そう膏こうを貼はって戻もどると、作業はすでに佳か境きようを迎むかえていた。

「これ、誰だれにやられたんだ？」

　土台と新しいガラスとを結びつける極ごく小しようのネジを、極細のドライバーで器用に締しめながら、さらりとクウゴは訊きいてきた。

「心しん空くう管かんは地面に落としたくらいじゃ割れないからな。普ふ通つうはこんな壊こわれ方はしないよ」

「んと……うん。友達にやられたんだよ」

　そう答えた。自分の物を勝手にハンマーで叩き壊すようなクラスメイトを、果たして友達と呼んでいいものかどうかは疑問だが。

「わたしね、クラスじゃ浮いちゃってるんだよねー……」

　御お樹き根ね島じまは狭せまい。クラスのほとんどの子は昔からの友達。だからツグミは安心して自分の特技、ハンプティ・ダンプティによる高速情報処理を披ひ露ろうした。その特技が受け入れられない、気味悪がられるとは露つゆほどにも考えず。

　クウゴは片かた眼めを閉じて、装置を光にかざす。ガラス蓋ぶたのサイズ違いで、心空管に隙すき間まが出来ていないかを確かめているようだ。

「ハンプティ・ダンプティが使えるなら、そりゃ中学校じゃ浮くだろうなぁ。なにせ、使う人を極きよく端たんに選ぶガジェットだから」

「知ってるの？　このガジェットのこと」

「ああ。母さんもたまに使ってたよ」

　ハンプティ・ダンプティを下ろしたあと、クウゴがほんの少し目を伏ふせたのを、ツグミは見み逃のがさなかった。

　彼の母親、自分にとって伯母おばにあたる女性は、もうこの世にはいない。

　なんだかみっともない気分になる。きっとつまらない悩みを相談したと思われている。だからツグミは、声を明るく着き飾かざって、悲しみを覆おおい隠す。

「わたしね、ちょっと調子にのってたのかも。上手にガジェットが使えるからって、それを自じ慢まんげに見せびらかすものじゃないよねー」

「本心で言ってる？」

　クウゴはネジを別のものに付つけ替かえながら、咎とがめるように眉をひそめた。

「好きなことは上達するって言うけどさ。逆に、上手にできることを好きにならない人間ってそういないと思うんだよな。ハンプティ・ダンプティを使うの、好きなんだろ？」

　ほとんど断言されて、ツグミは頷うなずいてしまう。

　確かに自分はこの装置でメンタルネットと繫つながるのがたまらなく好きだ。

　何にも代えがたい全能感。

　特に取とり柄えのない自分が、その時だけ世界の中心になったような感覚。

　言葉にせずとも、心は読める──そう言わんばかりにクウゴは笑う。

「おれもそうだよ。ガジェットを作るのは好きだし、同年代で自分より上手うまいやつなんていないって自信もある。だから誰にどう思われようと、何と言われようと、やめるつもりはない。周囲のせいでやめたんじゃ、自分の好きだって気持ちは噓だったことになる」

「でも！」

　声が大きくなってしまったことに気づき、トーンを落として続ける。

「好きだとか、上手いとか……、そんなの結局ひとりよがりじゃない。そんなことより、周りと仲良くする方が大事じゃないの？」

「……ツグミはさ」

　面と向かって初めて名前を呼ばれ、どきりとする。

「ツグミはさ、何かやりたいことはないわけ？」

「やりたい……こと？」

「そう。このハンプティ・ダンプティで成し遂とげたいこと、だよ。ひとりよがりにしたくないなら、何のために使うかを考えなよ。今、うわべだけで人と仲良くするよりも、将来どうなって人を幸せにするかを考えた方が、おれは有意義だと思うけどな」

「くーご君は──」

「クウゴでいいよ」

「……くーごは、何をしようとしてるの？」

「おれは、親父おやじと母さんの発明を完成させるんだ」

　素っ気なく発せられたその言葉には、しかし驚おどろくほど重みがあった。

「レトロアクタを完成させる。それはみんなを笑顔にできる、新しん機き軸じくの発明なんだ」

　そう誓ちかうクウゴの瞳は、直視できないほどまぶしい。

　すごい、と心の底から思った。胸が高鳴る。自分と同じ年ねん齢れいで、こんなにも明確に夢を語ることが出来るなんて。

　──いいなぁ。

　それに比べて、自分の夢ってなんだろう。ジャーナリストの父に憧あこがれてはいるけれど、どんな記事を書きたいのかと言われると首をひねってしまう。

「直った」

　ハンプティ・ダンプティを受け取る。ガラスが変わったことで心空管がほんの少し大きくなっていたが、すっかり元通りになったようにしか見えない。

　ツグミはさっそく装着すると、起動のパスワードを唱える。

「ハンプティ・ダンプティ、塀の上へシツト・オン・ア・ウオール」

　バイザーに搭とう載さいされた心空管が輝き、空中にいくつものディスプレイが表示される。

　それらを指でタップし、動作確かく認にん。レスポンスは前と同等にスムーズだ。

「うん、かんぺきに直ってるよー。すごいね、くーごって」

　適当に表示したディスプレイを一いつ斉せいに消すと、クリアになったバイザーの先でクウゴが目をぱちくりさせていた。

「ツグミこそすごいな。本当に使いこなせるんだ。親父なんて五分で挫ざ折せつしたのに」

　その言葉は、素す直なおに嬉うれしかった。

「お母さん以外で初めてだよ。ハンプティ・ダンプティを使うわたしを認めてくれたの」

「いや尊敬するよ、本当に」

　細い腕うででの作業が疲つかれを呼んだのか、彼はドライバーを脇わきのデスクに置き、二の腕あたりを優やさしくさすった。

「さて、直してあげたお礼をもらってもバチはあたらないよな？」

「え。直させてあげたんじゃなかったっけー？」

　本当は感謝しながらも意地悪を言ってみると、クウゴはふてくされた表情を作る。

「細かいことはいいじゃんか。メンタルネットで見たいサイトがあるんだよ。なにせ三ヶ月間も情報源がなかったからさ。ガジェット・ニュースだろ、心空管ソサイエティ、心空力学通信も。ばぁーっと空中に記事を出しちゃってくれよ」

「それって全部心空管関係のサイトだね」

「ああ、おれは根っからの心空管好きガジエツトフリークだからな」

　ふふっと笑いを返し、ハンプティ・ダンプティで言われたサイトを表示していく。

　作業をしながら、ツグミは思う。

　──わたしは、くーごを見守るためにハンプティ・ダンプティを使おう。

　いつもそばにいて、彼がガジェットを作るのを支え続けよう。

　そして彼が夢を叶かなえたとき、それを世界へ一番に発信するのは自分だ。

　心の中で反はん芻すうしてみると、それは素晴らしい夢に思えた。

　叶えばきっと──クウゴと自分は最高の幸せを共有できる。

（ね、すてきだと思わない？　ハンプティ・ダンプティ）

　ツグミは心の中で小さく、自分の相棒に呟つぶやいた。




　日曜日の朝。ツグミは陰いん鬱うつな気分で目覚めた。

　昨夜眠ねむれたのは何時だっただろう。時計を探すと、針はすでに十時を少し回っている。

　洗面台に行き、顔を洗ってから寝ね癖ぐせのついた髪かみを梳すく。

　鏡には、目の周りが赤くはれた自分が映っている。ひどい顔だ。誤ご魔ま化かしに使える伊達だて眼鏡めがねをかけていて本当に良かった。

　──どうして、あんなことを言ってしまったんだろう。

　今日は午後から警護任務が入っている。それもクウゴと一いつ緒しよだ。

　出会って三年、顔を合わせたくないなと思うのは初めてだった。

　ニトも警護担当だったはずだから、待機室ではあまり話さなくても場はもつだろう。

　問題はむしろ寮りよう内ないでばったり会ってしまうこと。そうなったら絶対に気まずい。

　とはいえ部屋にいても気が滅め入いるだけだ。ツグミは早めに寮を出て、外で昼食を食べることにした。

　自室の扉とびらを開けると、外側のドアノブに紙かみ袋ぶくろが引っ掛けられていた。

　袋を開くと、中にはハンプティ・ダンプティと、一枚のメモ書き。

　見慣れた文字で『ごめん。直しといた』と書かれている。

（そんなに怒おこっていないのかな……）

　そう思ったが、気分は晴れなかった。

　エレベーターに乗り込んで一階ボタンを押し、袋に入ったガジェットを上からなでる。

「ごめんね……。ハンプティ・ダンプティ」

　クウゴは怒って当然なのだ。このガジェットはずっと長い間、ツグミの宝物だった。

　そして宝物であることを認めてくれたのは、他ほかならぬクウゴだった。

　きっとあの日、クウゴの言葉を聞かなければ、自分はハンプティ・ダンプティを手放していたと思う。そして今よりも無力な、ただの高校生として日々を過ごしていただろう。

　クウゴを追いかけてくることが出来たのは、ハンプティ・ダンプティがあったからだ。この相棒がいるから、自分は彼の役に立てる。

　しかし、一方で思う。

　このガジェットがなかったら、自分は彼にとって必要ない人間なのではないか、と。

　いや──このガジェットがあったとしても、今や必要とされていないのではないか？

　クウゴが何かを隠かくしているのはすぐに分かった。その秘密をメリナとだけ共有していることも。おそらくそれは甘いものではない。もっと苦くて、黒い秘密。

　知らない方が幸せな、機士だからこそ知り得た残ざん酷こくな真実。

　でも、ツグミはそれを共有してほしかった。分かち合ってほしかったのだ。

（だめだよ。考えれば考えるほど、いやな気持ちになる……）

　下降するエレベーターは途と中ちゆうの五階で止まった。扉が開いて入ってきたのは、担任でありウルカヌスの研究者でもある灰はい草ぐさカナエだ。

「よう、どうかしたのか？」

　白衣を着た彼女は煙草たばこの形をした昆こん布ぶのお菓か子しを口から離はなし、問いかけてくる。

　この声は弱っていた心にびっくりするほど染しみ渡わたった。

「……カナエせんせいー」

　情けなく、涙なみだが流れた。眼鏡をずらして頰ほおをふき、何とか取り繕つくろうとするが遅おそすぎる。

「うおっ、なんだよ泣きはらした顔して。ちょっとオレとお茶でも飲むか？」

　カナエは優しくツグミの頭を撫なで、研究室のある三階のボタンを押す。

　エレベーターの扉が開き、広い廊ろう下かを歩いてカナエの部屋へ向かう。

　ウルカヌスは休日が固定されていないため、日曜日でも他の研究員の姿がある。

　水すい槽そうで埋うめ尽つくされた部屋に入り、椅い子すに座る。カナエはビーカーや試験管が並んでいる棚たなからガラス製の急きゆう須すを取り出すと、乾かん燥そうした茶葉を入れ、ポットのお湯を入れる。

　緑茶や紅茶ではない、酸味のある香かおりが漂ただよう。落ち着くというよりも食しよく欲よくが刺し激げきされるような、それでいて懐なつかしい、奇き妙みような芳ほう香こうだ。

「なんですか、そのお茶」

「梅昆布茶。ちなみに昆布はここで培ばい養ようしたものを使っているんだぞ」

　彼女の昆布好きも筋金入り。ツグミも別に嫌きらいではないが、ここまで来ると病的だ。

　カナエは取っ手のついたビーカーにお茶を注ぎ、差し出してくれる。

　おそるおそる飲んでみると、ほのかな梅の香り、それに昆布のしょっぱ甘い旨うま味みが口の中にじんわり広がった。

「あ、おいしい」

　潮の香りが御樹根島を思い起こさせて、ほっとする味だ。

「だろう？」

　満足げに微笑ほほえんだカナエは、自身も座ってカップに口をつける。

「で、何があったんだ？」

「えと、実は……」

　ところどころを伏ふせながらも、昨日あったことを話す。

「ふーん、銅宮とケンカをねえ」

　気のない反応に、ツグミは口を尖とがらせる。

「カナエ先生どうでもいいと思ってるでしょー。真しん剣けんに悩なやんでるのにー……」

「まあ、お前らの年齢なら日常茶さ飯はん事じなんじゃないのか？　口ゲンカなんて」

「そんなことないですよ。わたし達、これまでほとんどケンカしたことないですから」

「三年間一緒に住んでて？　それはそれで、健全な関係じゃないと思うけどな」

「そ、そうでしょうかー」

「そうだよ。銅宮なんて我が道を行くタイプと一緒にいて、腹が立たない方がおかしい」

「先生、結構毒舌ですよねー……。そうかなぁ、わたしはあんまり怒ったり、怒らせたいとは思わないけど……。だってお互たがい傷つくだけで、誰だれも得しないじゃないですかー」

「得するしないの問題じゃないさ。雨降って地固まるという言葉もあるくらいだ。お前達って意外と、お互いのことをよく知らないのかもな」

　ふむ、と顎あごに手を当て、彼女は言い直す。

「いや、違ちがうか。お前は銅宮のことをよく知っている。でも、銅宮はお前のことをよく知らない。こっちの方が正しいかな」

「くーごが、わたしのことをよく知らない？」

　そんなこと、考えたこともなかった。

　これまで三年間、御樹根島の同じ家で一緒に暮らしてきたのに──？

「というより粟あわ橋はし自身も、自分のことをよく分かってないんじゃないか？　だから銅宮に合わせてしまっていた。自分の気持ちを相手に伝えてこなかった。違うか？」
















「……そうかもしれません」

　胸が痛かった。

　秘密を作らないでほしい。全部打ち明けてほしい。クウゴと悩みを共有したい。

　そんなことを望んでおきながら、対するツグミは彼に自分の考えをしっかりと伝えてきただろうか。

　己おのれに問いかけるまでもない。全然出来ていなかった。

「……それでもわたしは、くーごを見守っていたいんです」

　言葉には意気を込こめたつもりだったが、相手の反応はどことなく冷めたものだった。

「お前は銅宮に依い存ぞんしている」

「依存……」

　カップにお茶を注ぎ直すカナエは、なぜか苛いら立だった雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

「オレに言わせれば、お前は自分のために生きた方が幸せだと思うがな。それだけの強さを持っているようにも見える」

　カナエは自分を認め、将来のことを考えてくれているのだ。

　ならば、中ちゆう途と半はん端ぱな答えは返したくない。

　クウゴの発明を見届けたいという夢。

　確かに自分は、クウゴの夢に自分の夢を乗せているだけなのかもしれない。

　それでも──ツグミは思う。それこそが自分の紛まぎれもない夢なのだと。

　クウゴはレトロアクタを完成させる。それを疑ったことは一度もない。

　ただ、その発明も公おおやけにならなければ意味がなくなってしまう。

　誰も知らないまま埋もれてしまう可能性だってある。

　彼の努力が評価されないまま終わるなんて、耐たえられない。だから──

「わたしは、くーごのそばにいたいんです。そしてくーごがレトロアクタを完成させたとき、そばにいられるような自分でありたい。そう思うのはダメですか？」

　今までになく強い口調で、ツグミはそう問うた。

「それは茨いばらの道だぞ」

　カナエもまた、真っ直すぐにツグミを見つめ返す。

「分かってます。そのつもりで御樹根島を出てきました」

　決然と言うと、ようやくカナエは表情を緩ゆるめる。

「……そうか。それならいいんだ」

　自分の気持ちがすごくまとまっていることに、ツグミは気づいた。

　カナエはきっと、こちらの覚かく悟ごを確かめようとしていたのだろう。

「ありがとうございます。わたし、がんばります」

「ああ。ところで、時間の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　そう訊たずねられて、はっと時計を見るともう十二時半を回っている。

　警護の開始まであと三十分もない。

「うわわ、遅ち刻こく確定かも。ばたばたですいません。わたし、行きますね！」

　踵きびすを返し、研究室を出て行こうとしたとき、

「ごめんな」

　かすかに、そんな言葉が聞こえた。

「……はい？」

「いや、なんでもない。ほら、遅刻するんだろ？」

　急せかされてツグミは走り出す。

　さっきのは、問とい詰つめたことに対する謝罪だったのだろうか。

　それにしては妙みように、カナエの声は沈しずんでいた気がした。




　クウゴが待機室へ着くと、いち早く声をかけてきたのは退たい屈くつそうにしていたニトだ。

「クウゴ先せん輩ぱいお疲つかれっス！　あれ？　今日はツグミ先輩は来ないんスか？」

「いや、シフトには入ってたはずだけど」

　室内には数名の下級機士がいるものの、その中に従妹いとこの姿はない。どうやら自分の方が先に来てしまったようだ。

「てっきり一いつ緒しよに来るかと思ってたんスけど」

「いや、まあ色々あってさ……」

　椅子に座り、大きく息を吐つく。

　直したハンプティ・ダンプティはドアノブにかけておいたが、もう彼女との関係は直らないだろう。なぜか、そんな確信があった。

　やはり昨夜、秘密を共有するべきだったのだろうかと後こう悔かいする一方で、そんな些さ細さいな話でもないとも思う。

　クウゴはメリナほど、ツグミを頼たよりになると思えていない──すれ違いの原因はそこにある。だからこそ、心の底から頼ろうと思わない限りは秘密を教えるべきじゃない。

　そうでなければ、ツグミが傷ついたときにもっと後悔することになる。

「なんスか、ケンカっスか？」

　クウゴの悩みを感じ取ったか、ニトは隣となりの椅子に移り、身体からだを猫ねこみたいにすり寄せる。

「どうしてこの機士団はまとまらないんスかねえ。ニト、よく運動部の助すけっ人としてるっスけど、ここまでチームワークに欠けるとこはなかなかないっスよ」

　機士団の誰とも仲の良いニトに言われると、立たつ瀬せがない。だが──

「なんで楽しそうにしてんだよ」

　ニトはすこぶる笑顔で、むしろトラブルが起きているのを喜んでいるかのようだ。

「これはもうニトが団長になって、大ダイ輪リン支部を立て直すしかないっスね！　一度なにかの部長とかやってみたかったんスけど、団長と呼ばれるのも悪くない気がしてきたっス」

「すごい体育会系になりそうだな。勘かん弁べんしてくれ……」

　ニトとの訓練内容を思い出し、膝ひざがガクガク震ふるえた。

　ちなみにストリボーグ救出作戦のあとも、腹筋、腕うで立たて、スクワットなど一日の筋トレノルマを設定されており、破ると物もの凄すごい剣けん幕まくで怒おこられる。筋肉を観察すれば、トレーニングをこなしたかどうかはすぐに分かるらしい。

　そして一番恐おそろしいのは、厳しい設定量をこなしても、だんだん筋肉痛を感じなくなってきた自分だ。このまま行くと、一年もすれば立派なムキムキボディの出来上がりだ。

「なんとか細マッチョ程度に留とどめないとな……」

　ニトの筋肉好きの被ひ害がいも自分で食い止めないと。さもなければ機士団全員がすごい筋肉になってしまう。戦せん闘とう集団としては正しいあり方なのかもしれないが。

　などと考えていると、待機室のドアが開いた。

　ツグミだと思って身構えたのだが、入ってきたのはメリナだ。

「あれ、メリナって今日シフト入ってたか？」

　念のため机に置かれたシフト表を確かく認にんするが、載のっていない。

「なによ、なかったら来ちゃいけないの？」

　メリナは不服そうにしたあと、座ったクウゴの肩かたに手を置き、耳元で囁ささやく。

「もう五日目よ。今日の夕方にはメガアンプの試運転、明日あすにはツインランスへの取り付け作業が始まる。脅きよう迫はく者が修理を止めたいなら、今日くらいしかないじゃない」

　常に最悪のケースを想定する彼女らしい思考に基もとづき、応おう援えんに来てくれたらしい。

「ありがとな。俺、全然そんなこと考えてなかったぜ」

　警けい戒かい心しんが鈍にぶりつつあっただけに、その指し摘てきに気を引き締しめる。

「お礼言われる筋合いないんだけど。あなたのために来たわけじゃないし」

「おや？　こちらはなんだか仲良さそうっスね。もしかしてツグミ先輩とケンカしたのはこれが原因っスかぁ？」

　にやにやしながらニトが脇わきをこづく。

「あのなあ」

　洒落しやれになってないぞと返そうとした、その時だった。

　ツインランスの方角から不協和音が鳴なり響ひびく。

　もはや聞き慣れつつある、避ひ難なんを促うながすパイプオルガンの音色だ。

　素す早ばやく携けい帯たいガジェットを取り出したメリナが、機構戦略室に連れん絡らくをとる。

「……現在、出現場所は計測中。ＶＯＲＭヴオルム濃のう度どはＤですって」

　ガジェットを耳に当てながら、クウゴ達に情報を伝える。

「大した濃度じゃないな」

　警戒しただけに拍ひよう子し抜ぬけした。そんな濃度では相手にならないと、脅迫者も分かっているだろう。ということは、自然発生した邪じや禍かだろうか。

「濃度Ｄならこっちの当番じゃないシェリー先輩や下級機士に任せればいいんじゃないっスかね？　ちなみに出現エリアは？」

　携帯ガジェットから流れてくる報告を復唱するメリナ。

「大輪南部……」

　その顔が青ざめていく。

「フラーム社中央作業棟とうよ！」

　待機室にいた機士達は一いつ斉せいに監かん視し映像の映ったモニターへ近づく。皆みなが手分けして二十以上ある画面一つ一つを確認していく。

　五階建ての中央作業棟。外に向けて設置された監視カメラの映像に、異状なし。

　一階にはロビーと来客用の会議室が大小五部屋。地下の警備室含ふくめ、異状なし。

　二階と三階は壁かべを取とり払はらい、フロアの大半を大きく開放的なスペースとして使っている。二階が事務系の社員が働くスペース、三階が管かん律りつ技ぎ師しや工場勤務技術者のデスクスペースだ。どちらも異状は見受けられない。

　四階はフラーム社の主任研究員達が使う個別研究ブース、五階は以前訪おとずれた広い作業スペースだ。四階、五階のフロアへ進むためには、権限者が持つ心空管の形をした認証キーが必要となる。この二つの階では企き業ぎよう秘密を多く取り扱あつかっているため、非常時以外は監視カメラの映像確認を禁じられていた。

　もちろん、今は別だ。当然画面を切きり替かえて各部屋の確認を行う。

「どこだよ。どこにも見えないぞ？」

　だが、邪禍らしき異形の姿は全く映り込んでいない。

　まだ状じよう況きようが把は握あくできていない技術者達が、不安な様子で仕事を続けているだけだ。

　メリナは机に立てかけてあった緊きん急きゆう用のマイクを取り、そのスイッチを入れる。

『中央作業棟内部に邪禍出現。管律技師および従業員は敷しき地ち外へ避難してください』

　中央作業棟の外がい壁へきには張り出し通路キヤツトウオークが備わっている。邪禍の居場所が摑つかめないため、メリナはそちらの利用を促した。待機室にいた下級機士にも指示を出し、張り出し通路キヤツトウオークから降りてきた技術者達の警護に当たらせる。

　画面のなかではさっそく皆が避難を開始した。

　邪禍出現は日常茶さ飯はん事じの大輪だ。彼らはパニックにもならず、素早く避難行動へ移る。

「よし、俺達は邪禍を探そう」

　大量に設置された監視カメラにも死角はある。直接見回れば分かることもあるかもしれない。そう思って待機室の外へ出ようとしたところ、メリナに手を摑まれる。

「注意して。ＶＯＲＭ濃度の計測器はあくまでこのビル周辺の濃度を計測したものよ」

　その言葉に息を吞のむ。

　邪禍は屋外で出現するのが常。表向きは、電子機器の散乱する廃はい墟きよ、東京から邪禍が来るから。──実際はメガアンプから放出された心しん素そが空気中に蓄ちく積せきされていくから。

　ゆえに計測器もまた、各地区の屋外に設置されている。

　大輪の対邪禍システムは、屋内での邪禍発生を想定していないのだ。

「屋外で濃度Ｄが計測されるってことは……」

「おそらく、邪禍が屋内に発生したのだとしたら、ＶＯＲＭ濃度は最低でもＢよ」

　初めての屋内戦、しかも濃度Ｂ以上の邪禍が相手──苦戦は想像するにかたくない。

「見てください！　一人やられました！」

　引き続き監視映像を確認していた下級機士の青年が叫さけんだ。

　慌あわてて見ると、画面には血を流して倒たおれたスーツの男が映っている。複数の技術者達がその一人を囲み、なんとか抱かかえて逃にげようと必死だ。

　だが、その周囲に邪禍らしき影かげは──やはりない。

「邪禍はいた？」

　メリナが問うも、下級機士の青年は首を横に振ふる。

「ずっと見てました。でも、ひとりでに背中から血が流れ、倒れたようにしか……」

　画面が切り取った風景は、待機室が設置されたのと同じ階、三階のデスクスペースだ。

「行くっスよ、もっと被害が出るかもしれない！」

　クウゴ、メリナ、ニトの三人は待機室を出る。

　コンピューターと作業机が何十台と置かれた、管律技師や技術者専用のデスクスペースに着くと、そこには白衣や作業着を着た技術者達が、まだ数名残っていた。

「何をしているの!?　早く避難しなさい！」

「同どう僚りようがやられたんだ！　放ほうっておけない！」

　そう叫んだ勇気ある技術者が、次の瞬しゆん間かんには悲鳴をあげ、腕うでをおさえる。着ていた白衣の袖そでは破れ、みるみる血で赤く染まる。

「なんだよ、今の……」

　今度はクウゴ達も、直接その瞬間を見ていた。だが、邪禍を視界に捉とらえることは叶かなわなかった。かまいたちにでもあったかのように、ひとりでに血が噴ふき出したようにしか見えなかったのである。

　ぼけっとしている場合じゃない。怪け我が人にんと残っていた技術者達を守るように立ち、クウゴはメリナに訊たずねる。

「なんで邪禍が見えないんだ!?　机の陰かげにでも隠かくれているのか？」

「いいえ。多分、そういう邪禍なのよ……」

　可変式拳けん銃じゆうトリガロードを抜ぬいたメリナは記き憶おくを引き出すかのように呟つぶやく。

「日本で出現した例は聞かないけれど、ヴィクトルでは一度だけ観測されたことがある。ＶＯＲＭ濃度Ｂ、インビジブラ。光を透とう過かし、肉眼で確認することは出来ない」

「つまり……、透とう明めいってことか？」

　そんなもの、どう戦えばいいんだ。空気の流れでも見ればいいのか？

　試ためしに目をこらしてみるが、さっぱりその居場所は摑めない。隣に立ったニトもまた、手を眉まゆの位置にあてて低い目線から邪禍を発見しようとしている。

「……厄やつ介かいな相手っスけど、脅迫者はどうやって三階に邪禍を発生させたんスか？　このフロアに入れるのは、フラーム社の関係者以外では機士団のメンバーだけっスよね」

　その疑問はもっともだ。

　そして、メガアンプを修理している五階ではなく、三階に発生させたということまで踏ふまえると、より脅迫者の姿は絞しぼられる。

　つまり、脅迫者は三階までは入れるが、五階には入れない人物。

　その条件は、機士団のメンバーとぴったり合がつ致ちする。

　──脅迫者は、機士団の中にいる。やはり、脅迫者と裏切り者は同一人物だ！

　メリナと目を合わせる。彼女もおそらく同じ結論に達したのだろう。頷うなずいてみせる。

「すまない。こっちは大だい丈じよう夫ぶだ。避難を始める」

　残っていた技術者達が怪我人を背負い、張り出し通路キヤツトウオークへ出る扉とびらへと向かう。

　それを守りながらクウゴ達も後退する。

「メリナ、ここから邪禍が五階に上がるとしたら、どんなルートが考えられる？」

「エレベーターは認証キーがないと五階にはいけない。階段を使う場合も四階へ行くには鉄てつ扉ぴを開くためのキーが必要だし……」

　そこまで言って、メリナに気づきがあった。

「待って、今なら張り出し通路キヤツトウオークの階段を使えば五階に上がれるわ」

　張り出し通路キヤツトウオークには侵しん入にゆう防止のために何重ものセキュリティが組み込まれている。外から入ろうとしても扉は開かないし、下手をすれば銃じゆう撃げきを浴びせられる。

　だが避難に使っている今この瞬間は、セキュリティシステムはカットされている。避難者が残っている以上、システムを復活させるわけにもいかない。

「つまり、ここを通せばニト達の負けってことスね。ちょっとは分かりやすくなったじゃないっスか」

　怪我人を背負った技術者達は、ようやくエレベーターホールの反対側、非常扉の前までたどり着いた。

　ニトはそれを確認し、ジャージから一対ついのトンファーを取り出す。

「龍ロン虎フー棍ガン・火か炎えん赤あか壁かべ」

　ビートガジェット《龍ロン虎フー棍ガン》に搭とう載さいされた《火炎操作管フレイムドライヴ》が目ま映ばゆく光り、上下にピストンを始める。

　ぶわ、とトンファーの先から炎ほのおが噴き出し、非常扉、そしてその前に陣じん取どったクウゴ達を取り囲んで出来上がったのは、腰こしあたりまでの高さがある、いわば炎の柵さく。

「ここを敵が通れば、炎の動きで察知できるっス。とはいえ、長く維い持じできないっスよ。このままだと火事になっちゃうっスから」

　言ったそばからスプリンクラーが作動し、放水が始まる。

　無論、その程度で龍ロン虎フー棍ガンの炎は消えない。それだけ火の勢いは強いということだ。

「今ならニトの意志で簡単に消せるっスけど、燃え広がってからだと無理かもっス」

　顔についたシャワーの滴しずくを袖で拭ぬぐいながら、ニトは悩なやましげに言う。

「シェリー先せん輩ぱいに来てもらえれば、こんな邪禍なんて余よ裕ゆうで見つけられるんスけど……」

「なるほど。透明な邪禍でも動けば音がする。それを感知できれば、邪禍の位置もおのずと分かるってことか」

　ゼクス・アクスの弦げんをフロアに張はり巡めぐらせば、ヘッドフォンで空間の音を把握できるはずだ。クウゴは携帯の番号を知らないため、メリナに目で頼たのむ。

「あの女に助けを求めるのは不本意だけど」

　メリナは片手にトリガロードを持ったまま、携帯でシェリーへ連絡する。

　が、しばらくコールしても繫つながらず、諦あきらめて携帯を下ろした。

「ダメか。ついてないな。シェリー先輩さえいれば楽勝なのに」

「そうね……。でも、だとしたらなおさら、今この場にあの女がいないことに意味を見いだすべきだわ」

　メリナは相変わらず、シェリーを裏切り者だと疑っているようだ。

　クウゴは彼女の耳元で囁ささやく。

「でもシェリー先輩は今日、この建物に来ていないだろ。彼女が裏切り者で、脅きよう迫はく者でもあるなら、もっと以前からこの三階に電子機器を仕し掛かけていたということだぜ？」

　誰だれにも怪あやしまれず、見つからず、長らく電子機器を置いておくことなど、可能か？

　疑問に思ったが、シェリーなら出来るような気もするのだった。

　このビルのあちこちにゼクス・アクスの弦を仕掛けていた彼女ならば──




　そのとき、シェリーは心しん空くう機き士し団だん基地にいた。

　携けい帯たいガジェットが振しん動どうで着信を告げている。おそらくフラーム社にいるメリナ達からの応おう援えん要よう請せいだろうが、今は連れん絡らくを受けられる状況ではない。

　三階にある、灰草カナエの研究室。シェリーは音をたてないようその扉を開けると、すでにケースから取り出していたゼクス・アクスから弦を展開する。

　コンピューターと向き合っているカナエの後ろ姿。

　シェリーはその頭上にゼクス・アクスを振り下ろすべく、弦による高速移動で一気に間合いを詰つめた。

　ゼクス・アクスの刃はが、リクライニング・チェアの革かわを破り、中身を飛び散らせる。

　が、すでにそこにはカナエはいない。

「なんのつもりだ？」

　声は背後から聞こえた。振り返ると、白衣の女は平然とした表情でそこに立っていた。

「あらぁ先生。ただの研究者にしては、随ずい分ぶんと勘かんがいいんじゃなぁい？」

「ただの研究者にビートガジェットを使うとは、洒落しやれにならないんじゃないかな。これはお前の独断でやったことか？」

「そうねえ。アタシってルールに縛しばられるのとか大ッ嫌きらいだからぁ、ホントは独断だって言いたいところなんだけど──今回は違ちがうのよねぇ」

　シェリーは視線を研究室の扉へと向ける。瞬間、カナエはその場を飛び退のいた。先ほどまでいた足元へ突つき刺ささったのは、鎖くさりのついた懐かい中ちゆう時計だ。

「ギルか……！」

　カナエは研究室へと入ってくる、帽ぼう子しと片かた眼鏡めがねで装よそおった男を睨にらむ。

　ギルグリン・ミッドフォード。

　ヴィクトル十三貴族の一人にして、心空機士団大輪支部の団長を。

「……残念ですよ、カナエ君」

　決して広いとはいえない、十畳じようほどの研究室のなか。

　前後を心空機士に挟はさまれた格好となったカナエに、ギルは静かに告げる。

「貴方あなたが機士団に入り込んだ異分子だったなんてね」

「なんのことだ？」

「あははははぁ！」

　まだ誤ご魔ま化かせると思っているカナエを見て、ついシェリーは笑ってしまう。

「面めん倒どうくさいからぁ、もうしらばっくれないでよ。どうしてダンチョーが香ホン港コンからあたしだけ呼よび戻もどしたか、ちょぉっと考えれば分かるじゃない？　性格が悪いアタシに、汚よごれ仕事をさせるためだってさぁ」

　そう言うと、粉ふん砕さいされたリクライニング・チェアの革をつまみ、すっ、と繊せん維いの中から一本の糸を引き抜く。

　それはゼクス・アクスの弦。シェリーはギルに命令され、大輪に帰ってきたその日の朝に、ゼクス・アクスの弦を仕掛けておいたのである。あとは、カナエが尻尾しつぽを出しそうなときにヘッドフォンに耳をそばだてれば良い。

「そこそこ前から疑われていたというわけか」

　カナエはそれを見た途と端たんにあっさりと諦め、頰ほおに苦く笑しようを浮うかべた。

「メリナは裏切り者の存在に感づいていたようだったが、お前も動いていたとはな」

「舐なめられたものですね。私はメリナ君よりもっと以前から気づいていましたよ」

　ギルは鎖を引き、懐中時計を手元へ戻す。

「貴方、検査用のガジェットだと偽いつわって、クウゴ君の体内に電子機器を仕掛けましたね。そして今、この場所から電子機器を起動させた」

　フラーム社内部に邪禍が出たという報告はあがっていた。ギルは待機室に残った下級機士から状じよう況きようを聞き、五日前にカナエがクウゴに飲ませた医い療りよう用ガジェット《ライブラー》こそ、電磁波を発し、見えない邪禍インビジブラを発生させる装置だと看破したのだ。

「面おも白しろい電子機器よねぇ。周波数設定で邪禍の種類を選んで出現させ、しかもある程度操あやつれるみたいじゃない？　インビジブラって、どう考えてもアタシがいないことを前提とした邪禍のチョイスだしぃ。一度でいいからアタシも使ってみたいわぁ」

「それが分かっていて、助けに行かなくていいのか？　お前なしでは、あいつらがインビジブラに勝てる可能性はゼロだぞ」

「そ？　アタシの見立てだと勝算は半々って感じだけど？　それに、物事には優先順位ってものがあるじゃない」

　ゼクス・アクスを降ろし、シェリーはソリッドジャケットを裏返しに着る。純白の裏にあったのは、同じ歯車の紋もん様ようがあしらわれた漆しつ黒こく。

「ギルグリン・ミッドフォード伯はく爵しやく付、特級夜や葬そう機き士し。アタシの本職はこっちだしぃ」

「なるほど、ようやく納なつ得とくしたよ。お前がギルにだけ忠実なわけが」

「アタシはさっきアンタが見せた速度には、全然納得できてないんだけど？」

　シェリーはギルに従い、殺しはしない程度に加減して攻こう撃げきした。

　しかし、それは無む駄だな気き遣づかいだったらしい。

「ちなみにクウゴ君に仕掛けた装置は、永続的に使えるものですか？」

　ギルの問いに、カナエは肩かたをすくめる。

「まさか。そこまで便利なものじゃない。使えるのは一度きりだよ」

「それはありがたい。クウゴ君の身体からだから取り出す手間が省けます。あとは貴方を縄なわにかけるだけですね」

「簡単に言ってくれるが、そう上手うまくいくかな」

　この女は戦い慣れている──その気配をシェリーは感じ取っていた。とはいえ、だ。

「さすがに特級機士を同時に相手にするのは無理があるんじゃなぁい？」

　猫ねこを被かぶっていたカナエの手の内は、依い然ぜんとして読めない。

　だからこそギルはシェリーを連れてきたのだ。遠えん隔かく攻こう撃げきが可能なギルと、高速移動が得意のシェリー。敵を決して逃にがさない、万ばん全ぜんの編制。邪禍を発生させる装置を隠かくし持もっていたとしても、この組み合わせを突とつ破ぱできるとは思えない。

　それでも、カナエは怪しく微笑ほほえみ、

「……そうだな。確かにこの、オレの領域内に踏ふみ込んでくれなければ厳しかった」

　白衣のポケットに突っ込んだ手をおもむろに取り出す。

「クロック・ロッカー！」

　ギルは叫さけび、懐中時計型のビートガジェットを放つ。

　シェリーもゼクス・アクスの弦を伝い、高速移動でカナエに迫せまる。

「遅おそいな」

　しかしその挟み撃うちを最小限の動作で紙かみ一ひと重えで躱かわし、カナエは手にした装置のボタンを親指で押す。

　部屋中の水すい槽そうが一いつ斉せいに砕くだけ散ちる。溢あふれ出した大量の水は床ゆかへと流れだすに留とどまらない。まるで水すい滴てき一つ一つに意思があるかのように、カナエの周囲を包み込む。

「さあ、心しん空くう子し文明を守護する心しん空くう機き士し達よ。勝負しようじゃないか。そちらのビートガジェットと、我ら電子文明の末まつ裔えいたるサイバネイドの電子兵器。どちらの科学力が優すぐれているのかをな」

　室内に満ちた水は、激しい流れとなってシェリー達に襲おそいかかった。




　ニトが炎の柵を作り出してから、五分が経過していた。

「姿をはっきり捉とらえられれば、大したことのない敵なのに……」

　メリナは歯ぎしりする。インビジブラの攻撃がかすった肩からは血が滴したたる。

　敵は炎ほのおを乗のり越こえ、たびたび攻撃を仕掛けてきていた。

　炎が揺ゆれ、敵が通ったことが分かる一いつ瞬しゆんに賭かけ、三人は目算で攻撃を仕掛ける。空から振ぶりに終わることも多いが、幾いく度どかは手て応ごたえもあった。

　しかし致ち命めい傷しように至らないのか、それとも複数の邪禍が存在するのか、敵は止まらない。

　精神的な辛つらさもある。見えない敵を相手にするのがこれほどしんどいとは。

　攻撃が当たっても仕留められたのか分からず、いつ反はん撃げきがやってくるかもしれない恐きよう怖ふで、一瞬たりとも気は休まらない。

　おまけにスプリンクラーの水の冷たさと炎の熱で、肌はだの感覚は麻ま痺ひしだしている。

「もうそろそろニトも限界っスよ……」

　己おのれの心空子を放出し、炎を絶え間なく維い持じしているニト。懸けん命めいにバリケードを敷しく彼女の息は、次し第だいに上がりつつある。ただ炎を放出するだけではない。建物に燃え広がらないよう、微び妙みような調整を続けているのだ。その消しよう耗もうは著いちじるしい。

　このままでは負ける。なんとかして敵の気配を探さぐらなければ。

　炎が揺れるより先に位置を突き止めようと、クウゴは耳を澄すます。

　と、誰かが階段を上がってくる音が聞こえた。

　──誰だ？

　管律技師や技術者達は皆みな、避ひ難なんしたはず。

　まさか──クウゴの脳のう裏りによぎったのは、今日シフトに名を連ねていた少女の顔。

「くーご！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　聞こえてきたのはやはり、聞き慣れた従妹いとこの声だった。

「ツグミ！　来るな！　ここには見えない邪禍がいるんだ！」

　そのとき、ニトがふらっと前のめりに崩くずれ落ちた。

「ニト！」

　メリナが小さな身体を抱かかえ起こすも、彼女は気を失っていた。

　操あやつる者のいなくなった炎の柵さくが、スプリンクラーの水に消されていく。

　これで非常扉とびらを守るのは、メリナとクウゴ、そして二人の持つビートガジェットのみ。

「メリナ、ほんの少しだけ、ここを頼たのむ」

　クウゴは声のした方へ駆かけ、水滴まみれの眼鏡めがねをかけた少女の姿を見つける。

「くーご！」

　ほっとしたのもつかの間、彼女の背後、空中で水滴の粒つぶが不自然に弾はじけた。

「危ない、伏ふせろ！」

　ツグミに飛びかぶさって、床へと引ひき倒たおす。背に何かが当たり、裂さける感かん触しよくがあった。

　背中を触さわってみる。ジャケットの生き地じは破れているが、皮ひ膚ふには達していないようだ。

「くーご。だ、大丈夫？」

「ああ。でも危ないだろ……。みんな避難してるのに、なんで入ってくるんだよ」

「だって、いてもたってもいられなくて」

「説教は後だ。非常口の方まで戻るぞ」

　彼女を連れ、床を這はってメリナと合流する。焦こげ付ついた床の臭においが不快だが、構ってはいられない。

「メリナちゃん、状況を教えてー！」

　メリナは気を失ったニトを抱え壁かべ際ぎわへ移動させていた。

「このフロアに邪禍インビジブラがいる。姿は透とう明めいだけど、実体はある」

　彼女の説明口調に、クウゴは違い和わ感かんを覚える。ツグミに何を期待している──？

「この非常扉を通したらあたし達の負け。ツグミ、ハンプティ・ダンプティを応用して、どうにか探すことはできない？」

「おい」

　ひどい無茶ぶりだ。出来るはずがないと止めようとしたのだが、

「……やってみる」

　ツグミは汚れた眼鏡を外し、脇わきの鞄かばんからハンプティ・ダンプティを取り出して被かぶる。

「戦いはお前の役割じゃないだろ。早くそこの非常扉から避難するんだ！」

「……うん。わたしは戦えない。メリナちゃんみたいに心空子放出量が多いわけじゃないし、ニトちゃんみたいに運動神経がいいわけでもないもの」

　華きや奢しやな肩を摑つかみ、強ごう引いんに非常口から出そうとしたら、睨にらみつけられた。

「でも、くーごの足手まといにはならない。わたしにはわたしの役に立ち方があるの」

　その瞳ひとみにはこれまでの彼女にない強さが宿っていて、思わずひるんでしまう。

「ハンプティ・ダンプティ、塀の上へシツト・オン・ア・ウオール」

　彼女の周囲に、これまで以上に大量の空中ディスプレイが出現した。

「ツグミ、どうする気なの？」

　空中ディスプレイを流れるような指さばきで支配しながら、メリナの問いに答える。

「スプリンクラーから落下している水を分ぶん析せきに使えないかと思って。姿が見えないとはいえ、邪禍に当たれば水滴は不自然な動きをすると思うんだ」

「それはそうかもしれないけどな……」

　確かに先ほど、クウゴは空中で弾けた水滴から邪禍の存在を感じとった。

　しかし、部屋全体に水が撒まかれているこの状況では、相当近くに潜ひそんでいない限りはとても認にん識しきできない。そこから対応したのでは、避さけるのが精せい一いつ杯ぱいで攻撃には移れない。

　そんな考えを、ツグミは神経を研とぎ澄ました表情で否定する。

「大丈夫。放水が始まってからの監かん視しカメラの映像を全すべて解かい析せきして、今どこに邪禍がいるのかを割り出す。そうすれば、敵の姿はディスプレイを通してハッキリと見えるよ」

「そんなことがこの短時間で──」

「可能なのよ」

　メリナが言った。それでも疑いを消せないクウゴに、さらに断言する。

「可能なの、この子には。あなたは近くにいすぎて、彼女の凄すごさが分からなかったのかもしれないけれど、これでようやくあたしの言っていることが分かってもらえると思うわ」

　クウゴは改めて、ハンプティ・ダンプティを操作するツグミを見た。

　よく知っている、自分が守らなければと感じていた従妹は──そこにいなかった。

　いるのは機士団の仲間、情報処理のプロフェッショナルである一人の少女だった。

「……できた」

　ツグミの作業速度は異常ともいえる速さだった。

　空中のディスプレイ全てに《インビジブラ探たん索さくシステム起動》と表示され、続いて三階に五台設置されている監視カメラ映像が映し出される。

　違ちがう角度から捉えたそれぞれの映像には、どれにも赤い輪りん郭かくが映し出されていた。

　腕うでだけが大きく伸のびた人型。その先には大きなかぎ爪づめが生えている。

　その形状を目まの当たりにし、ようやくこれまで倒し損そこねていた理由が分かった。相手は胴どう体たいを安全圏けん内ないに残したまま、腕だけを伸ばして攻撃してきていたのだ。

「くーご！　そこ！」

　ツグミが指差すと、邪禍は素す早ばやくその場を離はなれる。が、もはや逃げても無駄だ。その動きはハンプティ・ダンプティの空中ディスプレイで随ずい時じ確認することが出来るのだから。

「任せろ！」

　満を持してレトロアクタを起動する。

　ブレイドグラフィーに搭とう載さいされた五つの心空管全てが爛らん々らんと輝かがやく。クウゴはツグミの肩を抱だき、その前面に浮うかんだディスプレイを見ながら狙ねらいを定める。

　敵もまた、己の性質がもはや意味を持たなくなったと悟さとったらしい。これまでは決して出さなかった甲かん高だかい声をあげながら、長い腕を振ふり回して襲いかかってくる。

　その赤い輪郭が画面いっぱいになったとき。

「歯車の累乗剣ギア・フアクトリア！」

　思いきり、ブレイドグラフィーを振り抜ぬく。

　刃やいばから放出された心空子の塊かたまり。

　その光線は水滴のヴェールをかき分けながら一直線に邪禍へと向かい──

　赤く染まった画面を真っ二つに切り裂いた。

「…………倒したの？」

　ツグミは目を閉じてしまっていたらしい。片目のまぶたを薄うすく持ち上げて訊たずねてくる。

　ちょうどそのときスプリンクラーが止まり、画面上から赤い輪郭が消失する。

「ああ、おそらくな」

　肉眼ではやはり見ることは叶かなわないが、手応えはあった。

　画面には《インビジブラ探索システム停止》の文字。即そつ興きようで生み出されたシステムは、その一度きりの役目を終える。

　ほっと剣をおろすと、水びたしになったフロアに拍はく手しゆが木霊こだました。

「上出来だ」

　デスクスペースの入り口に、夜色のジャケットを着た男がもたれかかっていた。

「真ま鹿が野のさん、いたんですか？」

「高みの見物をしていたってわけ？　悪あく趣しゆ味みきわまりないわね」

　頃ころ合あいを見計らったかのように飄ひよう々ひようと現れた真鹿野を、メリナはキッと睨みつける。

「おや、オマエは以前、自分達だけで警護は務まる、オレの出番などないと言わなかったか？　だから特に手を貸す必要はないかと思ったんだが」

「ぐっ……」

　メリナが言葉を詰つまらせたとき、

「危ない！」

　ツグミが彼女の身体からだを突つき飛とばす。

　その瞬しゆん間かん、鋼鉄の一いつ閃せんが彼女達の頭上を通り過ぎていった。

「ニト！」

　クウゴは信じられないものを見た。

　彼女達を狙ったのは、ニトだった。

　どうして──ニトが裏切り者？

　そんなまさか、ありえない。

　彼女を凝ぎよう視しし、すぐにおかしなことに気づく。開かれた両の目はうつろで、意識があるようには思えないのだ。

　彼女はふらふらとした足取りで、今度はクウゴを狙ってくる。

「どうしたんだよ、ニト！」

　向かってきた龍ロン虎フー棍ガンをブレイドグラフィーで受ける。

　一いち撃げきには重みがあるが、普ふ段だんのニトに比べるとスピードや鋭するどさがない。

　誰だれかに操られている──？

　そう疑い、武器同士で押し合いながら近くから観察すると、彼女の首筋にはべったりと緑の苔こけのようなものが張り付いていた。

　おそらくは、先ほどの邪禍インビジブラの残ざん骸がい。

「トドメをさしきれていなかったのか……！」

　歯車の累乗剣ギア・フアクトリアで肉体の大半を失い、透明化する能力は失われてしまっているようだ。

　しかしこの邪禍には、人間を操るほどの知性がある。

　透明化の能力より、はるかにやっかいな。

　どうにかして彼女と邪禍を切り離さなければ。剣とトンファーを交えながら良い方法を考えるも、背面の邪禍だけを狙って攻こう撃げきするのは不可能だ。

　クウゴはいったん競せり合った状態からニトを押し飛ばして間合いをあける。

「メリナ、オレがおさえるから、その隙すきに邪禍を何とか出来ないか？」

「出来るかもしれないけど……、ニトを傷つけないで成功させられる保証はないわよ？」

　そう言って銃じゆうを上げたメリナの指は、細かく震ふるえていた。邪禍を吹ふき飛ばすためには、それ相応の威い力りよくを弾だん丸がんに込こめなければならない。彼女の射しや撃げき技術は確かなものだが、一歩間ま違ちがえばニトを死に追いやる危険性もある。

　マイナス思考の彼女だ。おそらくそこまで想像して、恐おそれているのだろう。

　こんな状態では、とても成功するとは思えない。どうする──？

「──ツメが甘いな。手を貸すつもりはなかったが、まあ少しくらいはいいだろう」

　皆が手を出しあぐねるなか、一歩前へと踏ふみ出したのは真鹿野だった。

「何をする気？　まさかあなた……やめて！」

　メリナが止めるより早く。頰ほおの前、水平に刀を構えた真鹿野は素早く間合いを詰め──ニトの首筋ごと邪禍を一刀両断した。

　うなじに張り付いていた邪禍は消しよう滅めつ、ニトの身体は床ゆかに倒たおれる。

「あんた、なんてことを！」

　信じられない。頭に血が上り、クウゴは殴なぐりかかる勢いで真鹿野の襟えりを摑む。

　だが、当の真鹿野は冷ややかな瞳で言う。

「落ち着け、オレが殺したのは邪禍だけだ」

「う…………痛いっスねぇ」

　そう口にしたのは、死んだはずのニトだった。うつぶせになっていた彼女は、頭をおさえながら起き上がる。

「ニト、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　クウゴは真鹿野の襟から手を放すと、ふらついているニトの身体を支えた。

「あれ、インビジブラは？　どうなったっスか？」

　訳が分からないという表情で周囲を見回す彼女の首に、刀傷はどこにも残っていない。

「……多タ々タ羅ラ式剣技・二ノ太刀たち《透すかし刀がたな》」

　真鹿野は刀を鞘さやに収めながら言う。

「《金属操作管メタルドライヴ》の力で刀身を分解して人体をすり抜けさせ、邪禍のみを切り裂さいた」

　その説明に、ぎょっとせざるを得なかった。

　心空管好きガジエツトフリークのクウゴだ。《金属操作管》の存在は知っているし、それを使えば確かに金属を結合させたり、分解したりといったことも可能だと分かる。

　ただ、だからといって動く人間を相手に一ミリの誤差も発生させず、取とり憑ついた邪禍のみを攻撃する──そんなことが可能なのか？

　その域に達すると、ビートガジェットの性能どうこうという次元ではない。必要となってくるのは本人の技量だ。恐ろしい技わざの冴さえとしか言いようがなかった。

「早とちりしてすみません。ありがとうございます」

　心聖機士ビートパラデインは伊達だてじゃない。レノンやギルを知るクウゴだったが、味方で良かったと、改めて思わされる。

「礼などいらない。それより、この中央作業棟とうを離れた方が良いぞ」

「……どういう意味？」

　意味深な発言に、メリナが眉まゆをひそめる。

「別に。脅きよう迫はく者の生み出した邪禍は倒したんだ。もう警護の必要もないだろう？」

　真鹿野はそう言うと、エレベーターに認証キーをかざし、上の階へ昇のぼっていった。

　誰もいなくなった五階に、何をしにいくのだろう。少しだけ不ふ審しんに思いながらも、クウゴは疲つかれにまかせて床に腰こしを落とした。

　ぐったりとしたクウゴの顔を、上からツグミがのぞき込んでくる。

「くーご、これであたしにも話してくれる気になった？」

「……ああ、そうだな」

　素直に観念した。メリナの言う通りだ。

　自分の従妹いとこは、自分が思っていたよりはるかに頼たよりになる。

　この大輪を守り、そしてレトロアクタを完成させるためには、彼女とハンプティ・ダンプティの力は必要不可欠だ。

「あのー、先せん輩ぱい達なんの話をしてるっスか？」

「せっかくだからニトも聞いておきなさい。大事な話だから」

　こうしてクウゴは、ツグミとニトに秘密を打ち明けた。

　心空子文明下において邪禍が発生するのは心素が原因であること。

　そして、邪禍を意図的に発生させ、操あやつる裏切り者が機士団の内部にいることを。




　迫せまり来る膨ぼう大だいな水流を前にし、ギルは両手で己おのれを庇かばい、後ろへ跳とんだ。

　研究室の外へ出たものの、狭い入り口を通り抜け、水流はなおも押し寄せる。その勢いを殺しきれず、廊ろう下かの壁かべに激しく背中を叩たたきつける。

「どうした。こんな攻撃をまともに受けているようでは、団長など務まらないだろう」

　カナエの研究室は、跡あと形かたもないほど爆ばく砕さいされていた。

　壁が消失し、空が見えるほどになった場所に佇たたずむは、羽は衣ごろものように水を纏まとった女。

「言ってくれますね。今のは躱かわしようがないと思うのですが」

　咳せき込みながらもギルは言い返す。

　シェリーは無事か。確かく認にんするより早く、彼女はスライド走法ランによりギルの隣となりにやってきた。どうやらスライド走法ランを駆く使しして、難を逃のがれていたらしい。

「部下の方は躱していたようだな」

「ダンチョーったら、だらしないわねぇ」

「面めん目ぼくが立ちませんね……。それにしても、どういう仕組みです？」

　ギルは床に落ちた愛用の帽ぼう子しを拾い、訊たずねる。

「先ほど電子兵器と言いましたね。水で出来た衣を作る装置が、そうなのですか？」

　カナエはポケットにしまえるほどの小さな装置を、右手に握にぎりしめていた。

「Ｈ２Ｏ制せい御ぎよ装置《ウンディーネ》。心空子の力など借りぬ、れっきとした電子機器だ」

「電子機器？　それじゃあ邪禍が発生するってことぉ？」

「邪禍ならもう発生しているさ」

　全ぜん壊かいした研究室に残る大量の水がきのこ状に隆りゆう起きし、うねうねと蠢うごめく。

「この場に存在する液体は、水と邪禍が混ぜ合わされたもの。《ウンディーネ》は正確には水を操っているわけではない。水に溶とけ込んだ邪禍を操っているんだよ」

「……これが、電子文明を復興できると考える根こん拠きよというわけですか」

「その通り。どうだ、心空子文明では出来ない芸当だろう」

　サイバネイド。三百年前に隔かく離りされた地下都市へと移り住んだ者達。

　このような技術を手にしたからには、狭せま苦くるしい地下を出ようと考え始めるのも分かる。

「ですが、解げせませんね。そのような技術があるのであれば、我々心空子文明側とも協力して、新たに世界を作り直せばいいではありませんか」

「残念ながら、我々はお前達のことを劣おとった文明としか捉とらえていない。共存するつもりは最初からないんだよ」

「我々、ね。貴方あなた自身も、そう考えているのですか？」

　そう問うと、無表情を貫つらぬいていたカナエは、少しだけ悲しげに視線を落とした。

「どうかな。どちらにしろ、オレの意思より尊重されるべきは、全体の意思だ」

　理り屈くつではサイバネイド側に立っているが、カナエの感情は機士団と戦いたいと思っているわけではない。そうギルは感じとった。

　しかし邪禍を使ってまで計画を進めてきた彼女が、今さら意思を変えるとは思えない。

　──戦うしかないのだ。

　同じ機士団で苦楽を共にしてきた仲間意識と、今の現状把は握あく。

　その線引きを見誤るギルではなかった。

「ここで戦えば基地を壊こわしかねません。スライド走法ランで一いつ旦たん屋上へ行きましょう」

「アタシはタクシーじゃないんだけどぉ、ダンチョーの命令ならしょうがないわねぇ」

　シェリーはギルに抱だきつくと、ゼクス・アクスの弦げんを展開。

　研究室に開いた大穴へと弦を伸のばし、スライド走法ランで一気に外へと脱だつ出しゆつ。入り組んだ弦を伝い、三階から屋上へ移動する。

　着地したＨ形の屋上には二機の飛ひ空くう艇てい、フォーマルハウトとコルヴァズ。

　ギルとシェリーは二つの棟むねを繫つなぐ中央の広いスペースにて、敵となったかつての仲間を待ち構える。

「なんかもう、どこのアトラクションよって感じねぇ……」

　下から突つき上がってきたのは、水の柱。

　基地の屋上より高く立ち上った水柱の中心をカナエは通り、屋上へ到とう着ちやくする。

　先手必勝で攻撃に移ったのはシェリーだ。スライド走法ランによって、消えるような速度で移動すると、ゼクス・アクスでなぎ払はらう。

「なによ、これ」

　だが攻撃を繰くり出だしたシェリーは、驚おどろきの声を上げた。

　カナエは微び動どうだにしていない。重く鋭するどいゼクス・アクスの一いち撃げきを防いだのは、彼女の全身にまとわりついた、直径三十センチはある紫むらさき色いろの水柱。蛸たこ足あしに似て八本形成されたうちの一本が、ギター型の斧おのをぴたりと止めていた。

「この蛸足《クラーケン》をただの水だと思うなよ。いかなるエネルギーをも分散し、逃にがしてしまう絶対防ぼう御ぎよの鎧よろいだ。そして、水を使えばこんな攻撃も可能となる」

　カナエは《クラーケン》の一本をシェリーの顔面に突きつける。

　先せん端たんの水が、ぎゅっと外側から圧あつ迫ぱくされ、ドリルの形に捻ひねり絞しぼられていく。

「《アクア・レイ》」

「シェリー君！　離はなれなさい！」

　カナエの指先から、高速のレーザーが放射されたように見えた。

　それは、非常に細く圧縮された水。

　声に反応したシェリーは、とっさにスライド走法ランを駆使し避さける。

「心配いらないわよ。たかが水が発射されたくらいで……」

　ギルのそばへと戻もどってきた彼女はそう言いつつも、はたと己の武器を見て青ざめた。

　ゼクス・アクスのボディに小さな穴が穿うがたれて、表から裏まで貫かん通つうしていたのだ。

「ウォータージェットですか……。えげつない技を繰り出してきますね」

　加圧された水を、一点に集中して放出。音速を超こえる速度で穴を開ける。電子文明では広く使われていた技術であり、主に金属や、宝石の加工などに使われていたと聞く。

「的確な分ぶん析せきだな。だが、《アクア・レイ》にばかり気を取られていていいのか？」

　ごん、と鈍にぶい衝しよう撃げきが脇わき腹ばらを貫いた。ギルは身体からだを飛ばされ、柵さくに叩きつけられる。

「がはっ！」

　完全な不意打ちだった。口から血を吐はきながら、遅おくれてその攻こう撃げきの正体に気づく。

　下の階から、水で出来た巨きよ大だいな蛸足が伸びていた。

「基地の七階に設置された貯水槽そうから、水を拝はい借しやくさせてもらったぞ」

　そう言ってカナエは笑う。

「今ので肋ろつ骨こつ、イっただろう」

「ダンチョー！」

　駆かけつけたシェリーに大丈夫、と強がろうとしたが脇腹が痛み、言葉にならなかった。内臓も相当傷つけられたらしい。

「休んでいる暇ひまはないぞ」

　七階から伸びてきた蛸足がバラバラの塊かたまりに分解されていく。均一の大きさに分かれたそれらは次し第だいに形を変え、空中に浮うかぶクラゲへと姿を整える。

「カツオノエボシというクラゲを知っているか？　強力な毒性で刺さされると電気が流れたように感じるから『電気クラゲ』とも言われるんだが、本当に電気が流れるわけではないんだよな。オレはそれが少々残念に思えてな」

　ぷかぷかと屋上を満たしたクラゲの群れが、一いつ斉せいに発光する。

「だから作ったんだ。本当に電気を流すクラゲ《ライトニング・ジュエル》をな」

　おそらくカナエの纏った蛸足と同等の防御性を備えているはず。シェリーのゼクス・アクスでも、ギルのクロック・ロッカーでもあのクラゲを傷つけることは出来ないだろう。

「……本当に、鈍にぶったものですね」

　ギルは傷む脇腹をおさえながら呻うめいた。

　心聖機士ビートパラデインと呼ばれていた頃ころなら、これまで浴びた攻撃など余よ裕ゆうで躱せていたはずだ。

　部下の後方支し援えんにかまけて、自ら前線で戦うことを怠おこたってきたのが原因だろう。

　もう一度、三年前の、あの頃の戦い方を思い出すには──方法は一つしかない。

「シェリー君。たびたびのお願いで申し訳ないのですが……。フォーマルハウトから、アレを取ってきてもらえません？」

　飛空艇フォーマルハウトは、ギルが日本に渡わたるときに乗ってきた機体だ。

　ブレイドグラフィーとともに飛空艇に積んだままにしていた──あの忌いまわしき刃やいばを再び手にする時が来た。

「ダンチョー、アレはもう使わないって……、いいえ使えないって言ってたのに？」

「この状じよう況きようでは、そうも言っていられませんからね」

　今ここでカナエに打ち勝たなければ、機士団に未来はない。

　もはや過去に囚とらわれている場合ではないのだ。

（そうです。私はレノンの分も、前に進まなければならないのだから）

　シェリーは頷うなずき、ゼクス・アクスの弦をフォーマルハウトへ伸ばした。

「何を手にしようとしているかは知らんが、やすやす渡させると思うか？」

　シェリーとフォーマルハウトとの間に割って入るクラゲ達。

「アンタが水の鎧なら、アタシは風の衣ころもをまとうだけよ！」

　ゼクス・アクスの心空管が激しく光を放つ。スライド走法ランを開始し、一気に電気クラゲの群れに突っ込む。

「無む謀ぼうな……！」

　電流を[image: 迸]ほとばしらせるクラゲの壁に、まさに正面衝しよう突とつしかけたそのとき、シェリーの肉体から爆ばく風ふうが放出した。

　さして重みを持たないクラゲ達は四方へと吹ふき飛とばされ、彼女の突とつ破ぱを許す。

「なんだと……！」

「ゼクス・アクスの核かくは《空気操作管エアロドライヴ》。それを使いこなす彼女なら、斬きり飛ばすことは出来なくても、吹き飛ばすくらいは造作もないのですよ」

　シェリーが無事にフォーマルハウトへ入っていくのを確かく認にんし、ギルは微笑ほほえむ。

「仕方がない。では先にお前を殺すとしようか」

　こともなげにカナエは言うと、その身に宿した蛸足を襲おそいかからせてきた。ダメージを負っているため、ギルは緩かん慢まんにしか動けない。クロック・ロッカーで向かってきた蛸足を縛しばるも、全てを拘こう束そくするには至らない。

　ぎゅるり、と先端を絞る蛸足。その変化だけを頼たよりに、ウォータージェットを予測して必死に躱す。屋上、そして手すりにいくつもの穴が開いていく。

「ダンチョー！」

　シェリーがフォーマルハウトから出てくるまではほんの数秒間だったはずだが、ギルには果てしない時間に感じられていた。

　待ちに待った彼女の手には直径一メートルほどの、大きな円形のケース。

　埃ほこりをかぶってはいるが、見覚えのある、懐なつかしいケースだ。

　シェリーが手を放すと、ゼクス・アクスの弦に導かれ、ケースはギルの手元に渡る。

　ソフトケースのジッパーを開き、中身を取り出す。中には湾わん曲きよくした大おお鎌がまの刃。折りたたまれていた柄えを元に戻すと、長さはギルの背せ丈たけほどになる。

「う……」

　と同時に、胃からひどい吐き気がこみ上げてきた。記き憶おくが逆流し、レノンの、友であり最大のライバルでもあった男の、最さい期ごの言葉が耳に響ひびいてくる。

『ギル……オレを殺してくれ』

　レノン・シダルハートを殺した後、ギルは二度とこの刃を持たないと決めた。

　いや、持てなくなってしまったのだ。

　レノンの身体は、ひどく歪ゆがんでいた。もはや人間の姿には戻らないと彼自身が言った。それどころか、ほうっておけば人間に仇あだなす存在になるとも。

　だから、この刃にかけた。この手で、ギルはレノンを殺した。

　そのときの記憶がトラウマとなり、以来、刃は物ものを持てなくなってしまった。鞄かばんやケースに入っていれば問題ないのだが、柄を握にぎってしまうと強きよう烈れつな吐き気が襲ってくる。

　だがギルは挫くじけそうになる心を踏ふみとどまらせ、大鎌の柄を強く握る。

　そして、懐かい中ちゆう時計から出た鎖くさりの端はしを、柄に結びつける。

　クロック・ロッカーは元々このビートガジェットの一部。ギルはそれを切り離し、別のガジェットとして使っていたのだ。

「それが噂うわさには聞いていた、お前本来のビートガジェットか」

　肉体に受けたダメージ、そして精神を蝕むしばむ心傷にふらつきながらも、答える。

「鎖くさり鎌がま型ビートガジェット《グリム・リーパー》。私が心聖機士ビートパラデインと呼ばれていた頃の力をお見せしましょう」

「その古びた鎌でどうするつもりだ？　どのみちオレや《ライトニング・ジュエル》に攻撃は効かんぞ」

「こうするんですよ」

　ギルはその場で大鎌を振ふり下ろし、空気を切った。

「なんの真似まねだ？」

　怪け訝げんに眉まゆを歪めたカナエの疑問が晴れるのに、そう時間はかからなかった。

　鎖に縛られていたままだった何本かの蛸足が、ずるりと分断されて地に落ちたからだ。

「なん……だと？」

　カナエは驚きよう愕がくに目を見開く。

「グリム・リーパーはクロック・ロッカーの鎖で描えがかれた円の内側に、心空子の刃を出現させる鎌です。刃の形成は一いつ瞬しゆん。どんなに硬かたかろうと、衝撃を吸収しようと、あらゆるものを絶対的に分断する。それは、貴方ご自じ慢まんの電子兵器も例外ではない」

「……ほう。捕とらえられたらおしまいというわけか。面おも白しろい」

　だが、まだカナエの余裕は崩くずれない。

「ならば、これならばどうだ？」

　再び彼女の親指がＨ２Ｏ制せい御ぎよ装置《ウンディーネ》のスイッチを押す。

　すると分断された《クラーケン》が、さらに細かく分散された。それらの水の塊は、みるみるうちにクラゲへと変へん貌ぼうを遂とげていく。屋上に浮かぶクラゲの数はおよそ百。

「一本の鎖では、この数の《ライトニング・ジュエル》は捕らえきれまい！」

　クラゲ達は息を合わせ、ギルを押おし潰つぶさん勢いで迫せまってくる。

「クロック・ロッカー・ディバイデッド」

　その群れを前にしてもギルの頭は冷静だった。

　瞬しゆん時じにして、大鎌から伸のびていた鎖が十二本に分ぶん裂れつする。一本は元の懐かい中ちゆう時計、クロック・ロッカーに繫つながるもの。あとの十一本は、クロック・ロッカーのコピーだ。先端には時計の分針らしき、重く尖とがった武器がついている。

「縛り上げろ、クロック・ロッカー」

　それらは別々の角度へ飛ひ翔しようし、瞬またたく間まにクラゲ達を数珠じゆずつなぎに捕ほ縛ばくする。

　再び虚きよ無むへとグリム・リーパーを振るギル。その一いち撃げきは鎖を伝い、クラゲを刺さし身みに切り刻む。水を操あやつるといっても、邪禍を利用した技術だ。《歪曲管デイストーシヨン》によって、その再生能力は乱され、元には戻もどらない。

　だがクラゲ達の残ざん骸がいが屋上へとぶちまけられるより早く──

　息もつかせず《アクア・レイ》が迫り来る。

　閃せん光こうのごとき[image: 迸]りがギルの頭を貫つらぬくのと、クロック・ロッカーがカナエの身体を縛り上げるのとは、ほぼ同時だった。

「……惜おしかったですね」

　いや、《アクア・レイ》が貫いたのは、ギルの被かぶっていた帽ぼう子しだけだ。彼はここしかないというタイミングで、その身をかがめていたのである。

「くっ！」

　振りほどこうとカナエは身体を揺ゆさぶるが、びくともしない。残りの《クラーケン》もまた、鎖に拘束され自由を失っていた。

「諦あきらめが悪いわねぇ。いい加減にしなさいよ」

　近くにやってきたシェリーに言われ、ようやく観念したのかカナエは抵てい抗こうをやめる。

　その意思に反応したように《クラーケン》も水へと戻り、地面へ撒まかれた。

「やれ。オレはこの使命を担になわされた時から、覚かく悟ごしていた」

　きつく締しまった鎖に苦しそうにしながらも、彼女は皮肉っぽく笑う。

「……では」

　ギルはよろよろとカナエに近づくと、すぐそばでグリム・リーパーを振りおろした。

　その一撃は──ただ彼女の持つ装置《ウンディーネ》を切り裂さいただけだった。

「簡単には殺しませんよ。貴方あなたにはサイバネイドの情報を喋しやべってもらわねばなりません」

「…………甘いな。ギルグリン・ミッドフォード。お前は十三貴族にしては甘すぎる。そんなことではヴィクトル内部で暗あん躍やくする者達に喰くわれるぞ」

　生かしても、有益な情報を吐はいてくれるとは思えない。吹き飛んでしまったとはいえ、彼女が長らく使用していた研究室を漁あさった方が、まだましかもしれない。

　それでも──ギルは自じ嘲ちよう気味に薄うすく笑う。

「私は、心まで捨てるつもりはないんですよ。そうなってしまっては、あえて十三貴族としてヴィクトルの闇やみに飛び込んだ意味がありませんからね」

　ふらりと倒たおれかけたギルの身体からだを、シェリーの腕うでが支える。

「あのさぁ、ダンチョーは甘さだけじゃなく、無理しすぎるところも直した方がいいと思うんだけどぉ？」

「私も好きで無理しているわけじゃないんですがね。シェリー君、フラーム社に発生した邪禍がどうなったか、確認してもらえます？」

「どのみちダンチョーはしばらくはベッド暮らし。フラーム社の邪禍は根暗女とかに任せときゃいいでしょ。あれはあれで、結構やるしね。認めるのは癪しやくだけど」

　少し気の抜ぬけた二人の会話に、横からカナエが口を出す。

「そんなに落ち着いていていいのか？　オレの用意した邪禍がフラーム社の襲しゆう撃げきに成功していたならまだしも、もしメリナ達が倒していたとしたらもっとひどいことになるぞ」

「……どういうことです？」

　意図を訊たずねると、カナエは呆あきれた様子で片かた頰ほおをあげた。

「そうか。お前はまだ分かっていなかったんだな。どうしてオレ達がフラーム社の管律技師を大輪から追おい払はらおうとしたのか」

「センセー、言ってる意味がよくわからないんだけど？　アナタ達サイバネイドはメガアンプを修理させたくなかっただけでしょお？」

「いいや、違ちがうよ」

　その表情に真しん剣けんさが増す。とても噓うそを言っているようには見えない。

「オレ達サイバネイドの目的は電子文明を地上に復興すること。そのためには心空子文明側で進められていた二つの研究を阻そ止しする必要があった」

　二つの研究──その言葉を聞き、ギルの胸中に嫌いやな予感が広がっていく。

「一つは《永劫回帰管レトロアクタ》。アルハンガムの研究資料は機士団に紛まぎれ込ませた仲間によって処分された。こちらは、あとは銅宮の体内に残ったレトロアクタを消す必要だけだった」

「だから御樹根島に邪禍を発生させたんですよね。……クウゴ君を殺すために」

「そうだ。そして──飛空艇ストリボーグを墜おとすことで完成を阻止しようとした、もう一つの発明品が《スラヴァー》。フラーム社のナザロフによって開発が進められていたものだ。黒死の悪夢はな──スラヴァーの試運転によって起こった災さい禍かなんだよ」

　カナエは何も事情を知らなかったシェリーに向けて告げる。

「そしてこの大輪で、フラーム社の作っていた巨きよ大だい心空管はメガアンプではない。ナザロフが改良した、新型のスラヴァーだ」

「バカなことを言わないでください！　それならトウジが黙だまっていないはずです！」

　心聖機士ビートパラデイン達は知っていた。黒死の悪夢が、スラヴァーによって引き起こされたこと。そのスラヴァーを作ったのがフラーム社であったことも。

　だからこそ真鹿野は、ナザロフを監かん視しするためにフラーム社に張り付いたのではなかったのか──？

「夜葬機士、真鹿野トウジか。お前は昔の仲間を信じたいのかもしれないが、ヤツはあちら側の人間さ。同じ体験をしたからといって、志まで同じになると思うのは大おお間ま違ちがいだ」

　ギルはシェリーに向き直り、強い口調で訊ねる。

「ゼクス・アクスの弦げん、トウジのジャケットにも仕し掛かけていましたよね」

「……まぁ、こないだやりあった時に、こっそりね。でも、尻尾しつぽは全然出してくれてないんだけど」

　それでも、胸むな騒さわぎは収まらない。目で促うながしてヘッドフォンを装着させる。

　シェリーはゼクス・アクスのつまみをいじり、真鹿野に仕掛けた弦の振しん動どうに合わせ、その周囲の音を聞く。

「……ねえ、ダンチョー。ちょっとマズいかも」

　しばらくしてシェリーは、頰をひくつかせて言った。

「そのスラヴァーっての、今から運転を始めるみたいなんだけど……」
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「そんなことが……」

　待機室に戻り、クウゴから邪じや禍かの真実を知らされたツグミは、半ば放心状態で言った。

　おそらくそれくらいしか言葉が出てこなかったのだろう。

　──心しん空くう管かんから放出される心しん素そが、邪禍を生み出す。

　クウゴも初めて聞かされたときには、どう反応していいか分からなかった。

　そのときは大型邪禍イグゼラドと戦っている最さ中なかだったため、深く考え込んでいる暇ひますらなかったのだが。

「ニトは、裏切り者が誰だれかの方が気になるっスけど」

　心しん空くう子しを加工した《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》を注射したことで、消しよう耗もうしきっていたニトは、すっかり元気を取り戻していた。

「あたしはシェリーなんじゃないかと疑っているんだけどね」同様に肩かたの傷を癒いやしたメリナが言う。「あの子って自分勝手きわまりないし」

「いや、それは単純にメリナ先せん輩ぱいがシェリー先輩を嫌きらいなだけだと思うっス」

「なんでよ」

「いや、考えれば分かるっスよ。あの人が裏切り者なら、うわべだけでも性格良さそうに振ふる舞まうと思うっス。けど、シェリー先輩って表も裏も性格悪いじゃないっスか」

　盲もう点てんだった、とばかりに口に手を当てるメリナ。

「た、確かに。ニト、あなたって天才ね……」

「ひどい言われようだな……。まあ先輩自身も性格の悪さは自覚してたみたいだけど」

　そのとき、身体にかすかな振動を感じた。

「ん？」

　最初は気のせいかと思った。が、今度はテーブルに置かれたカップがカタカタと揺れ始めた。床ゆか──いや中央作業棟とうそのものが振動している。

　それも次し第だいに振れ幅はばは大きくなっていき、ひっくり返ったカップが、中に残っていたコーヒーを飛び散らせる。

「一体なに？」

　そう呟つぶやいたメリナの後ろ、窓の外で黒い影かげがせり上がった。

　訳も分からぬまま、クウゴは立ち上がり、その窓を開く。

　フラーム社の中央作業棟、その周囲をぐるりと取り囲むように出現したのは──

　ツインランス周辺に立つ心素の排はい出しゆつ口、通つう称しようパイプオルガンと同一形状の配管だった。

「もしかして……、メガアンプの試運転を始めるのか？」

　確信がないまま口に出したクウゴの言葉に、メリナもまた首をひねる。

「こんな襲撃があったあとで？　管かん律りつ技ぎ師し達だって、避ひ難なんしたはずでしょう？」

　そこへ再び、邪禍出現の警報が鳴なり響ひびく。

「なんで？　まだこの建物のなかに邪禍が残ってたんスか？」

　ニトがそう言ったのは、あまりにさっきの邪禍出現から間がなかったからだ。邪禍の出現タイミングはまばらだが、長ければ一週間、短くとも丸一日は次の出現まであく。

　と、メリナの携けい帯たいガジェットが振動し、着信を知らせた。

「団長からだわ。どこで出現したのか確かく認にんしてみる」

　そう言って携帯を耳に当てる。しばらくして、

「……みんな集まって。ギル団長が、全員に話したいって」

　彼女は受話器から耳を離はなし、携帯ガジェットのボリュームを上げた。

　そこから聞こえてきたのは、小こ憎にくたらしい響きを含ふくんだシェリーの声だった。

『アナタ達、生きていたのねぇ。てっきり死んだんじゃないかと思ってたんだけどぉ』

「あら、おあいにく様。こっちはあなたの性格が悪いって話で盛り上がってたわよ」

『……なんですって？』

『今はそんな口ゲンカをしている場合ではないでしょう』

　ようやくスピーカーから、ギルの声が聞こえた。

「ギル団長、どうして隣となりにシェリー先輩がいるんです？」

『あまり詳くわしく話している時間はないのですが、そうですね。かいつまんでこちらの状じよう況きようを伝えます』

　ギルはそう言うと、先ほどまで繰くり広ひろげられていた戦せん闘とうについて語る。

　カナエが裏切り者であり、フラーム社に邪禍を放った張本人であるという真相も。

「カナエ先生が……？」

　クウゴは医い療りよう用ガジェットだと説明された《ライブラー》が、インビジブラを発生させた原因だと知り、動どう揺ようした。

　レトロアクタを調べてくれる、そう請うけ合ってくれていたとき、彼女はすでに今回の裏切りを目もく論ろんでいたのだ。

「そんな……」

　だがその真実に一番ショックを表したのは、クウゴよりもツグミだった。

「カナエ先生が……どうして？」

『……すまないな』

　カナエの小さな呟きだけが聞こえた。

　クウゴには、彼女が肩を竦すくめる姿が見えたような気がした。

　感傷的なムードになるのを遮さえぎって、ギルが説明を再開する。

『よく聞いてください。今そのフラーム社で作られているガジェットは、メガアンプではありません。全く別の心空管《スラヴァー》です』

「スラヴァーって、このあいだギル団長が言っていた……？」

『ええ。このままではこの街に邪禍が大量に発生し、大ダイ輪リンは第二のアルハンガムになってしまいます。なんとしても、スラヴァーの運転を止めなければなりません』

「そんな……」

　邪禍が大量に発生する？　そんな研究をどうしてこの街で──疑問が湧わき上がるが、今は詳しよう細さいを聞いている場合ではなさそうだ。

　ギルはカナエとの戦闘で負傷、シェリーも街で発生している邪禍の討とう伐ばつのため、合流は出来ない。階上にあるスラヴァーは、今フラーム社にいるクウゴ、メリナ、ツグミ、ニトの四人で停止させるしかない。

『クウゴ君。スラヴァーを止める上で一番の障しよう壁へきとなるのは真ま鹿が野のトウジです。出来ることならばトウジを……、真鹿野を説得してください』

「……俺が、真鹿野さんを？」

『おそらく彼を狂くるわせたのは、レノンの死です。彼を止めることが出来るとすれば、彼と同じようにレノンが死んだことによる痛みを経験した貴方あなたしかいません。私が説得できれば良いのですが……、きっと耳を貸してはくれないでしょうね』

　その声は、もの悲しげに聞こえた。

『ただ、戦闘になりそうであれば逃にげてください。戦闘で彼に勝てる者は、この大輪にはいません』

　そこまで言うと、ギルは激しく咳せき込んだ。傷んだ身体からだで長く話したのが響いたのだろう。これ以上しゃべらせるのは酷こくだ。

「行きましょう。時間は限られてる」

　メリナは携帯をしまって、クウゴ達を待機室の外へ促す。

「でも、五階までどうやって行くっス？　エレベーターも使えない上に、階段も扉とびらでふさがれてる。避難通路のセキュリティも復活してるっスよ」

「それならあたしに考えがあるわ」

　メリナは階段前の扉に近寄ると、何かを確かめるようにコン、と軽く拳こぶしで叩たたく。

「これなら三十秒くらいでいけるわね」

　言うやいなやトリガロードに搭とう載さいされた心空管の一つを《圧縮管コンプレツサ》に付つけ替かえる。

「イレイズカノンでぶち破るつもりか！」

「それが一番手っ取り早いでしょう？」

　メリナは銃じゆう口こうを鉄てつ扉ぴに向け心空子を溜ため始めた。銃じゆう身しんを構成していたピンクゴールドの金属がバカッと四つに割れ、空中を回転し始める。

　ストリボーグ救出作戦時に、イグゼラドに向けて放ったメリナの大おお技わざ。心空子を溜めている間は身動きがとれないものの、その破は壊かい力は折り紙付きだ。

「いくわよ」

　きっかり三十秒後、閃せん光こうと大きな銃じゆう声せいがトリガロードから解き放たれた。

　目ま映ばゆさに閉じていたまぶたを開けると、目の前の鉄扉には大きな風穴が開いている。

「さ、行くわよ」

「無茶苦茶だな」

　思わずこぼした愚ぐ痴ちに、くすっとツグミが笑う。

「メリナちゃんらしいと言えばらしいけどねー」

　四人の機士は階段を駆かけ上がり、四階にたどり着く。そばには五階に続く階段はない。仕方なく廊ろう下かを行き、上階への進路を探す。

「ここ、中央作業棟の四階よね……？　監かん視しカメラの映像と全然違ちがうじゃない」

　機士団メンバーは一度も足を踏ふみ入れていなかった中央作業棟四階。待機室のモニターで見た時には、そこは主任研究員達一人ひとりのために区切られたブースになっていた。

　だがあの映像は作られた、偽にせ物ものだったらしい。

　仄ほの暗ぐらい通路には、大人一人を収められるサイズのカプセルが均等の間かん隔かくで並べられていた。オレンジの液体で満たされたそのなかをのぞくと、格納されているのは歪いびつな生き物。

「これは邪禍……？」

　一糸まとわぬ姿の生物は、どれも人間と同様の骨格を有していた。

　顔や、四し肢しや、胴どう体たい──そのいずれかからは肌はだ色いろの皮ひ膚ふも露ろ出しゆつしている。

　しかし、それ以外の部分はおよそ人間とは呼べない。魚を思わせる鱗うろこになっていたり、獣けものじみた毛が生えていたり、岩のように皮が硬こう質しつ化している。

　異常は肌はだだけに留とどまらない。爪つめや牙きばが鋭するどく伸のびた者、口が耳の上まで開いている者、肩から太い血管が飛び出した者など、生物としてあまりにも異形で、決して自然界に存在しえないもの達だと分かる。

「あまり気持ちの良い研究がされていたとは思えないわね……。フラーム社の裏の顔、ってところかしら」

　そんな不気味なカプセルが左右にずらりと置かれた通路を、クウゴ達は気味の悪い思いで通とおり抜ぬけ、ようやく五階へ続く階段を見つけた。

　そこに先ほどのような鉄扉は存在せず、そのまま駆け上がる。

　たどり着いたのは五日ほど前に見学した作業スペースだ。パーツごとに分かれていた巨きよ大だい心空管は、すでに組み上がり本来の巨きよ体たいをさらけ出していた。

「これが、団長の言ってたスラヴァーだって言うのか」

　メガアンプにしか見えない、荘そう厳ごんで巨大な心空管。

　フロアの中央には、隣のガラス管とサイズを合わせたかのような大画面の空中ディスプレイが展開しており、そこには大輪の街が映し出されていた。

　クウゴはその映像に目眩めまいがした。かつてアルハンガムで経験した悪夢が甦よみがえる。

　街に出現した大量の邪禍、破壊される建物、逃げ惑まどう人々。

「なんてことを……」

　メリナは歯ぎしりしながら、エレベーターホールと作業スペースとを仕切るガラス板を怒いかりにまかせて撃うち破った。

　想おもいはクウゴも同じだ。

　──この心空管が原因か！

　作業スペースへと踏み込むと、叫さけび出したくなる感情を必死に抑おさえながら体内のレトロアクタ、そしてブレイドグラフィーの五連ペンタシステムを起動させる。

「歯車の累乗剣ギア・フアクトリア！」

　歯車の剣けんから撃たれた一いつ閃せんは──しかし巨大心空管の表面にあたると、あっさりと霧む散さんしてしまった。

「な……！」

　万ばん全ぜんの一いち撃げきだったはずだ。それなのに、心空管のガラスには傷一つついていない。

「無む駄だですよ。起動したスラヴァーの表面には《絶対防御管ノイズミユート》による心空子のシールドがしかれています。よほどの衝しよう撃げきでなければ割ることなど不可能」

　スラヴァーのさらに奥、巨大心空管を操あやつるブースの中に、管律技師ナザロフがいた。

　眼めにはツグミがかけているものと同じ、ハンプティ・ダンプティが装着されている。

「ナザロフさん！　これは一体どういうことですか！」

　ひとまずレトロアクタを停止させ、クウゴは吠ほえた。

「この心空管はメガアンプじゃなく、街に邪禍を発生させるものだと聞きました。そして空中ディスプレイに映っている光景を見る限り、それは間ま違ちがっていなかった……！　どうしてです。どうしてそんなことをするんですか……！」

「融ゆう合ごう症しよう例れいを作り出すためです」

　クウゴとは対照的に、落おち着つき払はらった声でナザロフは答える。

「融合症例……？」

　背筋に汗あせが流れた。妙みように堅かた苦くるしい用語に、嫌いやな推測しか浮うかばない。

「ええ。人間と邪禍との融合症例。それを生み出し、実用化することこそ、心空子文明を維い持じするための、ただ一つの手段なんですよ」

　自尊心をむき出しにした顔で、ナザロフは偉えらそうに講義する。

「邪禍とどう付き合っていくべきかなど、少し考えれば分かることだったんです。生物は己おのれのＤＮＡを保存することを目的に活動している。邪禍はなんのために人間を襲おそう？　それもまた己のＤＮＡを残すためです。であれば、人間と共生できるようにすれば良い。メガアンプが邪禍を生んでしまうのなら、その邪禍を人と共生できる種だけに限定できれば良い。そうは思いませんか？」

「共生？　寄生虫みたいに、邪禍を体内に取り入れろって言いたいわけ？　不ふ愉ゆ快かいきわまりない提案ね」

「感情に支配された考え方ですね、それは。もっと理性的に捉とらえてくださいよ。人間は邪禍の力を採り入れ、邪禍は人間を介かいしてエネルギーを得る。そうすれば素す晴ばらしい関係性が築けるじゃありませんか。敵対する必要などどこにもない」

「その結果生まれたのが、下の階で眠ねむっていた人達なんですか？」

　感情的になることの少ないツグミまでもが、その声を悲しみと怒りに震ふるわせる。

「あの醜みにくい失敗作を見たんですか。お恥はずかしい限りです」

　ナザロフに悪びれた様子は微み塵じんもない。彼の表情に浮かぶのはただ、あくなき好こう奇き心しんと探究心に支配された、邪じや悪あくな子供のような笑えみだった。

「しかしこの三年でスラヴァーの完成度は飛ひ躍やく的に高まりました。今回は前よりも放出する心素を多くしてますし、生まれ出る邪禍の数も比べものにならない。それらに襲われた人々の中に、一人くらいは成功例が出てもおかしくないと思うんですよねぇ」

　あくまで快活な口調で言い放ち、頭部に装着したハンプティ・ダンプティを触さわる。

「ああ、あとこの街に設置されたシェルターも使えなくさせていただきました。あんな場所に逃げ込まれたのでは、融合症例の生まれるチャンスが減ってしまいますからね」

　それを聞いたツグミは、急いで自分のハンプティ・ダンプティを装着、起動する。

「ハンプティ・ダンプティ、塀の上へシツト・オン・ア・ウオール！」

　そして素早く空中ディスプレイをタッチし、大輪の状じよう況きようを確かく認にんする。

「大輪のメイン・コンピューターがハッキングされて……、シェルターが封ふう鎖さされてる！　そんな、こんなことをしたらここに住む人達は……」

「いいじゃありませんか。邪禍のリスクよりも、最新技術のベネフィットを選ぶ。心空管特区ガジエツトシテイに住むというのは、そういうことでしょう？」

　己の責任や罪など、一いつ切さい省かえりみない態度。

「あたしはクウゴの楽観主義な発言って物もの凄すごく腹が立つと思っていたけど……」

　メリナはトリガロードをスラヴァーの操縦ブースに向ける。

「あなたの独善的な物言いの方が遥はるかにムカつくわ！」

　怒ど声せいとともに引ひき絞しぼられるトリガー。

　だが、メリナの放った弾だん丸がんはナザロフのブースに届くことはなかった。

　銃じゆう弾だんを弾はじいたのは、黒いソリッドジャケットに身を包んだ真鹿野の刀。

「いいですよ真鹿野さん。ついでに、彼らも処理してください」

　真鹿野は刀を右みぎ頰ほおの前に持ってきて垂直に構える。

　剣けん術じゆつの知識がほとんどないクウゴから見ても、その構えには隙すきはなく、何よりも間合いに入れば問答無用で斬きられると確信できる凄すごみがあった。

「真鹿野さん……」

「冥めい途どの土産みやげに教えてやる。夜や葬そう機き士しのオレが守っていることからも分かるとおり、この研究は十三貴族お墨すみ付つきだ。大輪は生いけ贄にえとして火にくべられたんだよ」

『真鹿野を説得してください』

　ギルの言葉を思い出し、クウゴは剣を地面に突つき立たて、柄つかから手を放した。

「どうした？　無む抵てい抗こうに殺されるつもりか？」

　早くスラヴァーを止めたい。説得に応じてくれ──祈いのるような想いで言葉を紡つむぐ。

「……真鹿野さん。どうしてだよ。あなたは、黒死の悪夢を乗のり越こえた人でしょう？　それなのに、どうして悲劇を増やすような企たくらみに手を貸すんだよ！」

「あの悪夢を経験したからだ。あの時、アルハンガムで犠ぎ牲せいになった人達の命を無駄にしないためには、スラヴァーは完成されなければならない。オマエは耐たえられるか？　城を築くために人柱を立てておきながら、その後に何も建たなかったとしたら」

「そんなことをして、レノンが喜ぶとでも思っているんですか！　俺の知っているレノンなら、もう誰だれも犠牲にならない方法を考えようとしたはずだ！」

　真鹿野がレノンの一番弟で子しなら──クウゴと同じように考えてきたはずだ。

　レノンならどうするか、レノンならどう考えるか、と。

　これまでぴくりともしなかった真鹿野の眉まゆが、かすかに動いた。

「オマエ、レノンのことを知っているのか？」

　クウゴはシャツの下から《琥珀管セラアンバー》を取り出し、かざす。

「俺も三年前、アルハンガムにいたんです。いつも相手をしてくれたレノンは、親友だったし、兄同然だった」

「そうか。オマエはいつもレノンが話していた……」

　真鹿野の眼めが、ありし日のレノンを懐なつかしむように細められた。《琥珀管》を目にして、彼が首にかけていた《翡翠管ネフライザー》を思い出したのだろう。

「レノンはあの日、瓦が礫れきに埋うもれていた俺を助けてくれた。だから知っている。レノンがどれだけ黒死の悪夢に胸を痛めたか」

　希望の光を灯ともすように、《琥珀管》に心空管を流す。

「あなたはレノンと一いつ緒しよに戦っていた。俺に言われるまでもなく、心の底では分かっているはずだ。あなたがこんなことを続ければ、本当にレノンの死は無駄になってしまう」

　真鹿野は剣を構えたまま、オレンジに光る《琥珀管》を睨にらんで黙だまり込む。瞳ひとみの光は鈍にぶらないまでも、その様子から迷っているのが見て取れた。

　きっと通じる──そう思った矢先に、邪じや魔まをしたのはナザロフだった。

「真鹿野さん、何を躊躇ためらっているんですか？　アナタは知っているはずですよ。この世に完かん璧ぺきな正義など存在しないのだと」

　叱しつ咤たされた真鹿野は、ほんの少しのあいだ目を閉じ、ふっきれたように、だがどこか寂さみしげに笑った。

「……そうだな。オレが信じていた完璧な正義は、レノンとともに黒死の悪夢で死んだ。そうだ、レノンが邪禍に取とり憑つかれ、融ゆう合ごうの失敗例となって死んだときにな……！」

「なん……だって」

　クウゴはその言葉に、息が出来なくなった。

　──レノンは黒死の悪夢でただ死んだわけじゃなく、邪禍に取り憑かれて死んだ？

「誰かにとっての正義は、誰かにとっての悪でもある。だから人間は取しゆ捨しや選せん択たくしなければならない……。オレは今を犠牲にして、未来を選ぶ」

「真鹿野さん！」

　そんな、そんな研究をこの男は守るというのか。

　信じられない。理解の範はん疇ちゆうを超こえている。

　クウゴだけでなく、メリナも声を張り上げる。

「あなた、自分自身がスラヴァーで傷ついたはずなのに、まだその開発者の戯たわ言ごとに耳を貸すの？　自分がどれだけおかしなことを言っているか分からないの!?」

「分からないのか。オレが間違っているかどうかを判断するのは、今を生きるお前じゃない。スラヴァーが完成し、平和になった百年後を生きる誰かだ。人類はスラヴァーによって進化する。そうなればもはや邪禍に怯おびえることなどなくなるのだからな」

　その考えはある意味では理路整然としていて──余計に、異常に思えた。

　同じ経験をしたはずなのに、レノンの苦しむ姿をその目で見たはずなのに、今この街にいる人間一人ひとりの感じる悲しみや痛みへの考こう慮りよが、この真鹿野という男からはすっぽりと抜ぬけ落ちている。

　麻ま痺ひしているのだ。悲しみを感じる神経がすり減って、死んでしまっている。

『戦ってはいけません』

　ギルはそう言った。しかし──床ゆかにささったブレイドグラフィーを引き抜く。

「真鹿野さん、大輪を第二のアルハンガムにはさせません。俺が阻そ止しします」

　自分が止めなければ。クウゴはそう思った。もういないレノンに代わって。

「俺達が、でしょ。また自分一人で背負い込もうとして」

　そう言って隣となりに立つのはメリナだ。

（おかしいな……）

　クウゴは剣を構えながら思う。彼女の些さ細さいな言葉だけで、心に勇気が満ちてくる。

　メリナがそばにいると、なんでも出来るような気がしてくるのは何故なぜだろう。

「力を貸してくれると助かる。でも……、無茶するなよ」

「ふん、それこそこっちの台詞せりふだわ」

「あのー、ニトもお忘れなくっス」

「ああ、頼たのむ」

　メリナに隠かくれて見えなくなっていた小こ柄がらな後こう輩はいにも笑いかける。

「スラヴァーを止めたいのなら、命を捨てに来い」

　真鹿野は全員を相手取っても、物もの怖おじ一つない。

　クウゴは膝ひざを曲げ、足元のブーストブーツに心空子を流し込む。

「──いいや、生きて帰るんだ。みんなで一緒に！」

　床を強く蹴けると、刀の間合いへと一足飛びで入る。

　ブレイドグラフィーと多タ々タ羅ラ。二つの刃やいばは交わり、火花散る。

　鍔つば迫ぜり合あいもつかの間、すぐに真鹿野は飛び退のいた。二人の隙すき間まをトリガロードの銃弾がかすめる。

「まだまだ行くっスよ！」
















　追い打ちをかけるのはニト。炎ほのおを纏まとわせた龍ロン虎フー棍ガンを回転させて振ふり抜く。が、相手は霞かすみのように消えると、いつのまにかニトの背後をとっていた。

「ちっ」

　ニトは側転、襲おそい来る多々羅の突きをすんでのところで避さける。

「ニト、なるべく距きよ離りをとって！　トリガロード・ヘイルマシンガン！」

　メリナは心空管を換かん装そう、銃じゆう身しんの下から飛び出したグリップ・バーを握にぎり、両手持ちに切り替かえる。短機関銃サブマシンガン型。銃じゆう口こうから噴ふき出すは細かに分解された心空子の弾丸。

　迫せまり来る弾丸の雨に対し、真鹿野は何を考えたか刀を床に突き立てる。

「多々羅式剣術・護身《返かえし盾たて》」

　それは一いつ瞬しゆん。彼の小さい身体からだを覆おおい隠す鋼鉄の盾が前面に形成され、銃弾はその分厚い壁かべに全すべて阻はばまれる。

　金属を操あやつる多々羅で、床の下を通る鉄筋を盾と変えたのだ。

　メガアンプの重みを支えられるほど、強固に建てられた建造物だ。金属もまた、硬こう度どの高いものが使用されている。

「畳たたみ返しっスか。剣けん士しというより忍にん者じやっスね」

　あまりの早はや業わざに、戦せん闘とうの天才と呼ばれているニトも舌を巻く。

「忍者、か。それはそれで面おも白しろいが、せっかくだから剣士らしい技わざも見せようか」

　銃じゆう撃げきは無む駄だと判断したメリナがヘイルマシンガンを止めると、真鹿野は不要になった巨きよ大だいな盾を分子レベルで分解、多々羅の刀身へと纏わせていく。

「多々羅式剣技・一ノ太刀たち《繫つなぎ刃やいば》」

　そうして現れたのは、刃は渡わたり四メートルはあろうかという巨大な太刀。

　刀身の幅はば、厚みも日本刀の規格を明らかに飛び越えている。

　とても男一人で支えらる重量には見えないが、真鹿野は悠ゆう々ゆうと持ち上げる。多々羅には肉体強化の《強化管エンハンサー》や重量を変化させる《物理管フランジヤー》も搭とう載さいされているのだろう。

「すごいビートガジェットっスね。でもこんな屋内で、大きな刀を振りまわしても有利にはならないっスよ！」

　ニトは余よ裕ゆうで笑う。確かにこの階には高さがあり、広さも充じゆう分ぶんだ。しかし天てん井じようからは作業用の工具がいくつもぶら下がり、また左右にも機材が散乱している。

　むしろ刀が大きくなれば、それらに引っかかり戦いづらくなる。一いち撃げきの威い力りよくが高かろうと、当たらなければ意味がない。素す早ばやさに自信のあるニトは、そう見て取ったのだろう。

「それはどうかな」

　だが、それは過信だと言わんばかりに、真鹿野は冷たい瞳ではねつける。

　そして太刀を肩かたに担かつぎ、ニトに向けほぼ水平に振り抜こうと構える。

「いいんスか。そんな風に振ったら、壁に当たるっスよ」

　予測される剣筋では、確かに真鹿野の横にある壁に当たってしまう。

　だが、そこでクウゴは気づく。

「ニト、気をつけろ！　真鹿野は──」

　壁なんか気にしていない、そう注意し終える前に、刀は振られた。

　長さや重さからは想定できないような、眼めにも留まらぬ速さで。

　その刀身は、壁をあたかもすり抜けたかのように進み、ニトへ襲いかかる。

　先ほど邪禍からニトを解放するために使った技。

　多々羅式剣技・二ノ太刀《透すかし刀がたな》──！

「な……！」

　気を失っていたせいでその技を知るよしもなかったニトは、反射的に龍ロン虎フー棍ガンで受けようとした。

　が、無駄だった。多々羅の刃は龍ロン虎フー棍ガンすらすり抜け、ニトの脇わき腹ばらに深々と食い込む。

「ニト！」

　攻こう撃げきをもろに浴びて壁かべ際ぎわまで弾はじき飛ばされたニトへ、クウゴは急いで駆かけ寄よる。

「げほ……」

　抱かかえ起こすと、彼女の口から血が吐はき出された。左脇わきの出血がひどく、皮ひ膚ふも変色している。不幸中の幸いは、巨大化した刀であったために刃自体はなまくらで、胴どう体たいを切り裂さかれなかったことだ。

「殺すつもりで撃うったんだが、剣筋を少し狂くるわされたか。いや、勢いを殺されたといった方が正しいのかな」

　そう言って真鹿野はメリナを見やった。彼女の持つトリガロードの銃身は通常に戻もどっており、その銃口からは心素の煙けむりが出ていた。

「透かし刀。あたしの弾たまが当たったってことは、あなたが意識した部分しか透とう過かはしないみたいね」

　まるで気がつかなかったが、どうやらメリナはあの瞬しゆん間かん、ニトへと迫る多々羅の刃元に一発の銃じゆう弾だんを撃ち込んでいたらしい。

「あの速度に対応するとはやるじゃないか。特級機士なだけのことはある」

　刹せつ那なの攻こう防ぼう。特級機士同士の戦いは次元が違ちがっていた。

　クウゴは心配そうに駆け寄ってきたツグミに訊たずねる。

「ツグミ、《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》は持ってないか？」

　クウゴが持っていた《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》は、さっきメリナの傷を癒いやすのに使ってしまっていた。しかしツグミは申し訳なさそうに首を横に振る。

「くそっ！」

　ツグミは戦闘要員ではないのだから所持していないのは当然だ。

　こんなことなら《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》をもっと持ってくれば良かった。一刻を争うほどニトの傷は深いのに、何もしてやることが出来ない。

「クウゴ先せん輩ぱい……」

　ニトの口が小さく動き、自分の名を呼んだ。

「なんだ、ニト」

　訊ねると彼女は握った手を弱々しく持ち上げ、何かを渡わたそうとしてきた。

「これは……」

「使ってくださいっス……」

　その手を優やさしく包み込んでやると、ニトは気を失った。

　クウゴは彼女から託たくされたものを内ポケットにしまい、誓ちかう。

　ありがとう。きっと使わせてもらう。

「ツグミ、ニトを頼む」

　ツグミは強く頷うなずき、送り出してくれる。ニトを早く病院に運び込みたいが、街自体が正常に機能していない今、スラヴァーを止めない限りはそれもままならない。

「メリナ、何か策はあるか？」

「そうね……。あなたが真鹿野に勝っている部分なんて身長くらいしかないし。連れん携けいするしか手はないわよね」

「なんか言われなくても良いことまで言われた気がするが……。同感だ」

「耳を貸して」

　それはレトロアクタを有効活用する策だった。クウゴは腕うでの心素計を確かく認にんする。

　稼か働どう可能時間は十秒。屋内であるため、心素濃のう度どは決して高いとは言えない。

　だが、十秒あれば充分に成功に導ける可能性はある。

「どうした？　実力では勝てないんだ。いくらでも小細工を弄ろうしてみろ」

「言われなくてもそうするわよ」

　メリナはベルトに収納された心空管を抜く。

「トリガロード・ショットブラスト」

　付け替えると同時に、トリガロードの銃口はガパリと大きく開いた。

　散弾銃シヨツトガン型。メリナは孤を描えがくように真鹿野の側面へ回る。放たれた大玉の銃弾は、空中でバラバラに飛び散って、敵の逃にげ場ばをなくす。

「そんな大味な技が有効だと思うか？」

　真鹿野は《繫ぎ刃》で幅はば広びろになった刀身を盾にして対処する。

「うおおおおおおおお！」

　クウゴは再び、ブーストブーツで真鹿野の間合いへ攻せめ込む。

「こちらは馬ば鹿かの一つ覚えか」

　真鹿野は多々羅の太刀を両手で持ち、上から一直線に振り下ろす。

　振り下ろされた重い一撃の前に、クウゴは駆けながらブレイドグラフィーを差し出す。

　剣と刀がぶつかり合いそうになったまさに一瞬、真鹿野の手元で心空管が光るのが確認できた。

《透かし刀》を発動し、ブレイドグラフィーをすり抜ぬけさせるつもりだ。

「馬鹿の一つ覚えはそっちだろ！」

　クウゴはレトロアクタを起動。

　五つの心空管全てを光らせると、攻撃の威力を相そう殺さいする《アンチグラム》を発動した。

　刀は剣と衝しよう突とつし──多々羅はブレイドグラフィーの前でぴたりと止まる。

　──成功した！

　クウゴは心の中でガッツポーズする。

《透かし刀》は刀を構成している金属の結びつきを解き、再び結合させる仕組み。

　大して《アンチグラム》は、力学的エネルギーを相殺し、無に返す効力を持つ。

　今クウゴが行ったのは、その応用だ。《透かし刀》が発動された瞬間を狙ねらって《アンチグラム》をぶつけ、金属分子が分ぶん裂れつする力を相殺する。

　いわば《透かし刀》破り。

　必殺に思われた一撃を食い止められた真鹿野は、一瞬動きを止める。

「もらった！」

　その隙すきを逃のがすメリナではない。これ以上ないタイミングで撃ち放たれたショットブラストが真鹿野の無防備な左側面に命中する。

　決して無事ではいられない銃撃に思えた。それでもクウゴは、心を緩ゆるめない。

　こんなもので倒たおれる心聖機士ビートパラデインではないだろう。

　レトロアクタ停止まであと五秒ある。

　この千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に、さらに立ち上がれないほどの一撃を加えなければ。

　トリガロードの攻撃を浴びたせいか、受け止めた多々羅からは力が失われている。

　クウゴは横に飛ぶと、自由になったブレイドグラフィーにありったけの心空子を送り込み、気合いとともに解き放った。

「歯車の累乗剣ギア・フアクトリア！」

　それは渾こん身しんの一発だった。《固形管フエイザー》で強固に形成された光の刃はは、銃弾を喰くらいうなだれた真鹿野へと高速で邁まい進しんする。

　絶対に躱かわせない。躱せるはずがない。そう思った。

　──だが。

　真鹿野はただ身体からだを半身に傾かたむけただけで、歯車の累乗剣ギア・フアクトリアを避よける。

「え……？」

　クウゴも、そしてメリナも呆あつ気けにとられた。

　まるでダメージなど負っていないかのように、真鹿野の動きは滑なめらかで──

「どうして……」

　トリガロード・ショットブラストは硬かたい外がい殻かくで覆おおわれた邪禍さえも打ち破る、破は壊かい力の高い形態だ。それを生身で受けて平気な人間などいるはずがない。

　では、命中したように見えて躱していたのか？

　いや、それもない。現に彼の黒いジャケットは銃弾が貫かん通つうし、破れが散見される。

（あ……）

　そのときクウゴは目にした。

　真鹿野の顔から、パラパラと薄うす皮かわが剝はがれるように光る物が落ちていくのを。

　それは──金属の欠片かけら。

「金属を、皮膚のまわりに纏まとわせて、ショットブラストのダメージを弱めたのか！」

「オレがレノンとどれだけ組んでいたと思っている？　ブレイドグラフィーの性質はよく理解している。ゆえに、オレにはブレイドグラフィーの技わざは一いつ切さい通用しない」

「そんな……」

　クウゴは、不敵に笑う真鹿野に愕がく然ぜんとする。

「まあ、よくやった方だ。レノンの技を久しぶりに見られて、懐なつかしくもあった。……では、今度はオレのとっておきを見せる番だな」

　真鹿野はそう言うと、多々羅を覆っていた金属の結合を解いた。

　金属は石ころほどの塊かたまりとなってぼろぼろと地に落ち、刀は元の大きさに戻る。

　だが、その刃から放たれる威い圧あつ感かんは、前にも増して強く感じられた。

　まずい、そう思うも身体が動かない。相手が何をしようとしているのか読めなかった。

「気をつけて、クウゴ！」

「無む駄だだよ、この技は誰だれにも防げない」

　真鹿野は静かに、刀を床ゆかへと突つき立たてる。刃元の心空管が、激しく明めい滅めつを繰くり返かえす。




「──多々羅式剣技・三ノ太刀たち《穿うがち剣つるぎ》」




　クウゴは全身の至る所に、何か細いものが触ふれるのを感じた。

　視界が赤く染まり、やがて身体が熱くなる。

　──なんだ、何が起きた？

　確認しようとするが、手も足も、縛しばり付けられたかのようにぴくりとも動かない。

「クウゴ！」

　メリナの叫さけび声ごえが遠い。クウゴは唯ゆい一いつ自由になる眼球を巡めぐらせて、状じよう況きようを確認する。

（ああ……）

　ようやく理解した。

　床から飛び出した無数の刃が、己おのれの全身を貫つらぬいているのだ。

　一本一本はごくごく薄うすく、細かな刃。

　しかしそれらは左耳を、右みぎ頰ほおを、両の肩かたを、脇わき腹ばらを、二の腕を、手の平を、太ももを、足首を、身体中のあらゆる場所を貫通していた。

　真鹿野は多々羅を床の鉄筋に繫つなげ、遠えん距きよ離りから刃を精製したのだ──

「終わりだ」

　その言葉が合図となり、生み出された無数の刃は再び地へと還かえる。

　そしてクウゴの身体もまた、大量の血とともに床へぶちまけられた。

　焼けるような熱さがだんだんと冷め、次し第だいに寒くなっていく。

　クウゴは三年前に味わったことのある死の予感を、否いや応おうなく思い出していた。




「クウゴ───！」

　メリナは敵への警けい戒かい心しんを忘れ、倒れたクウゴへと駆かけ寄よった。

「く、くーご……」

　ツグミもまた血だらけで伏ふした従兄いとこの許もとへ、よろよろとした足取りで近づく。

　溢あふれ出る血を止めようと傷をおさえたメリナの手。その指は瞬またたく間まに赤く染まる。

　クウゴの身体から、みるみる体温が失われていく。

「いや……死なないで……。あなたはこんなところで死ぬような人じゃないでしょう!?　いつもみたいに大だい丈じよう夫ぶだって、楽観的すぎる、頭に来る顔で笑ってよ！」

　喉のどがはりさけんほどに叫ぶも、クウゴはうつろな視線を返すだけだ。

「くーご、死なないで……。レトロアクタを作るまでは死ねないって、御お樹き根ね島じまでもそう言ってたじゃない……」

　ツグミも傷を塞ふさごうと手を出す。しかし、

「致ち命めい傷しようだ。もう助からない」

　刀をおろした真鹿野は冷れい徹てつに言った。

「分かってる──そんなことはもう分かっている！」

　メリナは叫ぶ。ここには《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》もなければ、医い療りよう設備だってない。内臓まで達しているだろうこの傷、そしてこの大量出血で、どうやって命を保てよう。

　そんなことが出来たとしたら、それは奇き跡せきだ。

　そして奇跡はそう都合良くは起こらない。

　悲観的な自分でなくても、誰もが知っていることだ。

　簡単には起こらないからこそ、人はそれを奇跡というのだ。

（………………でも、あたしは奇跡を一度だけ感じたことがある）

　三年前、レノンの肝かん臓ぞうを受うけ継ついだことで強制的に心しん空くう機き士し団だんへ入団させられた。過か酷こくな訓練と、邪禍への恐きよう怖ふで、何度も挫くじけそうになった自分を支えてくれたのは──

《翡翠管ネフライザー》を輝かがやかせる温かなオレンジの光だった。

　戦っているのは自分だけではない──そう思えたから、孤こ独どくを忘れることが出来た。

　そして何の因果か、ストリボーグ救出作戦で命を落としかけたそのとき、光を送ってくれていたのが目の前にいるクウゴだと知った。

　いつか会いたいと思っていた相手。

　なのにようやく出会えたにもかかわらず、メリナは自分が《翡翠管》を持っていることを打ち明けることが出来なかった。

　クウゴは《翡翠管》に光を返してくれるのは、死んだレノンだと思っていたから。

　もし真実を話して、幻げん滅めつされたらどうしよう。そう思うと恐おそろしかった。

　彼の胸むな元もとで、むきだしになった《琥珀管セラアンバー》はまだオレンジに輝いている。

（でも──今伝えないと、もう二度とチャンスはないかもしれない）

　迷っている時間はない。

（このまま本当のことを告げないまま、別れることになったら絶対に後こう悔かいする！）

　メリナは意を決し、ジャケットの内ポケットから、革かわ紐ひもに繫がった心空管を取り出す。

　月のモチーフがあしらわれた《翡翠管》。

　クウゴの、弱々しく開かれた瞳ひとみの前にそれを差し出すと、銀色に光る土台を握にぎりしめ、心空子を流し込む。

《琥珀管セラアンバー》と《翡翠管ネフライザー》。二つの心空管が、同じブルーの光を放ち出す。

　ぼんやりとしたクウゴの瞳に、少しだけ意識が戻もどったように感じられた。

「メリナちゃん、それって……」

　喋しやべる気力のないクウゴのかわりに、ツグミが目をしばたたかせて訊たずねる。

「……あたしの中には、レノン・シダルハートから移植された肝臓がある。だからあたしの心空子は、レノンと同じものなの。それが《翡翠管》を光らせられる理由」

　自分の命は、肝臓をくれたレノンと、希望をくれたクウゴによって繫げられた。

　その感謝を、どうにかして伝えたかった。しかし、言葉にならない。

　だから、ただ、ただ、その想おもいを届けるように《琥珀管》に心空子を流し込み続ける。

「やっぱりあなたを死なせるわけにはいかない。こんな別れ方、絶対に嫌いやだもの……！」

　メリナは唇くちびるを、潰つぶれそうなほど固く結ぶ。

　──でも、どうすればいい？

　状況は絶望的だ。死しに物もの狂ぐるいで真鹿野に挑んだとしても、勝ち目は薄い。

　たとえ勝ちを得られたとしても、病院に運ぶまでクウゴがもつとも思えない。

　それでも、もし逆だったなら──倒れたのがメリナだったなら、クウゴは決して諦あきらめないだろう。そうメリナは確信できた。ああ、絶対に諦めない。
















　ストリボーグ救出作戦のとき、ビルから落ちていく自分を助けてくれたように。

　あの巨きよ大だいな邪禍、イグゼラドすらブレイドグラフィーで切きり裂さいたように。

　新しん機き軸じくの発想で、きっと助けてくれた。

　──ならば自分だって、ここで折れるわけにはいかない。

　考えろ、考えろ。心を塗ぬりつぶしそうになる悲観的な想像を排はい除じよして──

「……レ……ト……」

　そのとき、クウゴの口から、かすかな声が漏もれた。

　レトロアクタ。そう言おうとしていると、メリナは直感する。

　そしてその言葉を鍵かぎにして、心の中で扉とびらが開く音がした。

「なに？　なにを伝えようとしてるの？」

　手を握ったツグミが訊き返すも、クウゴはそれっきり瞳を閉じてしまう。

　言葉とも呼べないような声。

　それでも分かった──クウゴの意図が。

　この期ごに及およんで、なんて楽観的なアイディア……。

　半ば呆あきれながらも、心に希望が満ちあふれてくる。唇の端はしに笑えみがこみ上げる。

「本当に、あなたってすごいわ」

　こんな悲観的な自分でさえも、変えてしまえるのだから。

　そうだ──その方法ならば、この状況を打開できるかもしれない。

　だが、そのためにはやっかいな問題を一つクリアしなければならない。

　解決できる人物は、一人だけ。

「ツグミ、ダメ元でお願いしたいことがあるんだけど、いいかしら。こんなこと、あなたにしか出来ないと思うし」

　止血のため、自らの服を破ってクウゴの身体からだに巻き付けていたツグミは、目にたまっていた涙なみだを拭ぬぐって問い返す。

「なに？」

「フラーム社のシステムにハッキングをかけてほしいの」

「それは……、ずっとやってるの……。でも、スラヴァーのシステムに侵しん入にゆうするのは無理だよ。あのナザロフっていう人、わたしなんかよりずっとハンプティ・ダンプティの扱あつかいが上手うまい。わたしが仕し掛かけた攻こう撃げきは、さっきから全部弾はじかれてる」

「確かにスラヴァーのシステムに侵入したり、シェルターの扉を開放することは出来ないかもしれない。……でも、警戒を怠おこたっている他ほかの物なら？」

　ハッとツグミは顔を上げた。その瞳にも、輝きが戻ってくる。

　彼女の頭の良さに改めて感心する。一を話しただけで、十を理解してくれたようだ。

　再び装着したハンプティ・ダンプティの奥で、ツグミはきゅっと表情を引き締しめる。

　彼女になら任せられる。そう思い、メリナは安心して立ち上がった。

「頼たのんだわよ。クウゴの命はあなたにかかってる」

　あとは、自分がこの男を食い止める。

　メリナはトリガロードの心空管を差さし替かえ、短機関銃サブマシンガン型へと変形。

　クウゴを半死に追いやった目の前の敵と向かい合う。

　真鹿野は限りなく自然体で、刀の先だけをメリナに向ける。

「スラヴァーに侵入する時間を稼かせごうという魂こん胆たんか？　無む駄だなことだ。ハンプティ・ダンプティの扱いにかけて、ナザロフに勝まさる人間はいない」

「さあ、どうかしらね。あたしの友達も捨てたものじゃないわよ」

「仮に介かい入にゆうに成功したとしても、オマエがオレに勝てなければ、元の木もく阿あ弥みだぞ」

「ふふっ、そうかもしれないけど……ダメね。今のあたしは、楽天的な考え方しか出来なくなってるみたい！」

　こんな絶望的な状況だというのに、自分らしくない。

　メリナはトリガロードの引ひき鉄がねを、力ちから一いつ杯ぱい引ひき絞しぼった。。




（勝てないなあ……）

　ツグミはクウゴの手を握り締めたまま、思う。

　きっとメリナがいなかったら、自分は泣きじゃくっていることしか出来なかった。

　しみじみ感じる。メリナには、自分にはない強さがある。

　そして、彼女とクウゴの間には強い絆きずなが結ばれている。

　メリナが《翡翠管》を取り出したとき、驚おどろきながらも、どこかで「やっぱり」と思う自分がいた。正反対に見えて、ときどきパズルのピースのようにカチリとはまる。横から眺ながめていると、二人の関係はそういう風に見えたのだ。

　心臓が嫌な音を立て、自分は蚊帳かやの外だと思うことも、一度や二度じゃなかった。

　でも──負けたくない。ツグミは血だらけのクウゴを支えながら、改めて決意する。

　クウゴは死なせないし、誰だれにも渡わたさない。

　だからわたしは、わたしにしか出来ないことをするんだ──！

「ハンプティ・ダンプティ。わがままばかりのわたしだけど、あなたを直してくれたクウゴのために力を貸して……！」

　操作ブースへ視線を向けると、再びハッキングを仕掛けようとしているこちらの意図が伝わったのか、ナザロフは嘲ちよう笑しようを浮うかべていた。

「懲こりませんね、アナタも……。いいでしょう、子どもの遊びとの違ちがいを感じなさい」

　二人の戦いの場は、心空子によって作られた波のぶつかり合い。

　目に見えぬ激しく静かな衝しよう突とつ。

　空中ディスプレイに這はわせる指先は極限まで速度を増し、無駄をショートカットする。

　ハンプティ・ダンプティの心空管はツグミの脳波を読み取り、その意図をプログラムへとフィードバックする。

　これ以上ないほど切り詰つめられたプロトコルを、ナザロフの構築した壁かべへと撃うち込み、指を入れられる隙すき間まをこじ開ける。

　だが、せっかく開いた穴は瞬しゆん時じに新しいセキュリティソースによって塗ぬり固められる。

　ツグミは奥歯を固く嚙かんで、トライアル＆エラーを積み重ねる。

　一いつ瞬しゆんの盲もう点てんを生み出せる、その可能性を信じて──




　飛んでくる銃じゆう弾だんを刀で打うち払はらいながら、真鹿野は苛いら立だっていた。

（この少女は、何を信じて戦っている？）

　彼女の戦法は明らかに消極的だった。

　真鹿野の間合いに入らないよう、遠えん距きよ離りからの銃じゆう撃げきに終始している。

　そんな戦い方が通用しないことは、経験豊富な特級機士である彼女なら分かるはずだ。

　まるで時じ間かん稼かせぎ──だが腑ふに落ちないのは何を待っているかということ。

　ハッカーの少女がナザロフに勝ち、スラヴァーを停止させられると信じているのか？

　だとしてもメリナが負けてしまえば、真鹿野はツグミを殺す。時間がかかったとしてもスラヴァーは再起動できるだろう。大して意味のある試みとは思えない。

　あるいは、傷ついたクウゴやニトが起き上がってくるのを期待している？

　いや、それこそ馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　どちらも時間が経たてば経つほど、むしろ死に近づいていく。それほどの深手だ。

　だとすると、誰か機士団から救きゆう援えんが来るのを待っているのだろうか？

　それもありえない。街には邪禍が溢あふれかえっている。

　とてもではないが、そんなものよこす余よ裕ゆうはないだろう。

（いずれにせよ、いい加減に決着をつけるべきか）

　銃弾を弾くのもいささか飽あきてきた。絶え間なく動き続けているメリナの息も、すでに上がりきっている。ひと思いに楽にしてやるときだ。

　真鹿野は刀を床ゆかへと突つき立たてる。

「《穿ち剣》」

　技わざの発動は瞬時。

　だが、メリナは足元が針のむしろと化す直前に飛び退のいていた。

　遠距離戦を仕向ければ、どこかで必ず穿ち剣が襲おそってくる。そう読んでいたのだろう。

　メリナは着地と同時にこちらへ弾だん丸がんを放とうと照準を合わす。

　──惜おしいな。

　真鹿野は思う。多々羅の使い手が自分でさえなければ、充じゆう分ぶんに勝ち目はあった。

「読みあいはオレの勝ちだ」

　しかし、真鹿野はメリナが穿ち剣を読んでいることを──読んでいた。

　メリナの靴くつが床を叩たたいた瞬しゆん間かん、ぼこ、と足元が崩くずれる。

「な……！」

　予想外の事態に、少女の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　床の鉄筋を利用すれば、おのずと床はもろくなる。

　真鹿野はそれも計算に入れ、弱くなったエリアの着地へとメリナを誘ゆう導どうしたのだ。

「四ノ太刀たち《追おい簪かんざし》」

　床に突き刺さした刀を、レバーのごとく前へ倒たおす。飛び出した穿ち剣の一本がカクンと折れ曲がって伸しん張ちようし、上から下へ、縫ぬい付けるようにメリナの太ももに食い込む。

「ああああっ！」

　脚あしを封ふうじた。これでもう動けない。メリナに近づくと、なおもこちらへ撃とうと構えられた銃じゆうを刀で弾き飛ばし、切っ先を首筋に突きつける。

　彼女を守ってきたトリガロードはカラカラと床に転がるが、メリナは脚の痛みを堪こらえながら諦め悪く睨にらみ返してきた。

　随ずい分ぶんと粘ねばられたが、これでおしまいだ。

「引導を渡してやる」

　刀を振ふりかぶったそのとき、髪かみをふわりと風が揺ゆらした。

　──なんだ？

　作業棟とうは閉め切った空間だ。風など感じようもない。

　異変を感じ見上げると、中央作業棟の天てん井じようが大きく開こうとしていた。

　メガアンプを運び出せるよう、屋根は機械式で開くようになっている。

　だが、解げせない。

「ナザロフ、どうして天井を開ける？」

　訊たずねても、ナザロフは首をかしげるばかりだ。

「ワタシは何もしていませんよ」

「ツグミが……やってくれた」

　メリナが小さくそう呟つぶやいたのを、真鹿野は聞き逃のがさなかった。

　あちらの仕し業わざか──ハンプティ・ダンプティを被かぶった少女に、視線を移す。

　おそらくナザロフはスラヴァーのシステムを守ることにばかり注力して、フラーム社のセキュリティ・システムの防衛を疎おろそかにしたのだろう。

　それにしても、だ。

「何が狙ねらいだ？　天井を開けたところで、状じよう況きようは何も変わらない」

　変わることといえば風通し──さらにいうならスラヴァーの放出する心素がフロアに流れ込んでくる程度だろう。

　もしや、このフロアに邪禍を発生させるつもりなのか？

　いや、そんなことをしても苦くるし紛まぎれにもならない。

　──と、そこまで考えたところで、真鹿野は信じられないものを目まの当たりにした。

　ツグミのそばで倒れていた少年が、自らの血で作られた池にぴしゃりと手を付き、立ち上がろうとしているのだ。

「くーご」

　支えようとしたツグミを手で制し、クウゴは一人、二本の足で立った。

　その瞳ひとみには強い光が宿っている。まるで、彼の持つ剣の刃は元もとで輝かがやく心空管のように。

「な……」

　その迫はく力りよくに真鹿野はなぜか気け圧おされ、無意識に後ずさっていた。

「どうして立ち上がれる。いつ死んでもおかしくないほどの、致ち命めい傷しようを与あたえたはずだ」

　脚の傷一つとっても、立ち上がれるはずなどない。

　だが言った矢先に真鹿野は気づく。

　クウゴの頰ほおについた切り傷が、今この瞬間にも塞ふさがっていくことに。

「己おのれの心空子を使って、《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》と同様の効果を出したのか……！」

　理り屈くつではそれ以外考えられない、が信じがたいことに変わりはない。

《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》とは心空子を濃のう縮しゆくした液体であり、そのような濃のう度どの心空子をヒト自ら発生させることなど出来はしない。

　もちろんレノン同様に五連ペンタシステムを使えるからには、クウゴの心空子放出量は人並み外れたものがあるのだろう。だが、こんな自己治癒は、レノンにだって不可能だった。

　そしてクウゴの身体からだを包み込むように輝くのは──星ほし屑くずの輝き。

　その小さな星達は、スラヴァーが外部の排はい出しゆつ口から噴ふん出しゆつさせている高こう濃のう度ど心素を取り込み、白く煙けむった銀河のように広がっていく。

　真鹿野は息を吞のむ。

　この少年は、一体何者だ？

　レノンと同じ、ブレイドグラフィーを使う者。

　その者が、今ありえない奇き跡せきを起こして、自分の行いを否定しようとしている。

「レノン……、オマエまでオレが間ま違ちがっていると言うのか……」

　そんなことは認められなかった。認められなかった。認められない。認められない。認めない。認めない。認めない。認め認め認め認め──

「真鹿野さん、レノンはもういないけれど、レノンの代わりに俺があなたを止める。止めてみせる」

　顔の血を拭ぬぐい、そう口にする少年に、ありし日の心聖機士ビートパラデインの姿が重なる。

「うわあああああ！」

　真鹿野は叫さけび、こめかみあたりを強く搔かきむしった。

　違う、絶対に違う。間違っているのは今の世界。断じて自分じゃない。自分は正しい。ならば証明しろ。己の強さで。この少年を倒すことで──！

「強がるなよ！　《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》の真似まねだ？　そんな荒あら技わざを使ったところで、失った血液までは元に戻もどらない。オマエが死に体たいなことには変わりがないんだからな！」

　これで正しい。オレこそが正しい。

　短期的な犠ぎ牲せいで、長期的な発展を。

　これまでのやり方が手て温ぬるかったんだ。

　もはや二度と立ち上がれないよう、全身を分断してやる。

　もっとだ。もっと、身体中全すべての心空子を刃に変えろ。

　真鹿野は己の心を研とぎ、一本の刀へと変えていく。

　ただ、目の前の少年を、己の信念と反する未来を斬きるためだけの刀に。




　クウゴは己の身体に、力が漲みなぎってくるのを感じていた。

　二人の少女が、この命を必死に残してくれたからだ。

　ツグミを振り返る。

　三年間、御樹根島で一いつ緒しよに時を過ごした従妹いとこ。

　きっと一番クウゴのことを心配してくれたのは彼女だ。

　もう心配いらない、目の前の敵を打ち倒して、早くそう言ってやりたい。

　メリナと目を合わせる。話したいことがいっばいある。

　そばで自分を見守ってくれたのがツグミなら──

　遠くから自分を支えてくれていたのがメリナだ。

　彼女はどんな気持ちで《琥珀管セラアンバー》に光を返してくれたのか、クウゴは知ることが出来た。

　心空子は、心のエネルギーだ。それは時に、人間の記き憶おくすらも運ぶという。

　クウゴは空気に溶とけ込んだ心素を心空子に変へん換かんし、さらにそれを血液で循じゆん環かん、爆ばく発はつ的てきな治癒力へと還かん元げんした。

　その際に、見えた光景がある。

　十三貴族、アイオーン公こう爵しやくによって無理やり心空機士にされた顚てん末まつ。

　幼いメリナが、すがるような思いと優やさしさで、《琥珀管》に心空子を流す姿。

　クウゴの傷が癒いえるたび、そのとき彼女が抱いだいていた感情が痛いほどに伝わってきた。

（本当に俺達は似たもの同士だったんだな）

　心が温かいもので満たされていく。

　ありがとう──その一言を伝えるのは、全てが終わったあとだ。

　クウゴは真鹿野を睨みつける。

　自分より先に倒れたニトの命はなおも危機にさらされている。

　一刻も早く、こんな戦いは終わらせなければならない。

「立ち上がったところで、どうする」

　真鹿野は苛いら立だたしげに言うと、一足飛びで間合いに入ってきた。

　とっさにブレイドグラフィーを出して、刃をぶつけ合う。

　続けざまに刀が舞まい、一ひと振ふりごとにクウゴの薄うす皮かわを削けずる。

　繰くり出だされる刃の速度は、これまでにも増して苛か烈れつだ。

「オマエがオレに勝てる条件が増えたわけではない。どのみち、結果は変わらないんだ」

「確かに剣けん術じゆつでも、ビートガジェットの熟練度でも、俺はあなたにはとても勝てない」

　そう言いながらも、クウゴは自信たっぷりに笑う。

「でも、それが全てじゃない。あなたとの実力差も、あなたの間違った行動も、俺と仲間達の新しん機き軸じくでくつがえしてやる！」

「ほざけ！」

　真鹿野は自ら間合いをあけると三み度たび、刀を床ゆかへと突つき立たてる。

「《穿ち剣・夜や葬そう極きよく》」

　先ほどとは比ひ較かくにならないほどの、無数の刀が床から現れた。

　まさに銀色の藪やぶ。

　床の強度を無視し、コンクリートに埋うまった鉄筋を残さず使おうかという本数。

　これが、心聖機士ビートパラデイン──《アルハンガムの千セン刃ジン》と謳うたわれた真鹿野トウジの本気。

　だが──刃に穿たれるより先に、クウゴは遥はるか高くへ跳とび上がっていた。

　レトロアクタによって作られた膨ぼう大だいな心空子が、ブーストブーツでの十メートル強の大跳ちよう躍やくを可能とする。

　が、当然負荷は大きい。ブーツに搭とう載さいされた心空管は、ただ一度の使用にも耐たえきれず粉々に砕くだけた。

　それでも構わない。この一振りに全てを賭かける。

　ブレイドグラフィーで撃うたんとするは、歯車の累乗剣ギア・フアクトリア。

　当然、真鹿野は瞬しゆん時じに察知し、避さけようと体勢を整える。

　この技の弱点は、直線的であること。

　動作が緩かん慢まんな邪禍に対しては極きわめて有効であるが、真鹿野には通用しない。レノンと比べて、速度や切れ味に圧あつ倒とう的てきな差があるのなら話は別だが、とてもそこまでは望めない。

　──だからこそ、工夫させてもらう。

　こういうとき、クウゴはつくづく思うのだ。

　自分はやはり心空機士よりも、管律技師の方が向いているのだ、と。

　真鹿野も気づく。

　ブレイドグラフィー。その銅色をした刀身が真っ赤に燃えていることに。

　そう、これは歯車の累乗剣ギア・フアクトリアじゃない。

「──全てを焼き尽くす歯車の累乗剣ギア・フアクトリアル・イクスフレイム！」

　透かし刀によって倒たおされたニトが、気を失う間ま際ぎわに託たくしてくれた《火炎操作管フレイムドライヴ》。

　起き上がるとき、クウゴはそれと《物理管フランジヤー》とを差さし替かえておいたのだ。

　いわば、この剣は《フレイムグラフィー》。

　通常の歯車の累乗剣ギア・フアクトリアとは違ちがう、変則的な炎ほのおの奔ほん流りゆう。

　うねりながら迫せまり来る予測不能の一いち撃げきに、しかし真鹿野は刀をかざす。

「──舐なめるなぁあああ！」

　床に展開していた千刃を刀に集め、彼はこれまで以上に巨きよ大だいな刀を作り上げる。

　その暴ぼう虐ぎやくさを全面に表した太刀たちの一撃で、炎ごとクウゴを切り裂さくつもりだ。

　だが──そこまでは計算のうち。

　クウゴは確信していた。

　遠えん距きよ離りから炎で攻こう撃げきを仕し掛かければ、真鹿野はきっと、これまで以上に巨大な刀で対たい抗こうするはずだと。

「メリナ！」

　次の瞬しゆん間かん、禍まが々まがしく変へん貌ぼうを遂とげていた多々羅の──

　その刃元に搭載されていた《金属操作管メタルドライヴ》のガラスが砕け散った。

「な……」

　さすがの真鹿野も声を失う。

　メリナがトリガロードの銃じゆう弾だんで、ガジェットの核かくとなる心空管を狙ねらい撃ったのだ。

「倒しちゃって、クウゴ」

　名を叫ぶまでもなかった。

　彼女は完かん璧ぺきすぎるほどのタイミングで、こちらの意図を読んでくれたのだ。

　銃弾を手ではたけるほどの強さを持つ真鹿野。ただの歯車の累乗剣ギア・フアクトリアであったなら、彼の注意はメリナにも向けられていたはずだ。

　しかし、真鹿野はクウゴ、そして炎への対応に気を取られすぎていた。

　核である《金属操作管メタルドライヴ》を失えば、綻ほころぶのは一いつ瞬しゆんだった。

　亀き裂れつが入った巨大な刀は、あっという間に鉄くずと化して、床に崩くずれ落ちる。

　そこへせまるはクウゴの放った膨大な炎。それは龍りゆうの形へと変わり──

「ぐああああああ！」

　真鹿野の身体ごと、その執念を焼きつくさんと燃え上がった。




　事件の首しゆ謀ぼう者しやであるナザロフは、メリナによって操作ブースから引きずり出された。

「ワ、ワタクシのバックには十三貴族がいるのですよ!?　アナタ達は分かっていない。世界を牛ぎゆう耳じる最大権力を敵に回していることを！」

　銃じゆうを突きつけられてなお、ナザロフは喚わめき続ける。

「十三貴族と言っても、全員じゃないでしょ。あなたを操あやつっていたのは誰だれ？　まさかアイオーン公爵じゃないわよね？」

　その名前に活路を見いだしたかのように、ナザロフの表情がパッと輝かがやく。

「そ、そうです！　十三貴族の中でもトップの実力者です。敵に回して良いことなどないのですからね！」

　アイオーン公爵に逆らえる者などいない。そう信じ切っている彼に対して、メリナは今まで見たことがないほどに、にっこりと微笑ほほえんだ。

「良かった。それなら望むところよ」

　メリナは銃じゆう口こうを操作ブースに設置された機材に向け、ためらいなくトリガロードの引ひき鉄がねを絞しぼる。

　青白い銃弾を喰くらって、炎をあげるスラヴァーの操作ブース。

「あ、あ……」

　これまでの研究が目の前で破は壊かいされたのがよほどショックだったのか、ナザロフは白目を剝むいて気絶した。

「あーあ壊こわしちゃって。これでスラヴァーが止まらなかったらどうするつもりなんだよ」

「ふん、こんなもの腹立たしくて残しておけるもんですか」

　見上げた大きな空中ディスプレイには、心空機士達が邪禍を討とう伐ばつする様が映される。

　最も活かつ躍やくしているのはシェリーだ。ゼクス・アクスを使い、圧倒的な数の邪禍を屠ほふっている。スラヴァーが停止したこともあり、邪禍が殲せん滅めつされるのは時間の問題だろう。

　ニトの応急処置も済ませ、あとは彼女を病院に運ぶ救護班が到とう着ちやくするのを待つだけだ。

「──本当にいいのか。オマエ達の戦いは、オマエ達が思っている以上に不毛だぞ」

　そう口にしたのは、ぼろぼろになった床に倒れ込んだ真鹿野だった。

　服は焼け、全身が赤く腫はれ上がっているが、命に別状はない。取り返しのつかない火傷やけどを負わせる前に、クウゴが炎を止めたからだ。

　おそらく戦おうと思えば戦える。だが、多々羅の核である《金属操作管メタルドライヴ》を失い彼は戦意すらも喪そう失しつしたようだった。

「綺き麗れい事で全てがまるく収まるのなら、誰もがそうしている。オレにはオマエ達が、ダムを涸からすのにバケツで水を汲くもうとしているようにしか見えない。……そんなことをしても雨が降れば、元もとの木もく阿あ弥みなのにな」

「……そうかもしれません」

　クウゴは彼の言い分を認める。それほどに、これから立ち向かわなければならない敵は強大だ。その全ぜん貌ぼうが見えないほどに。

　しかし、だからといって諦あきらめるつもりもない。

「今は小さなバケツ一つかもしれない。けれど、そのバケツが多くなれば話は違う。それでもだめなら、水路を作ってやればいい」

　瞳ひとみを合わせて、クウゴは力強く宣言する。

「あなたが信念に基もとづき自分なりの未来を実現しようとしたように、俺達も俺達の新機軸で、俺達の信じる未来を作ってみせます」

「…………やってみろ。できるものならな」

　打ち砕かれた真鹿野の表情は、しかしどことなく救われたかのようにも見えた。

　──彼の長い悪夢は、今終わったのかもしれない。

　そう思えるほどに。







　《終章》







　スラヴァーの停止が早期だったこともあり、大ダイ輪リンの被ひ害がいは最小限に抑おさえられた。

　死者数はアルハンガムの一パーセント未満。

　それでも百名を超こす命が失われたわけだが、発生した邪じや禍かの数を考えると、奇き跡せき的に少ない被害である。

　ナザロフと真ま鹿が野のが生み出そうとした融ゆう合ごう症しよう例れいが発見されたという報告もない。

　大量に失血し入院したクウゴだったが、傷はすでに癒いえており、輸血のあと一晩で退院が許された。ツグミに付つき添そわれ、その足でニトの病室へと向かう。

「死にそうっス」

　ベッドに横たわっているものの、彼女の顔色は思ったよりも良かった。

「死にそうには見えないけど、傷が痛むのか？」

　大量の《治癒力増進剤ヒールインジエクシヨン》を投とう与よしたとはいえ、彼女の傷はあまりに深かった。まだとても起き上がれないだろうと思ったのだが。

「いやあ、筋トレが出来なくて死にそうなんスよー。せっかく鍛きたえた可愛い筋肉細さい胞ぼうが少しずつ死んでいくのが分かるっス」

「ニトちゃん、医者から止められてるのに腕うで立たて伏ふせを始めようとしてたらしいよー」

「どうやら心配なんていらなかったみたいだな……」

　脇わき腹ばらの引ひき締しまった筋肉で内臓への致ち命めい傷しようを避さけたニトは、

「日々の筋トレの賜たま物ものっスよ」

　と自じ慢まんげに言う。そう遠くないうちに退院できそうだ。

「にしても、今回のＭＶＰはニトっスよねぇ。なにせクウゴ先せん輩ぱい最後の大おお技わざは、龍ロン虎フー棍ガンの《火炎操作管フレイムドライヴ》がなきゃ決まらなかったんスから」

　その言葉にムッと唇くちびるを尖とがらせたのはツグミだ。

「ほとんど倒れてただけの子が何を言っているのかなー？　一番重要な役割を果たしたのはわたしだよー」

　そう言って胸を張る。

「いやいやお前ら」

　……この流れは見たことがある。負まけず嫌ぎらいな少女ばかりが集まった機士団だ。

　はっと振ふり返かえると、病室の外にメリナが立っていた。彼女も見み舞まいに来ていたらしい。

「メ、メリナ……」

　絶対に彼女も張り合ってくるに違ちがいない。

　クウゴがそう思ってひやひやしていると。

「そうね、ニトとツグミがいなきゃどうにもならなかった」

　負けず嫌いなはずの彼女は、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり二人に手て柄がらを譲ゆずる。

「メリナちゃん……、頭でも打ったの？　そこは自己アピールをぶつけてきてよー。メリナちゃんらしくない」

　ツグミが気持ち悪そうに返しても、メリナは余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度を崩さない。

「そうね。前なら意地になってたと思うけど……、なんだか勝ち負けにこだわるのって、無意味きわまりないと思ったの。一人ひとりがベストを尽つくした。それでいいじゃない」

　大人びた対応に、ニトがぴくぴくとこめかみを震ふるわせる。

「な、なんかムカつくっス……！」

「こんなのメリナちゃんじゃないよー！　はっ。まさかメリナちゃん、いつのまにか邪禍にとり憑つかれて……」

「そ、それっス！　もしかしてもう手て遅おくれなんじゃないっスか!?　イヤっス！　メリナ先輩、正気に戻もどってください！」

　本気で心配する二人に、メリナは眉まゆを吊つり上げて怒ど鳴なる。

「あたしは正気よ！　失礼きわまりないわね！」

　いつも通りのメリナが戻ってきた。クウゴは彼女達のくだらないやりとりを見守りながら、なんだかほっとしている自分に驚おどろく。

「……やれやれ、病院では静かにしてください」

　そのとき病室に入ってきたのは、派手な髪かみ色の青年と、派手な化け粧しようの少女だ。

「ギル団長、シェリー先輩！」

　カナエとの戦せん闘とうによる負傷で、ギルも入院を余よ儀ぎなくされていた。だが、病人服は性しように合わないのか、服装はいつものソリッドジャケットのままだ。

「皆みなさんお疲つかれ様さまでした。大輪の被害がここまで抑えられたのは皆さんのおかげですよ」

　ギルは椅い子すに腰こし掛かけると、事件の顚てん末まつを皆みなに語った。

　サイバネイドであるカナエ、スラヴァー製造に関かかわった真鹿野とナザロフ、その他数名の管かん律りつ技ぎ師しは大輪警察と心しん空くう機き士し団だん大輪支部の共同預りという形で拘こう留りゆうされている。

　ヴィクトルからは引き渡わたしの要よう請せいがしつこく来ているが、ギルはかたくなに拒きよ否ひ。

　その理由として、真鹿野らが「スラヴァーの製造は十三貴族の指示だ」と自供していることを挙げた。

　当然のことながら十三貴族は、揃そろってスラヴァー開発との関係性を否定している。

「まあ、今回のケースで彼らを裁くことは出来ないでしょうね。民衆も本気で十三貴族が開発に加担したとは思っていません。私が上位の貴族達を蹴け落おとすためにでっちあげた、なんて報道するメディアもあるくらいですから」

「なんですかそれ……」

「権力を持った悪を裁くには、同じくらいの権力を持たなきゃ無理なのよねぇ」

「同じくらいの権力……」

　シェリーの言葉を受けて、皆の視線が一いつ斉せいにギルへと集まる。

「見ていてください。そのために私は、十三貴族を継ついだのですからね」

　そう言って片かた眼鏡めがねを触さわるギルはとても頼たのもしく見えたのだった。




　機士団寮りようの自室に戻ってしばらくすると、胸にかけていた心しん空くう管かんが青く光った。

　こちらから心しん空くう子しを流さなければ一度も青く光ることはなかった《琥珀管セラアンバー》。

　その意味は、すぐに分かった。むしろこちらから光らせようと思っていたくらいだ。

　部屋を出て廊ろう下かを進むと、ラウンジのソファにツグミが座っていた。

「メリナちゃんと話をしにいくの？」

　まるで待っていたかのような彼女に、クウゴは口を開こうとしたが、

「ちゃんと行ってきて。その心空管を光らせてくれていた人なんでしょ？」

　ツグミは青く光る《琥珀管》を見て微笑ほほえむ。

　クウゴはただ頷うなずき、エレベーターに乗り込んだ。

「改めて、ありがとな。ツグミ」

　寝ねたきりだった自分と友達になってくれて。

　この心空管特区ガジエツトシテイ・大輪に追いかけてきてくれて。

　ハンプティ・ダンプティを操り、支え続けてくれて。

　そんな感謝を、その一言に込こめた。

「…………今日は譲るけど、わたしだって、負けないんだからね」

　エレベーターが閉まる直前、小さくそう聞こえた気がした。




　屋根や手すりに戦いの傷きず跡あとが生々しく残る屋上。

　視線の先、日が沈しずみかける空の下で、銀ぎん髪ぱつを紅あかく染めた少女が背を向けて立っていた。

「メリナ」

　声をかける。皆がいる前では、《琥珀管》と《翡翠管ネフライザー》について語ることはできなかった。

　話したいと思っていたはずなのに──いざ二人きりになってみると言葉が続かない。

　少しばかりの沈ちん黙もくのあと、

「……あたしね、ずっと会いたいと思っていた人がいるの」

　メリナは振り返らず、重そうに口を開いた。

「心聖機士ビートパラデインのハリス先生から聞いていたのよ。渡された《翡翠管ネフライザー》と対ついになる心空管を持っている少年は、あたしなんかよりずっと辛つらい運命を背負っているんだって」

　クウゴは屋上の柵さくに手を添えている彼女の隣となりに立つ。

　少女の首には、これまで内ポケットにしまわれたままだった《翡翠管》がかけられていた。

「だから、この心空管がオレンジに光るたびに、あたしは勇気をもらってた。頑がん張ばっているのは、戦っているのはあたしだけじゃないって思えたから」

　クウゴは胸むな元もとを探さぐって《琥珀管セラアンバー》を取り出し、強く握にぎり締める。

「俺は、この心空管に光を返してくれるのはレノンだと思ってた」

　メリナは申し訳なさそうにちらりとこちらに視線を向ける。

「でも、本当はもちろん分かってた。そんなことはありえないって。でもそのありえないことをメリナが続けてくれたから、今の俺があるんだと思う」

「……クウゴ」

　オレンジに染まる二つの心空管。

　メリナの瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだがこぼれる。

　その歪ゆがんだ泣き顔を包み込むように、クウゴは彼女を抱だきしめた。

「ありがとう。《翡翠管》を持っているのがメリナだって知ったときから、そう言いたかったんだ。いつもこの心空管を光らせてくれたおかげで、オレは生きる力をもらえた」

　彼女の肩かたは震えていた。これまで悲観的な少女の意志を支えてきたのは、彼女自身の強さであり、あるいは時おり瞬またたく心空管の儚はかない光だった。

「あたし、これまで一人で戦ってきた。一人で戦っていけると思ってた。でも……、本当は寂さびしかったんだって今気づいた……」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺達はこうして出会えたんだ。これからはずっと一いつ緒しよだ」

　二人は顔を合わせて微笑み、首からさげた心空管を重ね合った。




　世界中に跋ばつ扈こする邪禍。

　現文明を転てん覆ぷくさせんとするサイバネイド。

　恐おそろしい陰いん謀ぼうを内に秘ひめた、十三貴族達。

　運命は、これからどう転がっていってもおかしくない。

　救済の鍵かぎレトロアクタが完成するまでには、きっといくつもの困難が待っている。

　けれど、こうして巡めぐり会あえた奇き跡せきを信じるのなら、もう悲観的な想像はいらない。

　きっと──自分達の未来は、手の届く場所にある。





終　









　あとがき







　二巻をお手にとってくださった皆様。ありがとうございます。

　お久しぶりです、羽は根ね川かわ牧まき人とです。初めましての方もいらっしゃるでしょうか？




　最近、祖母のお祝い事で実家である島根県に帰り、ついでに生まれて初めて堀ほり川かわめぐり（松江城のお堀をぐるっとまわる遊覧船）に乗ってきました。

　ずっと前から存在を知っていたし、日頃から乗ってみたいと思っていたのに、初経験までなんと時間のかかったことか。

　いつでも行ける、などという考えでいると、結局なかなか行けないものです。

　先送りにし続けると、大体期待ばかり膨ふくらんで「実際に乗ってみたら、そんなに面おも白しろくなかったなー」ということになりがちなのですが──その点、堀川めぐりは凄すごかった！

　定員十名程度の小さな船なのですが、お堀にかかった橋の下は船体よりもさらに狭く、そのまま行くと屋根がぶつかって通れません。

　で、どうなるかというと──船が変形します！

　可変式拳銃トリガロードもビックリですよ。あー、乗ってよかった。

　え、一体どう変形するのかって？

　それは島根県に行き、乗ってみてのお楽しみです！

　……観光関係者の皆様、こんな感じでよろしかったでしょうか（笑）

　普段は東京に住んでおりますので、スカイツリーの展望台にも早く登っておかないとなと思っています。出来れば今年中に！

　あ、これやっぱりなかなか行けないパターンですね……。




　さて、あとがきを最後に読まれた方はお気づきかと思いますが、「心空管レトロアクタ」は今回で完結になります。

　なので、あの伏線はまた今度回収しようとか、このキャラの見せ場は次の巻に作ろうとか、そういう先送りが一切きかなかったわけで、ちょっと頑張りました。

　読者の皆様にがっかりされるような終わり方にはしたくなかったので、出来うる限り、謎や伏線に決着をつけたつもりです。なにぶん許される枚数にも限りがあったため、若干駆かけ足になってしまったことはご容よう赦しやいただきたく……。

「十三貴族のメンツ、ほとんど明らかにならなかったじゃないか！」というツッコミは、全身全霊をもって顔面ブロックさせていただきます。

　一気に十三人出そうとしたら、登場シーンだけで一巻分使い果たしちゃうんだぜ……。

　他にも残りの機士団メンバーとか、心聖機士とか、こっそり忍しのばせておいた伏線とか、心残りは尽つきませんが……。

　それでも「レトロアクタ、読んでよかったな」と少しでも思えていただけたなら、作者としてこれ以上の喜びはありません。

　次の企画も少しずつですが形になってきておりますので、それほど遠くないうちに再びお目にかかれるかと思います。

　自分が物書きとして武器に出来ることは「伏線を張り、回収する」ということに尽きると考えていますので、次の作品もおそらくそのような作品になります。

　レトロアクタを読んで気に入ってもらえた方には、ぜひ期待していてほしいです。




　最後となりますが、謝辞を。

　担当編集様。いつもためになるアドバイスをありがとうございます。扱いにくいやつだと思われていないか心配ですが、次の企画でも引き続きよろしくお願いします。

　片かた倉くら真しん二じ先生。レトロアクタのためにとても素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございました。今後のご活躍を一ファンとして楽しみにしております！

　拙せつ作さくの出版・編集に携たずさわってくださった全ての皆様。色々とご迷惑おかけした点があったかと思います。ご苦労をおかけしますが、これからも支えていただけますと幸いです。

　最後に読者の皆様。拙作に最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。これからもっと面白い作品を書いていけるよう、精進して参ります。

　では、次の本でもお会い出来ることを願って。





三月吉日　羽根川牧人　












心しん空くう管かんレトロアクタ２








羽は根ね川かわ牧まき人と





[image: ]





平成26年5月25日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)Makito Hanekawa, Shinji Katakura 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『心空管レトロアクタ２』平成26年5月25日初版発行















item/image/gaiji-cid15190.png





item/image/cover.jpg





item/image/p117.jpg





item/image/p237.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		《序章》



		《第一章　心空子文明の要》



		《第二章　疑心暗鬼の午後》



		《第三章　それぞれの決意》



		《第四章　悪夢の真相》



		《終章》



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p063.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
TIRIA
oixnnbEEs

BREFN. RRESLOYEE,
[R< [F—BSDEY. BHhIE—%ED
BIEEVFIH FFEEDA oI
DBDTY, fef. HofehSiofe
HBICE. RICHFICRIFETIC
[FTOZDEBNTHEFT, RE
IREEBLEDTIN, BFIFZD
HolehBbHiEh ofe S, BB
BOODTF, AZBIKS[CHES
O e LNIEWES -+ &R
2rEbBLET,

A5 FREZ
NAN=FTHAY : RES





item/image/p089.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
I=
U
C
4
L
it
=
=
[
0
=
0
-
I
\( E
i 0
-
ol
'q
e
L
g
C
X
ol
T
m
T
M
L





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p169.jpg





